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序章　幽霊船







　ノルフ王国、王都セントウッド近海。

　大型商用船がセントウッドにあるジューク湾わんの港を目指し進行していた。

　主に食料などの運うん搬ぱんを担になう商用船は、ここに至るまでドラゴンに遭あうこともなく無事航海を続けてきた。あと数時間もすれば湾への入り口であるジューク南なん端たんの岬みさきが見えてくるだろう。船員たちの誰だれもが久しぶりの上陸に胸を躍おどらせていた。

　その時であった。船の動力源である、魔ま力りよく練成式動力機関の出力がみるみるうちに下がっていき、それにしたがって商用船の速度も落ちていった。

　動力機関の異常はすぐさま船長へと伝えられた。長きにわたり航海を繰くり返かえしてきた商用船の船長は、目を眇すがめながら遠方を凝ぎよう視しする。

　その先に、古い時代のガリアン船があった。

　魔力練成式動力機関が発達するよりも昔に使われていた、帆ほを張り風を受けて海を走る古い時代の船である。

　船員たちは次々に甲かん板ぱんへ上がって来ると、口々に声を潜ひそめながらこう言った。

「ありゃ……幽霊船だ」

　彼かれらが言う通り、その様相はまさに幽霊船と呼ぶにふさわしかった。

　長い時間をかけて潮と陽ひで風化しボロボロになった帆。

　あちらこちらに空いた穴。

　そして風もないのに、ゆっくりとこちらに向かって進行してくるその姿は、幽霊船以外の何物でもなかった。

　船長がその異様な光景に気を取られたのも一いつ瞬しゆん。すぐさま我に返ると大声を上げる。

「動力部！　全速前進！　魔力を最大値にして、この海域を抜ぬけろっ！」

　その声に船員たちは機き敏びんに反応するや、すぐさま蜘く蛛もの子を散らすように持ち場へと就つく。

　そして練成式動力機関に対し、一いつ斉せいに全力で魔力を送り込んだ。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、焔ほむらの理ことわり、劫ごう火かの結び、自じ浄じようの灼しゃく暖だんを落としたまえ、熾炎練成」

　動力機関の窯かまの中で魔力が熱を上げるように真っ赤に発光する。

　動力機関に再び火が入った―――が、しかしそれも数秒のことだった。真っ赤に発光し動力機関が動き出す直前、風に掻かき消けされるように、練成された魔ま法ほうが消失したのである。

　いつまでたっても動こうとしない船に、船長は息を呑のみ、遠い昔、聞いたことを思い出していた。

　彼が船乗りになって間もないころ、先せん輩ぱいの船乗りから聞いた海の怪かい。

　嵐あらしに遭あい、航路を大きく外れた船が幽霊船に遭う話だ。

　幽霊船に遭うと、船はぴたりと動きを止め逃にげることが敵かなわない。そして幽霊船に追いつかれると、その船は海の底に引きずり込まれてしまう。そんな話だったはずだ。

　あの時は、新人を驚おどろかそうとする先輩の嫌いやがらせだろうと思っていた。しかし今、現にピクリとも動くことができない自分の船。船長は毛穴から噴ふき出だす汗あせを拭ぬぐおうともせず、奥おく歯ばを噛かみしめた。

　決断が迫せまられている。そのことだけははっきり自覚していた。

「総員、船を捨てろ！　避ひ難なんボートを降ろせ！」

　その命令に船員たちは目を見張り、口を開けた。

　吹ふき荒あれる嵐にも、襲おそいかかる海かい竜りゆうにも屈くつしない。それが海の男である船乗りの矜きよう持じであった。それにも拘かかわらず、船長は敵前逃とう亡ぼうを命令した。

　誰もが耳を疑う命令に違ちがいなかった。

　それでも、船長命令は絶対である。すぐさま船員たちは段取りよくボートを降ろし、次々に乗り込みを開始した。僅わずかな時間で全員が乗り込みを完かん了りようすると、オールを漕こぎだし海域を離り脱だつしていく。

　そして次の瞬しゆん間かんに起こったことに、船員たちは目を見張った。

　ズザァァァアッ！　と水しぶきが上がると同時に、見る間に自分たちが先ほどまで乗っていた商用船が海の中に呑みこまれていったのだ。

　あまりの光景にオールを漕ぐ手が僅わずかに止まる。それから遅おくれてきた恐きよう怖ふが身体の中を駆かけ巡めぐると同時に、船員たちは全力でオールを漕ぎ始めた。







第一章　出かける二人を尾行する







　王立魔ま法ほう騎き士し団だん所属シェッセ・リハエルは、己の任務のために下町サウスクインティアに向かって歩みを進めていた。

　並み居る王立魔法騎士団を押おしのけ、凶きよう悪あくなドラゴンを倒たおし、食肉として扱あつかう肉屋の店員ミキハラタクトの調査。それがシェッセの任務であった。

　先日、ドラゴンを狩かるために遠く都外である山中へ踏ふみ入いり、泊とまりがけの狩りを敢かん行こうするも、結局彼についての謎なぞが増えただけだった。

　ミキハラタクトという人間がどこからきて、どんなことをしてきたのか。そのどれもが謎のまま、今こん日にちを迎むかえているのであった。

　定刻通りシェッセがサウスクインティアの商店街にある肉屋フランシーヌに到とう着ちやくすると、若き店主のクーミェ・フランシーヌと、リュカ・シシルクロエ・ポコ・ヘデルカディオシリオスが迎えてくれた。

「おはよう」

「あら、シェッセさん。おはようございます」

「ぐぅ」

「あれ？　タクトは？」

　いつもだったら既すでに店に出ているはずのタクトの顔がない。

「まだ寝ねてるみたいです」

　あっけらかんと言うクーミェ。それを聞きシェッセも、まあ今日は仕方ないか、という思いが脳のう裏りを過よぎる。

　昨日は月末で、あちらこちらへ配達に回ったり、集金をしたりと大おお忙いそがしだった。シェッセは配達が終わったところで帰らせてもらったのだが、タクトはその後、店の棚たな卸おろしなどをがあるらしく、夜よる遅おそくまで残業だと言っていたのだ。

「結構遅くまでやってたの？」

「ええ、今月は売り上げがよかったんで、その分いろいろ確かく認にんごとが多くって」

「そうなんだ。じゃあ、ボク起こしてくるよ」

「あら、シェッセさん、そうやってタクトさんの寝ね顔がおを２時間くらい眺ながめようとか考えてるんじゃないですか？」

「そ、そんなこと考えてないよ！　なんでタクトの寝顔なんか眺めなきゃいけないのさ！」

「あら、あらあらあら！　シェッセさん先日、山中に踏み入った際に、何やらいろいろやっていたのではないのですか？」

「うっ……」

　思わずシェッセは言葉に詰つまってリュカをちらりと見る。

　するとリュカは目をそらして「ぐぅ～」と小声の鼻歌で何かをごまかそうとしていた。

　――やっぱりクーミェに話しちゃったのか……。

　もちろんこの間のキャンプで何かあったわけではない。だが、リュカが盛大な勘かん違ちがいをしていたことがずっと気き掛がかりではあった。

「ふふふ、シェッセさん、寝ているタクトさんに、顔を真っ赤にしながらペロペロしていたそうですね」

「ちょっ!?　し、してないよ！」

　どこで話が行き違ったのかわからないが、あの時の出来事がとんでもない展開になってクーミェの耳に届いていたようだ。

「あら、そうじゃないんですか？」

「そんなわけないじゃないか。どうして寝ている顔に、そ、そんなこと！」

「そうですか……私だったら、進んでやるのですが……」

「や、やるんだ……そんなこと……」

「ええ、勿もち論ろんです！　何度かタクトさんとリュカちゃんの寝しん室しつに忍しのび込こんだのですが、トラップに阻はばまれて、まだ成功はしていませんけどね！　ねっ、リュカちゃん！」

「…………」

　すごい笑え顔がおで断言してくるクーミェ。いつもながら、店員への愛が深すぎる。

　ただクーミェがタクトに対して抱いだく気持ちには、やはり特別なものがある、とシェッセは思う。そういった話題に疎うといシェッセが気づくのだから、彼かの女じよのアピールはかなりあからさまと言ってもいいのかもしれない。

「あら、シェッセさん。どうしたんですか？　なにか浮うかない顔をしていらっしゃいますよ」

「え、ボクそんな顔してる？」

「ええ」

　最初の頃ころはなんとも思っていなかったのに、どうも最近はそのことを考えると妙みような気持ちになる。どうしてそうなるのか全く見当のつかないシェッセに、クーミェはいつもと変わらぬ笑顔を向けた。

「あらあら、シェッセさん、どうやらお悩なやみですね」

「別にそんなことないよ」

　しかしクーミェには引っかかるところがあったらしく、珍めずらしく食いついてくる。

「いいえ、だいたいは察しておりますとも。でも、たぶんシェッセさんの御ご心しん配ぱいごとは杞憂だと思いますけどね」

「え、どういうこと？」

　彼女の言っていることの意味がいよいよ解わかりかねて、シェッセは思わず体を乗り出した。

「ふふふ、説明しづらいですし、それはシェッセさんが気づいて下さい」

　クーミェは軽くウィンクをすると、そのまま開店の準備に戻もどってしまった。

　仕方なくシェッセは首をひねりながら、タクトを起こすために肉屋フランシーヌを出る。

　フランシーヌの裏手の一いつ軒けん家や。それがミキハラタクトとその相棒であるリュカが住んでいる借家だ。シェッセはクーミェから預かった鍵かぎを鍵かぎ穴あなに差し込んで捻ひねってみる。ガチャッという音がして、ノブをひねってみると、何故なぜか鍵が開いていなかった。

　どうやら今ので鍵を閉めてしまったようである。最初から鍵が開いていたということなのだろう。不用心だな、とシェッセは思いながら今度こそ鍵を開け、タクトの家の中へと入った。

　そして入ってすぐのリビングの椅い子すに腰こしかけている人ひと影かげを見つけ、シェッセはため息を吐ついた。

「もう、タクト起きてるんだったら店に出てきなよ。クーミェも待ってるよ」

「ん？」

　しかしシェッセの呼びかけに振り返ったのは、なんと白しら髪がの老人であった。

「…………え？」

　一瞬、家を間ま違ちがえたのでは、という思いが脳裏をよぎった。だが、よく考えれば家を間違えているのなら鍵が合うわけがない。

　それはつまり、ここがタクトの家であるということである。

　では、この老人は一体どこの誰なのだろうか？

　シェッセは混乱する頭の中を落ちつかせながら、必死に今の状じよう況きようを考えた。

「えっと……これは……」

　タクトがいなくて、その代わり、白髪の老人がいる。つまり……。

　――タクトが……おじいちゃんになっちゃった………！

　シェッセは言葉もなく、ただ泣きたいような気持ちになった。どういった経けい緯いかはわからないが、急にこんなに老ふけ込こんでしまうなんて、考えもつかなかった。

　それほど毎日激務を熟こなしていたのかと思うと、余計に悲しくなる。

「ごめんね、いつも台車牽ひかせたりして」

「ん、台車？　なんのことかね？」

　どうやら痴ち呆ほうも始まってしまっているようだ。

「あのね、ボク、ちゃんと世話をするから」

「んー、どうしたお嬢じようさん」

　どうやらシェッセのことも覚えていないようだ。しわがれたその声にはタクトの面おも影かげは微み塵じんもない。老いるということはこういうことか、とシェッセは悲しくなりながら、事の次し第だいを問おうとした。

「あの、えっとねタクト、どうして……」

「タクト？　わしゃ、タクトじゃないわい」

「え？」

　老人は白髪をなでながら、やれやれとため息を吐いた。

「わしゃ、オルバ・フランシーヌだ」

「オルバ………フランシーヌ」

　どこかで聞いた苗みよう字じである。

「クーミェの祖父じゃよ」

「え!?　クーミェのおじいさん？」

　すると奥おくからさらに別の老人が出てくる。

「どうしたオルバ？」

　髭ひげを蓄たくわえた無表情極きわまりない老人だった。しかしその頭には犬の耳が乗っかっている。どこからどう見てもクク族の老人だ。思わず目を白黒させるシェッセ。

「え、あれ？」

　するとオルバはやってきたクク族の老人をシェッセに紹しよう介かいした。

「こっちがリュカのじいさん、ラザ・シシルクロエ・テル・ヘデルカディオシリオスだ」

「…………うむ」

「リュカのおじいさん!?」

　あまりのことに、シェッセは口をぽかんと開けた。

「でだ……あんたは誰だい？　見たところ騎き士し団だんの制服のようだが」

「あ、えっと、その、ボクは王立魔法騎士団予備隊士シェッセ・リハエルです！　今は訳あってフランシーヌでバイトしてます」

　シェッセがそう言うと、老人二人は「ほう」と興味深そうな顔をする。

「なんじゃ、あれか。ここでバイトをしてるということは、結構長いのかね？」

「あ、いえ、まだそんなには長くないですけど、一ヵ月以上は……」

　すると今度はリュカの祖父、ラザが口を挟はさむ。

「では、一つ聞いておきたいのじゃが」

「は、はい」

　それまで無口だったラザは、溜ため込こんでいた言葉を一気に吐き出すかのように話し出した。

「ミキハラの奴やつは、ワシの可愛かわいいリュカに手を出したりはしておらんな？」

「え、あ、たぶん大だい丈じよう夫ぶかと……」

「本当か！」

　ラザの声量に、シェッセは仰のけ反ぞった。

「は、はい、大丈夫です」

「しかしリュカはあんなに可愛いんじゃぞ。あんな柔やわらかくてもふもふした耳が目の前にあって、耐たえられる男がこの世にいるとは思えん！」

　シェッセの父もそうだが、孫持ちのラザも相当な祖父バカのようである。得てして娘むすめや孫を持つとはこういう事なのだろうか。シェッセはそんなことを考えながらも返答する。

「た、たぶん大丈夫です」

　なにぶん耐えられずリュカの耳を触さわらせてもらったのは他でもないシェッセであるので、内心はややヒヤヒヤした。

「ミキハラが、もしワシのリュカに変な事をしようとしていたら、すぐに知らせてくれ。クク族の秘術で二度とこの世界に帰れんようにしてやるわい」

「あはは………」

　シェッセはラザの勢いにドギマギしながら、当あたり障さわりのない笑みを浮かべてごまかした。

　すると今度は、クーミェの祖父オルバが話に入ってくる。

「それでは、クーミェとはどうじゃ？」

「どう……と言いますと？」

「ミキハラとどうにかなっとらんのか？」

「……たぶんなっていないと思いますが」

　いつものクーミェの猛もう烈れつアタックぶりと、それを完全回かい避ひするタクトのスルーっぷりは毎日見ている。

「くっ……まだ、ひ孫の顔は見れんのか……」

　こちらはリュカの祖父とは逆のようである。タクトとクーミェにくっついてほしいようだ。

「クーミェも、もう14だ。カラセナとかスサとかならとっくに結けつ婚こんしていてもおかしくない年ねん齢れいだぞ」

　カラセナはこの間訪おとずれた農業特別地区である。スサはそれよりも北方にあるセントウッド内の地区だ。どちらも農業が盛んな地区で、そういったところは結けつ婚こん適てき齢れい期きが早い傾けい向こうにある。一方、都市部になるほど結けつ婚こん年ねん齢れいは上じよう昇しようしていくところがあり、シェッセの家でもそういった理由で、まだ縁えん談だん話ばなしが持ち上がってはない。

「なぜだ、ミキハラ……なぜ、二人っきりでイチャイチャできる環かん境きようを整えてやったというのに手を出さんのだ。それとも奴は種無しか……」

「そ、それはボクにはわかりませんが……」

「ふむ、よくわかった。あの無能め！　いや不能め！　こんだけお膳ぜん立だてしてやったというのに、まだ覚かく悟ごが決まらんとは、男の風上にも置けん。な、シェッセさんや」

「え、あ……はあ」

　もうどう返事をしていいやらわからず、なんとなく答えてしまう。

　その時、二階の階段からギシギシと歩く音が聞こえた。

　老人たちの騒そう々ぞうしさに、どうやらタクトが起きてきたようである。

「……おう、おはよう」

　欠伸あくび交じりのタクトが寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら、シェッセの顔を見た。

「あ、おはよう」

　するとそのタクトに老人たちがズンズン詰つめ寄よって行った。

「おい、この種無し！　こんなに二人っきりのシチュエーションを整えてやったのに、どうしておまえには、そういう甲か斐い性しようがないんだ!?」

「おいコラ、ワシのリュカに、やらしいことしとらんじゃろうな！　吹ふき飛とばすぞ！　粉々にするぞ！」

「クーミェの部屋の合あい鍵かぎだって渡わたしていったろう！」

「お風ふ呂ろとか一いつ緒しよに入ってるんじゃないだろうな！　んん!?」

「何がダメだ？　言ってみろ！　クーミェの何が不満じゃ!?」

「リュカに何をしたんじゃ？　ちょっとしか怒おこらんから言ってみろ！」

　老人二人に詰め寄られながらも、タクトはそれを受け流すかのように再び欠伸あくびをしながら腹を掻かいている。

　まったくもって緊きん張ちよう感の欠片かけらもない。

「なんだ、ジイさんたち帰ってきてたのか……」

　のらりくらりとそんなことを言いながらタクトはリビングの椅子に腰を下ろした。

「なあ、シェッセ。めし」

　言われてシェッセは条件反射で返す。

「あ、うん。なにがいい？」

「なんでもいい」

「わかった。簡単なものでいいよね？」

「ああ、いいよ」

　と言ってなんとなく動き出してしまうシェッセ。タクトの昼食をいつも作っているせいか、もう身体が勝手に動くようになっているところがある。

　しかしそれを見たクーミェの祖父オルバが、カッと怒いかりを露あらわにしてタクトに詰め寄った。

「おい、こら、ミキハラ。どうしておまえはクーミェじゃなく、この御お嬢じようさんと夫ふう婦ふみたいな会話をしている」

　そんな指し摘てきを受けるなんても思ってもみなかったシェッセは勢い、

「ふ、夫婦みたいじゃありません！」

　と声を荒あらげてしまう。その様子にオルバはキョトンとしてしまった。

「なんじゃ、御嬢さんは、別にミキハラとはなんでもないのか？」

「はい、なんでもありません！」

　ちょっと言い過ぎたのではないかと、ちらりと横目にタクトの顔を窺うかがう。しかしタクトは別段気にも留とめていない様子。

「おい、ジイさんたち、もうクーミェとリュカには顔出してやったのか？」

　タクトが頬ほお杖づえを突つきながら二人の老人に問うと、二人は急にシュンとなってしまった。

　そしてオルバの方が言い訳じみた口調で話し出す。

「……だって、久しぶりに会ってワシらのこと憶おぼえてくれてなかったらショックじゃろう」

　それを聞いたタクトは盛大に溜ため息いきをついた。

「～ったく、どうしていい歳とししてそういうとこ乙おと女めみたいなんだよ」

「ふん、ミキハラにはわかるまい！　孫と久しぶりに再会する我々の気持ちなど！」

　どうやら二人とも緊張して、直接会いに行けないようだ。その結果、セントウッドに帰ってきて真っ先にタクトの家に駆けこんだということのようである。

　そんな二人にフォローを入れようともせず、シェッセの用意したご飯と漬つけ物もの、温めなおした味み噌そ汁しるを食べだしてしまうタクト。代わりに、シェッセが間に入ってあげることにした。

「二人とも今、お店の方にいますから、あれでしたら一緒に行きますか？」

「おお、御嬢さん、親切じゃの！」

「いえいえ」

　白髪を撫なでつけながらオルバはにっこり笑ってみせた。後ろのラザの方は無表情に何度か頷うなずいていたが、そんな様子もどこかリュカに似ているような気がした。




　シェッセが先導して、オルバとラザを連れてきたのだが、しばらく彼かれらは店の外からコソコソ中を覗のぞいたりするばかりで、なかなか踏ふん切ぎりがつかない様子だった。

　仕方なくシェッセが背中を押すように、

「クーミェもリュカも、お二人に会いたがってるに決まってますよ」

　と言うと、ようやく目を潤うるませながら、二人はおずおずと店の扉とびらに手をかけたのだった。

　カランカランと鳴る来客のベルの音に顔を上げたクーミェが、入ってきた人物の顔に驚おどろきと喜びをない交ぜにしたようにパッと笑顔になった。

「おじい様！」

「クーミェ！」

　その声につられてリュカが陰かげから顔をピョンと出した。

「じいちゃん」

「リュカ！」

　一様に感動の家族の対面である。どれくらい家を空けていたのかは定かではないが、見るからにかなり長いこと旅に出ていたようである。

　すると朝食を食べ終わったタクトが後からやってきて、シェッセの隣となりに立った。

　シェッセは老人二人に目をやりながらタクトに疑問を投げかけた。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「オルバさんとラザさんって、なにをしに旅に出てたの？」

　王都セントウッド内ならいざ知らず、都外に出るということはドラゴンの危険に晒さらされるということだ。またドラゴンから国と人民を守るため、どんな国でも一つの都の中に人が犇ひしめいているのが常である。故ゆえに国から国へ移動する行こう為いは、途と中ちゆうに宿がないため非常に身体に障さわる。高こう齢れいの老人二人の旅路はかなり厳しかったに違ちがいない。

「出で稼かせぎだよ」

「出稼ぎって……他の国で？」

「ああ、前にも言ったろ。ドラゴンを狩かることを教えてくれたのは、オルバとラザだ。肉屋のオルバが狩って、クク族のラザがドラゴンを食える状態にする。やってることは俺おれとリュカがやってるようなことだ」

「そっか……じゃあ、他の国でドラゴンの肉を卸おろしてたんだ」

「まあ、セントウッドには俺とリュカがいるからな」

　そういえば以前タクトが、ドラゴンの肉は高く売れると言っていた。味は確かな物だから、一度食べた人間は病やみ付つきになるだろう。商売とするなら堅けん実じつともいえる。

　しかしシェッセの脳裏に疑問が生まれた。

「どうしてそんなにお金がいるの？」

　肉屋フランシーヌはお得意先も多いし大変繁はん盛じようしている。欲を出さなければ、十二分に生活できるに違いない。経済感覚に乏とぼしいシェッセにだってわかることだ。

　しかしタクトの方は、その疑問に対して少し困こん惑わくしたような顔をした。

「……ん～、まあな、いろいろあんだ」

　何か言い辛づらい内容であることはすぐにわかった。だからシェッセはそれ以上は深追いをするような真ま似ねをせず、

「うん、そうか」

　と言って再会を楽しむ祖父と孫に目を戻したのだった。

　無表情極まりないリュカとラザはお互たがい顔を見合わせながら、

「変わりないか？」

「うん」

「ミキハラに悪いた戯ずらなどされていないか？」

「うん」

「背が少し伸のびたかな？」

「ぐぅ」

　と言葉少なながらお互いの近きん況きようを確かく認にんし合っている。対してクーミェとオルバの方は、同時進行でペラペラペラペラ……と、言葉が止まる様子がない。

「おじい様、聞いて下さい。実はですねタクトさんがこの前、小麦粉を買ってきてくださったんですけどね、それが薄はく力りき粉こじゃなくて強力粉買ってきちゃったんですよ。あらあら、そういえば奥おく手てとか言いながら、キャバクラ通いだけはやめないんですよね。女の子が優やさしくしてくれるからなんでしょうかね……」

「クーミェ、実はミキハラの奴はあれで奥手だからさっさと既き成せい事実を作って、その後責任を取って下さい、とか言えばどうにかなるやつだから、とりあえず既成事実をだな……うん、小麦粉と言ったら普ふ通つうは薄力粉を買ってくるものだよな。ミキハラは普ふ段だん捏こね物を作る時は強力粉ばかり使うからな……」

　お互いの話を聞いていないのかと思いきや、実はちゃんと二人とも聞き取って返答もしているあたりがすごい。会話が全く途と切ぎれる様子がないので、シェッセも親子水入らずを邪じや魔ませずに、遠くからタクトと並んでその様子を見守ることにした。

　しばらくそんな状況だったが、チラチラと常連のお客さんが店に顔を出し始めたのを潮しおに、家族の再会は中断された。皆みな一様に肉屋なのだ。お客さんを蔑ないがしろにするようなことは誰だれもしない。

　オルバはクーミェの祖父らしく愛あい想そのよい笑顔と活気のある声でお客さんに対応する。

　ラザの方はリュカの祖父らしく、無言でカウンターの奥から注文の精肉を切り分けたり、ソーセージやハムを取り出したりと、動き回ることに精を出していた。

　いつもであれば、自分とタクトがやっている仕事であったのだが、二人が入ることで少々の手て持もち無ぶ沙さ汰たを感じるほどだ。

　馴な染じみの客などは、久しぶりのオルバとラザの姿に、懐なつかしそうに立ち話に花を咲さかせ、その間かん隙げきを縫ぬってシェッセたちも業務に駆かけ回まわった。

　昼時になり、客足も遠のいたところで、いったん昼食のための休きゆう憩けいとなった。

「じゃあ、ちょっと出てきますね」
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　クーミェはそう言いおいて、店を出て行った。

　昼と夜は外での食事。これが彼かの女じよの日課であった。しかしそれは彼女の仕事でもあった。近所の飲食店などに顔をだし親交を深めておくこと。それぞれの店てん舗ぽでの情報や欲ほしい物など、日常会話をしながら拝はい聴ちようし、営業もかけていく。クーミェはあれでなかなかのやり手経営者なのである。

　そんなクーミェを見届けてから、シェッセがタクトとリュカの食事を作りに裏のタクトの家へ行こうとした時、オルバに呼び止められた。

「のう、シェッセさんや」

「え、はい？」

　振ふり向むくと、オルバが周りに目を走らせながら声を潜ひそめた。

「実はの、頼たのみたいことがあるんだが……」

「なんでしょう？」

「うむ、そのな……クーミェとミキハラのことなんだが」

　聞かなくてもある程度内容は知れる気がしたが、一応聞いておくことにした。

「どうしたんですか？」

「どうやらあいつらワシの留守の間に、まったく何も進展してないらしい」

　進展というのは、二人が恋こい人びとになっていない、ということなのだろう。

「そこでなんだが、ちょいと協力してほしいんじゃ」

　何やら嫌いやな予感がするのだが、断るのもおかしな話だ。

「なにを協力したらいいんでしょう？」

「そのだな、明日あいつらをデートさせる」

「…………はい」

「少し遠くまで観光させてだな、その後ちょいといい店を予約し、いい雰ふん囲い気きになって夜の街を歩かせて、そのまま……」

「…………………あ、えっと」

「うん？　なんじゃ？」

　それ以上聞くのはシェッセには少々恥はずかしすぎた。恥ずかしすぎる上に、何やら胸のあたりにモヤモヤとしたものが湧わき上あがってくる。聞いているだけで締しめ付けられるような感覚になる。それが一体どうしてなのか、皆かい目もく見当もつかない。それ故か、シェッセは考えるほどに、頭は混乱し、胸は締め付けられ、もうどうしようもない気持ちになってしまうのだった。

　だから思わず最後まで聞かず、途中で話を切ってしまったのだ。

「協力しますから……その、ボクはどうしたらいいんですか？」

　顔を俯うつむけたままシェッセは自分がどんな役割をこなせばいいのか、そのことだけに集中することにした。

「ふむ、じつはの………」

　オルバの作戦に耳を傾かたむけながらも、シェッセの心はどこか上の空のように、プカプカと地に足が着かないような気持ちになっていた。




　夕刻となり、空がオレンジ色に染まる頃ころ、タクトの号令で今日の仕事も一段落し終業となった。

「おつかれ」

「おつかれさま………ねえ、タクト」

「うん？　なんだ？」

「あのね、ちょっと聞いておきたいんだけど」

「ああ」

「その、タクトって………どういうお店が好きなの？」

「武器屋」

　即そく答とうだった。

「あ、そういうお店じゃなくって、食事するところなんだけど」

「飯かぁ……ん～、酒のうまい店？」

　物もの陰かげから鉛えん筆ぴつを走らせる音が聞こえる。オルバが何かメモを取っているのだろう。何気にマメな人である。

「他には？」

「そうだな……つまみのうまい店」

「お酒中心じゃないか」

「まあ好きだからな。酒は栄養ドリンクだぞ。カロリーも栄養素もギュッと凝ぎよう縮しゆくされてんだ。おまえたちの騎士団だって長丁場の戦せん闘とうの時は酒が出るだろ」

「あー、確かに」

　陣じん営えいを敷しく時には酒しゅ保ほと呼ばれる酒類を中心にした売店が出る。騎士団経営であるため、低価格で酒や食料を振ふる舞まっていた。シェッセは利用したことはなかったが、そういう物があるということは知っていた。

　シェッセがなるほど、と思い出しているところへタクトが不思議そうな顔で問い返した。

「それがどうしたんだ？」

「え、い、いやなんでもないよ」

「そうか」

　シェッセはそう言ってごまかすように帰りの支し度たくをして、家路についた。




　家に帰り着き替がえを済ませ、ベッドに腰こしを掛かける。

　むかし買ってもらった大きなぬいぐるみを抱だき寄よせる。

　胸の中に蟠わだかまる気持ちのはけ口が見つからず、ぬいぐるみに顔を埋うずめる。

　――どうしちゃったんだろう、ボク。

　答えが見つかるはずもなく、シェッセは気持ちを切きり替かえて広間へと向かった。

　食しよく卓たくに着いて、食事を始めたシェッセはすぐにこちらに向けられる視線に気が付いて、顔を上げた。

　父マルコ・リハエル、母メイア・リハエル、そして教育係のジゼル・アデューが一様に同じような顔つきでこちらを見ている。

「ど、どうしたんですか？」

　そう問い返したシェッセに父は言葉を探すように困惑気な顔をし、母は微び笑しようを浮うかべる。まったくもってどうしたことかわからず、ジゼルに顔を向ける。

「どうしたの？」

「はい、シェッセ様。なんと言いますか……お加減がすぐれないご様子でしたので」

「え？」

　シェッセは驚いて目を丸くした。別段具合が悪い様子もなかったし、身体の怠だるさだってない。しかし三人の顔を見れば思っていることは共通しているようだ。だとすればジゼルの言う通り、自分の様子がおかしかったのだろう。

「そんなに変な顔してた？」

「ええ、何か思いつめたような顔をしていらっしゃいました」

　ジゼルに言われて、シェッセは自分の顔を撫なでてみる。

　――ボク……どうしたんだろう？

　ぼんやりとするシェッセに心配顔の父マルコが声をかけた。

「シェッセ、まさか騎き士し団だんでいじめにあっているのではなかろうな」

「い、いえそんなことは決して……」

　そもそも騎士団での不ふ遇ぐうな扱あつかいは覚悟の上だ。しかも今は自分を評価し、同じ目線で話してくれる友人だっている。いったい何の不満があるだろうか。

「じゃあどうしたんだ？　まさか任務で行いき詰づまったのか？」

　任務に関しては一いつ切さいの進しん捗ちよくがない。行き詰まっているか、と問われれば行き詰っていると答えるしかない。しかしそれが理由ではないことはシェッセが一番わかっている。

　すると今度は微笑を浮かべていた母メイアが口を開いた。

「きっと、シェッセが今までぶつかったことのない壁かべにぶつかったのね」

　その答えにマルコとジゼルが首を傾かしげた。

　なにより当事者であるシェッセ自身がそうしたい気持ちであった。

「お母様、それはどういう……？」

「ふふ、いいの。今はそうやってモヤモヤとした気持ちをしっかりと抱かかえなさい。無視してはダメよ。自分の胸が痛いことを感じていれば、ちゃんと答えにはたどり着けるようになっているんだから」

　メイアはニコニコとしながら食事の続きに戻もどってしまった。

　母の言葉が、シェッセにはまるで謎なぞかけのような響ひびきに聞こえた。それでもメイアはシェッセの胸の内をよくわかっている。それだけはシェッセにもわかった。そしてその理由にも見当が付いているのだろう。でもあえて言わないのは、それはシェッセが気が付かなければならない事だからなのだろう。

　シェッセはそんな母の配はい慮りよに頭を下げるように小さく頷うなずいた。

　隣で聞いていたマルコは腕うでを組みながら、

「う、うん！　その通りだ。答えにたどり着くまで修練は怠おこたらぬよう！」

　と威い厳げんを持って言うのだが、どこかずれている気がした。その隣にいたジゼルもそれに倣ならうように、

「はい、ジゼルめも、及およばずながらいつでも加勢いたす所存です」

　とやはりどこか見けん当とう違ちがいなことを口にした。その様子を聞いていたメイアは頬ほおに手を当てながら、

「あらあら」

　と楽しそうに微笑ほほえんでいるのであった。

　シェッセはその後自室に戻ると、ベッドに横になり柔やわらかな枕まくらに顔を埋める。

　――自分の胸が痛いことを感じていれば、ちゃんと答えにたどり着ける……。

　母の言葉を頭の中で反はん芻すうしながら、シェッセはそれがどういうことなのか考えた。

　しかしいくら考えても、母の言う答えらしきものの影かげも形も見える気がしなかった。

　原因は何か？

　――タクトとクーミェがデートすることが気にかかっているのだと思う。

　何故なぜ？

　――わからない。

　それ以外の原因はないのか？

　――思い当たらない。

　暗中問答をいくら繰くり返かえしても、必ず同じような結論と問いに帰結してしまう。

　その度にシェッセの胸の中にあるモヤモヤは膨ふくらみ続けて破は裂れつしてしまいそうになる。

　ふとタクトのことを思い浮かべた。

　彼と出会ってからのことを順々に追想していく。

　すると何故か胸の内のモヤモヤが小さく萎しぼむのがわかった。

　どうして？

　しかしその問いの答えも、

　――………わからない。

　同じ答えにたどり着いてしまうのであった。




　次の日の午後。シェッセはオルバとの約束通り、タクトとクーミェのデートをお膳ぜん立だてすることになってしまった。

　孫まご娘むすめとタクトをくっつけたい、という祖父の願いはよくわかっていたし、クーミェもタクトに好意を寄せていることは見ていてわかる。それなのにシェッセは今も腑ふに落ちない気持ちが胸の奥おくでモヤモヤと揺蕩たゆたっていた。人の幸せを素す直なおに願うことが出来ない自分に、シェッセは、

　――ボクは嫌な娘こなのかな……。

　とそんな思いが生じる。それでも首を大きく横に振り、その気持ちを払ふつ拭しよくしようと努めた。

　ふとシェッセは、

　――タクトはどうなんだろう。

　と、ぼんやり遠くからタクトの後ろ姿を窺うかがった。

　いつもと変わらず、手て際ぎわよく肉を裁断している彼の後ろ姿。

　その背中が、今は妙みように遠くに感じた。

　そんな感傷的な気持ちになっている自分を慌あわてて鼓こ舞ぶする。今はオルバさんに頼まれたことをしなければならない、ということを思い出し、シェッセはタクトに話しかけた。

「ねえ、タクト」

「ん？　なんだ」

　シェッセの呼びかけにタクトは手を止め振り返る。いつもすべてお見通しの彼の目から逃にげるように、シェッセは目をそらしながら言った。

「あのね、タクト……今日はオルバさんとラザさんがお店やってくれるって。だから……」

「なに!?　マジか？」

　急に声のトーンが上がり、嬉き々きとした様子のタクト。

「そうだな、せっかく熟練のジイさんたちが帰ってきたんだ。たまには俺も羽を伸ばさなきゃ損だな！」

　そう言いながらタクトはさっそくエプロンを脱ぬぎ始はじめた。これは第一段階としては成功と言えそうだ。さあ、ここからクーミェを連れてお出かけするように進めねばならない。

　しかしシェッセはどうしてもその言葉が口から出せずにいた。

　そんなシェッセの様子に気が付いたのか、タクトが不思議そうに顔を覗のぞいてくる。

「どうした？」

　また自分の心の裡うちを見み透すかされているようで、シェッセは努めて明るく返した。

「え？　いや、なんでもないよ」

「なんか元気ねえぞ」

「そ、そうかな？　あれじゃないかな、きっとお腹なかがすいたのかも」

「なんか作るか？」

　こんな時ばかりどうして彼かれはやさしいのか。

　理由はわかっている。シェッセ自身がそんな顔をしているからだ。彼が心配する顔を。

　だからシェッセは精せい一いつ杯ぱい、笑ってみせる。

　笑え顔がおを見せたら、先ほどまで言えそうになかった言葉もどうにか言えそうな気がした。

「あのね、せっかくだから、たまにはクーミェと出かけてきたら？」

「クーミェとか？」

「………うん、そうだよ」

「なんで？」

「なんでって……それは、だから……」

　オルバから頼まれた、二人をくっつけよう作戦、なんて今のシェッセが口にできよう筈はずもなかった。

「と、とにかく行ってきなよ！　ボクだっているんだから、お店は任せておいてよ！」

「……でも、おまえ……」

「いいから、いいから」

　タクトはまだどこか引っかかっているような表情をしながら頭を掻かいた。

　しかし彼はシェッセの様子に、それ以上は突つっかからず、

「そうか、じゃあ、たまにはクーミェとどっか行ってくるか」

　と事もなげに言った。

　するとここぞとばかりにオルバが転がり込むように飛び出してくる。

「なにミキハラ出かけるのか!?」

　見事なまでに棒読み台詞ぜりふのオルバ。

「ん、まあ」

「そうか、ならせっかくだ！　このチケット持って行け！」

「なんだこれ？」

「歌劇のチケットを昨日、お得意さんに貰もらってしまっての」

　シェッセが緊きん張ちようしながら二人の様子を見守っていると、タクトがこっちに顔を向ける。

「あんま興味ねえな。シェッセは好きか？　歌劇」

　急にこちらに話が振られてビックリしたシェッセは、思わず素直に答えてしまった。

「え、うん。まあ。たまに家族と行くかな」

「じゃあシェッセも行くか？」

「え!?」

　これはマズイ。タクトとクーミェの二人だけで行かせる作戦であるのに、自分が入ってしまってはお邪魔虫もいいところだ。それを見やってすかさずオルバが割って入る。

「おお、残念なことに２枚しかない!!」

「だったら追加で買えばいいだろ」

「いや、これは人気作でな！　もうチケットが余っていない！」

「そうなのか？」

「おお、そうだ！　もう一つ言い忘れていたことがある！」

「なんだよ？」

　オルバは必死の方向転てん換かんで、今の話をもみ消しに入った。

「実は今日、ラザと久しぶりにテューレで飯を食おうと思っての」

　テューレはこのサウスクインティアの隣となりの都市型の街だ。行政機関から企き業ぎようや商店とあらゆる物が軒のきを連ねており、セントウッドに於おける中心地のひとつである。

「予約を取ったんじゃが、そこが帽ぼう子しお断りでの」

「帽ぼう子し脱ぬぎゃいいじゃん」

「いや、ラザはクク族だぞ。そういうわけにいくまい」

　リュカも連れて行くという道を、何気なく断たつオルバ。

「まあそりゃそうか」

「キャンセルするのも店に悪いからの。だからまあ、ついでにクーミェと一いつ緒しよに行って来たらどうだ？」

　まったくもって見事な下準備である。昨日帰ってきたばかりで、シェッセにあの話をした後に手配したのだろう。

「まあ、別にいいけど」

　そんな話をしているところへ、表に看板を出し終わったクーミェが戻ってきた。

「あら、おじい様、どうしたんです？　汗あせだくですよ」

　あれだけ必死で熱演すれば汗もかくだろう。さもありなんとシェッセは思いながら、成り行きを見守る。するとタクトがクーミェに向き直った。

「なあ、ジイさんたちが店やってくれるから、芝しば居い見てこいとさ」

　するとそれを聞いた瞬しゆん間かんにクーミェの目がキラキラと輝かがやいた。

「タクトさんと二人っきりですか!?」

「ああ、そうみてえだ」

「………あー、でも、お店がありますからね」

　なんだかんだと言っても責任感が強いクーミェである。従業員たちへの並々ならぬ変態という名の愛情の注ぎ方は別として、今まで一人で店を切り盛りしてきたのだ。休日でもない日に店を空けるのは気が引けるのだろう。
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　するとここにもすかさずオルバが滑すべり込む。

「なーに、久しぶりにワシらがいるんだ！　店は任せておけ！　なあ、ラザ！」

　呼びかけられたラザは表の長なが椅い子すに腰を掛け、パイプの煙けむりを燻くゆらせながら、

「ああ」

　とだけ答えた。クーミェは尚なおも迷う様子はあったが、

「えー、でもいいんですか？　悪いですよ、おじい様たちにお仕事押おし付つけて、私たちばかり楽しんできちゃうなんて……え!?　歌劇ですか、ずいぶん見てないですね。あらこの演目、新作ですよね。この作曲家さん大好きなんですよ」

　どうやら行きたいようである。

「んじゃあ行ってくるか？」

「いいんですか？」

　クーミェが心配そうに問うが、オルバは首をがくがく何度も縦に振る。

「……うん、行ってきておくれ。でなければワシはいたたまれん」

　思わずオルバが本音をこぼしながらも、どうにか話がまとまったようだ。




「ほんじゃ、まあ行ってくる。留守たのんだぞ」

「えへへ、行ってきますね。何かお土産みやげいりますか？　いりませんね、知ってます」

　よそゆきの格好の二人は軽く挨あい拶さつをすると、肉屋フランシーヌを出て行った。

「………………」

　二人の姿が見えなくなってから、急になんだか後こう悔かいのような気持ちまで湧き出してくる。しかしそれをうまく言葉にする手段もないシェッセは、ただジッと椅い子すに座すわって床ゆかの木目を数えているだけだった。

　そんな様子が気になったのかリュカがやってきて、シェッセの顔を見上げる。

「どうしたの？」

　どうやらリュカにまで心配をかけてしまったようである。

「ううん、なんでもないよ。ちょっと最近おかしいだけなんだ」

「？？」

「大だい丈じよう夫ぶ。元気だよ」

　笑顔で返しながらリュカを抱っこする。

「ぐぅ」

　彼かの女じよも素直にシェッセに抱かれながら、足をパタパタさせていた。

　するとそこへオルバがウキウキとした足取りでやってきた。

「よし、店を閉めろ！」

「え？」

　オルバの言葉にシェッセはビックリしながら口をぽかんと開けた。そしてラザが、

「うむ」

　と返答するや表から看板を取り下げて中に入ってきた。シェッセは閉店作業が進む店内にただ立たち尽つくしてしまう。

「あの、でもお店は？」

　しどろもどろになりながらシェッセが聞くと、オルバはニッと笑ってみせた。

「心配するな、ご近所には既すでに昨日のうちに言っておいた」

　ものすごい手回しの良さである。

「で、でも配達とかも……」

「午前中に済ませておいた。のう」

　とオルバが話を振ふるとラザがコクリと頷うなずく。

「え、じゃあ……」

　口ごもるシェッセにオルバは腕を組みドンと立つ。

「追いかけるぞ！」

「うむ」

　事態が呑のみ込めなかった。追うということは、タクトとクーミェを追いかけるということなのだろうか？　シェッセがきょろきょろしているうちに店内の片づけは老人二人によって進められていく。その時、シェッセに抱っこされていたリュカがラザに顔を向けた。

「じいちゃん、おでかけ？」

「うむ、お出かけじゃ」

「ぐぅ！」

　無表情なリュカの顔にも嬉うれしそうな色が見て取れた。

「あの、追うっていうのはやはり……」

「二人がこれからどうなるのか……どこへシケこむのか見届けねば」

　そう言ってオルバは懐ふところから、タクトたちがこれから行く歌劇の大人チケット３枚、子供チケット１枚を取り出したのであった。




　あっという間に店じまいをすると、四人は変装をして店を出た。

　変装と言ってもあまり目立つ格好はできない。オルバとラザは着慣れた旅装束から、街の老人がよく着ている町人服に。そしてシェッセは近所から借りてきた町まち娘むすめ然としたワンピース。リュカに関してはどこから持ってきたのか、ふりふりのドレスのような衣装である。

「うむ、大枚をはたいて買ったかいがある」

　とぼそりと呟つぶやいたのは他ほかならぬラザであった。

　四人はサウスクインティアからセントウッド通りを上り、テューレへと歩みを進めた。歌劇場やら見世物小屋やらが集中するのは、地図上で言うとテューレの中心辺りになる。機関車の線路が並走するセントウッド通りを北に折れて進むと、大小の劇場やカフェなどが軒のきを連ねている広場に出た。

「ふむ、まだ開演には時間があるの」

　オルバの言葉にラザが鼻をクンクンとさせた。

「あそこじゃ」

　ラザが顎あごで指した先には大きなオープンカフェがあった。ちょうど軒のき下したあたりの席に、先ほど出かけて行ったタクトとクーミェが何か飲み物を口にしているのが見て取れた。

　人が多いこともあってか、あちらがこちらに気が付く心配はなさそうである。とはいえいつまでもここで棒立ちしているわけにもいかない。

　四人はやや顔を隠かくしながらオープンカフェの離はなれた席に腰こしを掛かけた。シェッセの隣でリュカがメニューを開いて口元を結んでいる。

「リュカは何が飲みたい？」

「んー……みるく」

「うんわかった」

　シェッセたちは手早く注文をしながら、タクトたちに目を向ける。談だん笑しようしている様子らしく、クーミェがやや笑いすぎている感じはするが、よい雰ふん囲い気きではあるようだ。

「おいラザ」

「なんじゃ」

「話し声は聞こえんか？」

「さすがに無理じゃ。耳を隠してるからのう」

「うむ、仕方あるまいか」

　こそこそ話す老人はさておき、やってきたミルクを一気飲みしてるリュカ。

「おいしい？」

「うん、おいし……」

　リュカの満足顔にシェッセは顔を綻ほころばせながらも、やはりタクトとクーミェの様子が気がかりであった。
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　タクトは急に降ふって湧わいた休日をどうしたものかと思いながら、オープンカフェでクーミェと観劇までの時間つぶしをしていた。

　普ふ段だんから話をしているクーミェと今いま更さらなにを話したものかと思っていたが、彼女は一様に楽しそうにしてくれているので、それはそれで良しとすることにした。

「で？　で？　タクトさん、それでどうしたんですか？」

「いや、だからヘドリックのオッチャンが、おもしろい話があるから来いって言ってな」

「ふひゃひゃ……おも！　おもしろい！　それどんな展開ですか！」

　げらげら笑うクーミェ。

「いや全然まだ落ちじゃねえんだけど……」

「ふへふふふ……やばい、ツボりました……ふひ……クーミェ、ツボりましたよ！」

　なにがツボに入ったのかわからないが、笑いのツボに入ったようである。何を聞いても面おも白しろくて仕方がない、といった様子だ。たぶん面白くもない話でも全部面白く聞こえてしまうモードのようだ。

「それでな、次に日にヘドリックのオッチャンとこに行ったら……」

「行ったんですか！　……ぶふぅ！　行っちゃったんですかタクトさん？　うひひひ……しかも次の日って……どうして次の日……ひひくっ！」

　どうしてと聞かれても特に理由はないのだが、とりあえずタクトは話を進める。

「そしたらさ、オッチャン俺おれを呼んだことすっかり忘れてて………」

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃはひゃ!!」

　まずい、話が一向に進む気配がない。しかも別に笑い話という訳でもないのに、ツボに入ったクーミェには、どこを切り取ってもネタにしか聞こえない状態だ。

　すこし彼女が落ち着くのを待った方がよいのだろうか。

　それにタクトも特別この話をしたいという訳でもなかった。ただの世間話のつもりだったが、思わぬ誤算である。勝手知ったるクーミェだが、彼女の笑いのツボだけは、長い年月をかけてもタクトにとって謎なぞのひとつであった。

　そうしてクーミェの笑いが収まるのを待っていると、いつのまにか開演の時刻が迫せまっていた。

　広場の鐘かねが澄すんだ音で刻を告げる。

「クーミェ、そろそろ時間だが……」

「時間って……くく……じか……くくっひ」

　まだ完全に元の状態ではないが、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。タクトは会計を済ませると、クーミェと連れ立って劇場に入った。

　中は既に人が詰つめかけている。席は真ん中の見やすい席だった。ようやく笑いが収まったクーミェが嬉しそうにパンフレットを見ている。

「この作曲家さんの曲、素す敵てきなんですよ」

「そうなのか？」

「ええ、たまにクリスさんのバーに弾ひき語がたりの人が来て、この人の曲を弾いてくれたりするんですけど、私すごい好きなんです」

「へえ、そりゃ楽しみだな」

「ええ、すごくいいんです。軽い音質を絡からめて気が付くと重層な音になる。ものすごいことです」

「それってすごいのか？」

「ええ、すごいんですよ……」

　クーミェが楽しそうに話している様子に目をやり、タクトは顔を綻ほころばせる。食肉のことはわかっていても、音楽のことはからっきしだった。だからクーミェの言っていることの半分も理解することはできなかったが、楽しそうに語る彼女の姿に相あい槌づちを打つことがタクトには楽しかった。

　――大きくなったな……クーミェも。

　彼女が話をしているうちに開演が迫ってきたのか、場内が少し暗くなる。

　――まずい……この薄うす暗ぐらさは……眠ねむくなるぞ。

　そう思った時には既すでにタクトの瞼まぶたが半分くらい垂たれていた。




　シェッセは思わず歌劇の内容に見入ってしまっていた。美しく伸のびのある歌声に心が洗われた。よく訓練のされた楽器のような響ひびきに、ため息が漏もれる。

　そんなシェッセの横ではリュカがスース―と寝ね息いきを立てていた。リュカにとって心ここ地ちいいこの歌声は子こ守もり唄うたのように響いたのかもしれない。ちなみにオルバとラザも深い眠りについていた。

「……ありゃあ」

　思わず小声で呟つぶやいてしまうほどに安らかに眠っている。鼾いびきをかいていないのがせめてもの救いかもしれない。

　ふとタクトはどこにいるかな、と目を走らせてみるとだいぶ前の方の席にいた。こっくりこっくりと船を漕こいでいるタクトの頭が見えた。どうやらあちらも状じよう況きようは似たり寄ったりのようだな、と思うとシェッセの顔にも少し笑えみがこぼれた。

　それから休きゆう憩けいを２回挟はさんで３時間半。滞とどこおりなく歌劇が幕を閉じると、ようやくリュカが目を覚ました。

「ぐぅ……うぅ」

「ほらリュカ、行くよ」

「……うん……まかろにがね……」

　まだ夢と現実の境界線の上をウロウロしている様子のリュカを抱だっこする。

　オルバとラザも目をこすりながら、

「なかなか見ごたえがあったわい」

「うむ」

　と息巻くのであった。

　さてここでタクトたちを見失ってはならない。何しろバルコニー席も入れれば千人は入る大劇場だ。帰りの客に紛まぎれて見失ったら見つけるのは容易ではない。

　そんな心配もしていたが、リュカが鼻をクンクンさせながら指をさす。

「あっちあっち」

　たしかにリュカやラザの鼻をもってすれば見つけるのは容易たやすかった。

　先ほどの広場と同じく、人ごみに紛れるタクトとクーミェの背を見つけ、シェッセたちはその後を追う。

　タクトたちを追って広場から南へ歩みを進めていくと、来た時と同じセントウッド通りに出た。ちょうど夕刻であったこともあり、通りは人でごった返していた。

　仕事を終え帰路に就く者、仲間と連れ立って酒場に入っていく者、所用あってか雑貨屋を見て回る者、とりどりに目的を持った人々が行きかっていた。

　距きよ離りを取って前を行くタクトは、クーミェに歩調を合わせるようにゆっくりと街の通りを進んでいく。

　そんな二人の後を人ごみに紛れながら、オルバたちと共にセントウッド通りを進んでいった。リンド方向に足を向けしばらく行くと、次し第だいに建物の様相が変わってくる。

　リンドに近づくにつれて、高く造りのしっかりとした建物が散見された。どの店も値段が高そうな店ばかりである。

　すると眠たそうなリュカを背せ負おっていたラザが、ふと顔を上げた。

「……ふむ」

　意味ありげに息をつくラザに、オルバが不思議そうな顔をする。

「どうした？」

「うむ、先ほどオルバは言うとったじゃろう」

「なんだ？」

「二人が行く店は帽子禁止だと」

「言ったな」

「ワシらはどうするのじゃ？」

「気にするな」

「なぜ？」

「嘘うそだからだ」

　――嘘だったんだ！

　シェッセはものすごく突っ込みたい衝しよう動どうに駆かられたが、年の功に無む駄だに噛かみついても時間を取られてしまうので、やめておくことにした。

「ふむ、嘘なら仕方がない。では帽子着用で大丈夫じゃな。よかったの、リュカ」

「ぐぅ」

　心底嬉しそうにラザは硬い笑いを向けると、リュカも元気に返答した。

　そんなやりとりの後、シェッセたち一行はタクトとクーミェが消えていったレストランを見上げた。

「……こ、ここですか？」

「うむ」

　頷うなずくオルバにシェッセは緊きん張ちようを禁じ得ない。何しろかなりの高級レストランだ。

　こんなところはシェッセだって入ったことがない。自らの格好を顧かえりみて、大丈夫だろうかと心配になるほどだった。

　中に通されて席へ促うながされる。天てん井じようが高く、広い造りのレストラン内は静せい謐ひつを保ちながらも満席の様子だった。客質が違ちがうのだろう。お酒を飲んで大おお騒さわぎをしたり、というようなことではないらしい。

　席に通されウェイターが上着などを預かってくれた。

「お客様、そちらのお帽子はいかがなされますか？」

　聞かれたラザとリュカは一いつ瞬しゆんビクリとするも、

「うむ、あまり他のお客さんに見られて気持ちのいい頭ではなくてな、このままでもよいかのう？」

「かしこまりました。そのように」

　ウェイターは疑うこともなくその言葉を受け入れた。多民族国家故ゆえに宗教や生活習慣の違いから、様式美を突つき詰つめすぎることをしない。そういった配はい慮りよがなされていた。

　さすがは一流レストラン、とシェッセは感心しながらちょっとした心配もあった。

　他でもないタクトである。

　タクトはいつも近所のクリスさんのバーへ行っては、酔よっぱらって騒さわいでいる印象がある。それを考えると、ここで騒いで追い出されないか気が気でなかった。

　そんな心配を胸に、シェッセはタクトとクーミェが座る席に目を移す。

　するとどうだろう。先についていたタクトもクーミェも、美しいナイフとフォークの使い方で静々とメインディッシュを口にしていた。

　――意外ときっちりしてるんだなあ……。

　思いもよらぬ一面であった。そういえば彼かれは食事に合わせてマナーがある、というようなことを以前言っていた。なのでこの店のマナーに沿って食事をしているのだろう。

　そんな様子をジッとシェッセが見つめていると、いつの間にか前菜が運ばれてきていた。
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　タクトとクーミェは運ばれてきたメインディッシュを切り分けながら口に運んだ。

　オウル牛のステーキである。王都セントウッドの西に位置するイオ地区の海沿いの集落オウルで飼育された牛とのことだ。

　咀そ嚼しやくしながらタクトは会話に花を咲さかせる。

「このオウル牛は、３歳さいか４歳くらいか」

　するとクーミェも間をおかずに答えてくる。

「４歳手前で出しゆつ荷かしたんだと思いますね」

「うん。ちゃんと熟成させてあるが、ちょっと行き過ぎてねえか？」

「そうですね。たぶん時期的に考えて酸化の進みが速かったんじゃないかと思いますね。でも脂し肪ぼうが多いのであまり気にならないのがオウル牛の特色です」

「確かにちょっと脂肪分多いな、ってことはエルダ牧場の肉か」

「最近こういうお肉が人気らしくてエルダ牧場以外にも、ダリ牧場、ウッティラ牧場なんかでもこういう脂肪の多い肉牛を飼育してるみたいですよ」

「まあオウル牛は大体似たような味だしな」

　完全に肉屋トークだった。仕事から離れて今日はゆっくりするように言われていたが、気にかかるのは商品のことである。

　殊ことこうして目の前に肉を出されては放ってもおけない。

「味付けはいいんですけどね」

「ああ、味付けはいいんだがな……」

　二人は肉の鮮せん度どが気になって仕方ない。それに気が付いたウェイターが近づいてくると丁てい重ちように笑え顔がおを向けてきた。

「いかがいたしましたか？」

「「いや、なんでもありません。私事です」」

　きっぱりそう言って食事に戻もどった。

「なあクーミェ」

「はい、なんですか？」

「最近どうだ？　身体の調子は？」

「あらタクトさん、クーミェを心配してくれるんですか？」

「そりゃそうだ。心配するに決まってるだろう」

「お気になさらず。セントウッドにいる限りは、クーミェは元気モリモリですから」

「そうか」

　ニコニコと楽しそうに食事をするクーミェを見ながらタクトは息を吐ついた。




　一足先に帰ってきたシェッセたちは、いつもの服に着き替がえるとタクトたちの帰りを待った。もう少ししたら帰って来るかな、とシェッセは思っていたのだが、中々帰ってくる様子がなく、時間が経過するたびにソワソワした。外はすっかり日が暮れてしまっている。

　するとカウンターの椅い子すに腰を掛けたオルバが腑ふに落ちない顔をしながら呟つぶやいた。

「……どうなんだろうのう」

　思わずシェッセはビクッとして返した。

「どう、というのは？」

「いや、ミキハラのやつ、クーミェと仲は良さそうなんだが、どうも男女の仲という感じがせんのだ」

「そ、そうですか？」

「うむ。シェッセさん、あんたはどう思う？」

「ええっと……」

　そんなことを言われても、シェッセはそういう話にとかく疎うとい。どう返していいものか、と思ってしまう。

「……ふむ、ミキハラの奴やつはクーミェをどう思っとるのかのう」

　その言葉はシェッセの心にズシリときた。シェッセ自身も、同じことを考えていたからだ。

　――タクトは………クーミェのことどう思っているんだろう。

　明確に言葉になった途と端たんに、あのモヤモヤとした気持ちが一気に湧き出してきた。

　と、そこへようやくタクトとクーミェが帰ってきた。

「ただいま」

「ただいまもどりました」

　二人の帰りに店内の全員がビクリとしながら、振ふり返かえった。

「やあ、よく帰った」

「……うむ」

「ぐぅ」

　尾び行こうしていたことは秘密なので、皆みな内心の焦あせりはさておき平静を装よそおった。シェッセもタクトに目を移しながら、

「おかえりなさい」

　と声をかける。どうも今日一日で、ずいぶんとぐったりしてしまったのは何故なぜだろう。

　そんな留守番組四人の顔を見まわしながらタクトが不思議そうな顔をする。

「どうした？」

「いや、なんでもないわい」

「うむ」

「ぐぅ」

「…………うん」

　シェッセは先ほどの思いがまだ胸の中に渦うず巻まいていて、言葉を継つげずにいた。そんなシェッセに気が付いたのか、タクトが歩み寄る。

「なんだシェッセ。今日は遅おそくまでいてくれたのか？」

「え、うん……一応タクトたちが帰ってきてから帰ろうかなって……」

「そうか、悪かったな。飯は食ったか？」

「う、うん」

　タクトたちと同じものを食べたわけだが、口には出さず俯うつむいてみせる。

「どうしたシェッセ。具合悪いのか？」

　やはりそういう風に見えていたらしい。彼に心配をかけるのも筋すじ違ちがいなので、シェッセは元気を振ふり絞しぼって答えた。

「そんなことないよ。さて、タクトも帰ってきたし、ボクも帰ろうかな」

　ごまかすようにそう言いながら、シェッセは立ち上がり帰り支じ度たくを始めた。そんな様子をぼんやりとタクトが見つめている視線は感じていたが、知らないフリをすることにした。彼にこれ以上心配を掛けてはいけないと思ったからだ。

　支度が終わると、皆に挨あい拶さつをして店を出た。

　店を出ると同時にシェッセの足は速くなっていく。

　今までピンッと張っていた気持ちが緩ゆるむと同時に、急に目に涙なみだが溜たまってくる。

「え、え？　なんで……」

　身体に起きた生理現象にビックリしつつ、夜の下町であることに少し安心した。

　こんな泣きそうな顔を他人に見られたら恥はずかしくて死んでしまいそうだったからだ。

　するとその時、後ろから誰だれかがつけてくる足音が聞こえた。

　一瞬ドキッとしたが、その足音には聞き覚えがあった。タクトのサンダルの足音だ。

「おいシェッセ、機関車んとこまで送ってくぞ」

　彼の声にシェッセは我が慢まんしていたものが込み上げてきて、言葉を紡つむぐことができない。

　目め頭がしらを服の袖そでで急いで拭ぬぐいながら平静さを装う。

「大丈夫だよ。道はわかってるんだし」

「あのな、ここはおまえん家ちみたいな高級住宅街のリンドじゃねえんだぞ。下町の夜に女一人で歩いてたらあぶねえんだからよ」

「そ、そんな……ボクは王立魔ま法ほう騎き士し団だんの騎士なんだから」

　必死で言い訳をするのだが、タクトはいつもと変わらぬ口調で小さくため息を吐つく。

「ああ、わかったわかった。俺がおまえを送っていきたいんだ。だから送らせろ」

「……あ、……う」

　そう言われてしまうと、シェッセも何も言えない。親切でそうしてくれてる人間を無む下げにはできなかった。なにより心のどこかでひどく嬉うれしくて仕方ない気持ちすら湧いているのだ。

「ほら、機関車のところまでだ。行くぞ」

　そう言うとタクトはシェッセを追おい越こして先を行こうとする。きっと泣きそうな顔を見られたくない、という自分の心の裡うちがバレているのだろう。

　彼は本当に自分のことをよくわかってくれている。そんな気がしてしまう。もしかしたら自分が今悩なやんでいる胸のモヤモヤについても、彼なら知っているんじゃないだろうか。そう思えてしまった。

　今日一日、遠くに感じていたタクトが、今目の前にいる。手を伸ばせば届く距離にいる。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「……えっとね」

　いつもだったら絶対に言えない言葉が口をついた。

「シャツ握にぎりたい……」

「ああん？」

　タクトが片かた眉まゆを上げて、どうした、とでも言いそうな顔でこちらを向く。しかし彼はシェッセの顔を見ると、それ以上は問わず、

「……すきにしろ」

　とだけ言って歩調を緩めた。

　――どうしてこんなことを口走ってしまったのだろう……。

　シェッセは顔を真っ赤にして彼のシャツの裾すそを摘つまむように手に取ると、真後ろをついていった。

　タクトは何も言わず、そのままゆるゆると歩き続ける。

　その後ろをシェッセはぼんやり俯うつむきながら、時々顔を上げて彼の背を見た。

　本当に自分というものがよくわからなくなる。

　何故なぜ、彼に甘あまえてしまうようなことを口走ってしまうのか。日々剣けんを振り修練に明け暮れてきた自分の中に、想像もしたことがない感覚が芽生えつつあることだけはわかった。しかしその正体は掴つかめず、虚うつろで淡あわい思いが胸の中に広がるばかりだった。
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　ただこうして一いつ緒しよにいられれば、あの不可思議な気持ちになることはない。平へい穏おんな気持ちで話すことが出来る。

「ねえ、そういえばこの前クーミェから聞いたんだけどさ」

「なんだ？」

「人生最大の汚お点てんになる拾い食いって、何拾って食べたの？」

　なんとなく聞くと、突とつ然ぜんタクトが歩みを止めた。そしてどういう訳か急にその場に蹲うずくまってしまった。

「ど、どうしたの？」

「聞かないでくれ……あのことだけは……なんであんなモノ口に入れようと思っちまったんだ……ダメだ死にたい」

「し、死なないでよ！」

　自分の気持ちが平穏になった矢先に、タクトを狼ろう狽ばいさせてしまった。

　タクトの口にした物が一体なんなのか、今ので更さらに気になってしまったが、とても聞き出せる状態ではない。その後、シェッセは、必死でタクトを励はげましながら、ようやく帰き途とに就つくことが出来たのだった。







第二章　海辺の牙翼竜ロルカ







　タクトとクーミェのデートの一件から数日すぎたある日のことである。

　先日の幻精竜フイニカの一件で、カティナ・イシュルダールから一度庁舎に顔を出すように、と言われていたシェッセは、肉屋の定休日に庁舎に顔を出すことにした。

　いつも通り庁舎の大門を潜くぐって行くと、何やら慌あわただしい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　皆が駆かけ足あし気味に、庁舎の中庭に整列し、そこを指示が飛とび交かっている。

　何かあったのだろうか、とシェッセは遠巻きにその様子を見ながら庁舎入口に向かって歩みを進める。すると、ちょうど行進するクローディアス小隊と出くわした。

「おお、リハエル、久しぶりだな」

　先頭を歩くクローディアス・フォンブラウンが足を止めると、後続がザッと足並みをそろえてその場できをつけをした。

「あ、クローディアスさん。こんにちは」

　挨拶を返したシェッセに、クローディアスは何やら口ごもるような様子を見せた。

「リハエル、実はその……ちょっと聞きたいことがあるんだが………そのだな、休日はリハエルは何をしている？　というか今度の休みなんだが……」

「あの、この騒ぎってなんですか？」

「え、あ、そのだな。それより重要なことが……」

　何か言わんとしているクローディアスを遮さえぎって、そこへ一人の少女が割って入ってきた。

「クローディアスさん、こんな劣れつ等とう騎き士しのために隊列を止めないでくださいませんか？」

「ん、ああ、すまんターニャ」

　横よこ槍やりを入れてきたのは、愛あい想そのない鋭するどい目つきをした、クローディアス小隊の副隊長ターニャ・レインであった。

「久しぶりね、リハエル」

「あ……どうも、ターニャさん」

　実のところシェッセはこのターニャが苦手であった。別段彼かの女じよのことを嫌きらっているわけではない。だがことあるごとにターニャはシェッセに対して、かなり厳しく当たる節がある。

　そんな彼女にどう接していいのかわからないシェッセは、ターニャを前にするとしどろもどろになってしまうのだ。

「そういえば、先日私がいない間に、我わが隊に恥はじをかかせてくれたそうだなリハエル」

　ギロリと睨にらむターニャにシェッセはたじろいだ。

　確かに少し前に、クローディアスと決けつ闘とうをした。その際、シェッセは小隊長であるクローディアスに勝ってしまったのだ。彼女はそのことを言っているのだろう。

「あ、あれは、ちゃんとした決闘で……」

　シェッセとて騎士としてのプライドを守るために戦った。その結果、シェッセが白星をあげたわけだが、それとて正々堂々とした決闘である。お互たがいが全力をだし戦ったその行こう為いに勝敗はあったとしても栄えい辱じよくはない。

「我が隊の隊長がおまえなんかに負けるわけがない。いいか、リハエル……」

　とそこへため息交じりにクローディアスがターニャの首根っこをつかむ。

「悪いな、ターニャ。負けは負けだ。シェッセは己おのれの矜きよう持じを懸かけて戦い、勝利した。その決闘に泥どろを塗ぬるな」

「しかし隊長！」

　やはり彼女は自分がいない間に起こったことに納なつ得とくがいっていないらしい。

「すまなかったな、リハエル。気を悪くせんでくれ。こいつも、悪気があって言っているわけじゃない」

「悪気があって言ってます！　こんな小こ娘むすめに隊長が……」

「はっはっはっ、ターニャ、いいのだ。リハエルはちゃんと強いぞ。どうだ、うちの小隊に入隊しないか、リハエル」

「……えっと」

「なりません！」

　すごい剣けん幕まくでターニャが間に入ってきた。

「なんだターニャ？　リハエルはかなりの使い手だぞ」

「なりません！　隊長が許しても、副隊長である私が許可しません」

「どうしてだ？」

「それは……」

　口ごもるターニャに、シェッセは首をかしげた。ターニャは俯うつむいていた顔をキッとあげた。

「とにかく、ダメなものはダメなんです！」

「ふむ、そうか……すまん、リハエルそういう事らしい。できればリハエルのような使い手がいてくれると、我が隊も助かるんだがな」

　クローディアスの褒ほめ言こと葉ばには、シェッセもうれしい気持ちになった。

「ありがとうございます。魔ま法ほうも使えないボクにはもったいない言葉です」

　と言いかけたシェッセの目に、ものすごくこちらを睨にらんでいるターニャの顔が入ってきて、姿勢を正した。

「あ、あの、ボクこれから用事がありますので。すみません」

「うん、そうか」

　挨拶も早々に、シェッセは庁舎に向かった。途と中ちゆう、ちょっとだけ振り返るとターニャがまだこちらを睨んでいて、思わず歩ほを速めた。




　王立魔法騎士団庁舎二階、内務部調査室のドアを開けると、そこにはカティナではなくリタ・シュルツが一人、椅子にだらしない姿勢で腰こしを掛かけていた。

「あれ、リタさん」

「お、シェッセくん！　ひっさしぶり！」

　リタは身体を起こしながら気さくな笑えみを浮うかべて大きく手を振ってきた。

「お久しぶりです。……あのカティナは？」

「ああ、ちょっと今、取り込み中？　……ってとこかな」

「取り込み中？」

「うん、なんかね、セントウッドの近海でヤバイのが出ちゃったらしくてさ」

　世間話のようにリタはさらりと口にする。しかしシェッセはその内容に緊きん張ちようが高まった。

「それって、もしかして凶きよう悪あくなドラゴンが………」

「いやいや、それだったら、あたしたちが出てってるよ。まあ、それよりもヤバイかも」

「え？」

　ドラゴンよりもヤバイと彼女が言わざるを得ないもの。

　それは……。

「あのね、セントウッドの近海でね」

「……はい」

「幽ゆう霊れい船せんが出たんだって」

「えっ!?」

　出てきた言葉にシェッセは背筋がゾクゾクッとなった。

　――幽霊船!?

　シェッセはどうにも幽ゆう霊れいというものが苦手であった。

　先日の山中でも鬼おに火びを見たとき、幽霊だと思ってその後逃にげ帰かえってきたほどだった。

「そ、そんな、この魔法の発達した時代に、ゆゆ、幽霊船なんて……」

「あれあれ、どうしたの？　シェッセくん、声震ふるえてるよ」

「ふ、震えてません！」

　実際に震えてしまったが、ここは否定しておきたいところ。幽霊を怖こわがる騎士なんて恥ずかしくて人様に顔向けができない。

「そ、それで、その幽霊船って、ほ、本物なんですか？」

「それの報告を今カティナが纏まとめて判断しているとこ」

「そうなんですか」

「まあ、幽霊船なんて物語かなんかに出てくる程度の物だと思ってたけど、被ひ害がいが出ちゃうと話は別だからね」

「……被害が出ているんですか？」

「うん」

　返答するリタの顔が僅わずかに緊張を帯びる。

　どうやらただ事ではないようだ。しかし幽霊船の被害とはどういうことか？

「２日前、港町ジュークに入港予定だった商用貨物船フルブラル号が、セントウッド近海40海里を航行中に幽霊船に遭そう遇ぐう。魔ま力りよく練成式動力機関に異常を来し、航行不能になり、その後船長の命令で船員全員が下船。その直後、フルブラル号は幽霊船によって沈ちん没ぼつ。海の中に引きこまれちゃった……という話」

「……そんな、船員の人たちは」

「船長の判断が早かったおかげで、全員無事だってさ。避ひ難なんボートに乗って手て漕こぎで、ジュークの港まで到とう着ちやくして、救助されたよ」

「じゃあ被害は、商用貨物と船ということですか」

「そうだね。南のボルタラ王国から穀物５トン、野菜類３トン、加工食品10トンを積んでいた貨物船だから、被害総額は結構なものだよ」

　それだけの食品が海へ沈しずんだとなると大事件である。殊こと、食料自給率が72％のノルフ王国セントウッドは、残りの28％を国外からの輸入品に依い存ぞんしている。

「おかげで品しな薄うすになったボルタラ産の物が高こう騰とうし始めてる。経済的な被害も含ふくめるとかなり深刻かな。それに幽霊船の正体が解わかるまでは、ジューク湾わんに控ひかえてる商用船にも出航規制が敷しかれてる。危険なのが解っていて海に出すわけにはいかないからね。……ま、カティナは今、その事件の上がってきた報告を纏まとめて、提出しに行ってるとこなわけだ」

「そうなんですか……全然知りませんでした」

「情報規制が敷かれてるからね。そうじゃないと、これをいいことに国外の海路を渡わたってくる品物を商人が吊つり上あげまくって市場が大混乱するだろうから。ま、それも時間の問題か」

「早くこの事態を収しゆう拾しゆうしなければ、まずいということですね」

　表情を引ひき締しめるシェッセに、リタはにっこり笑いかける。

「あたしたちがそんなこと考えても仕方ないっしょ」

「え？」

「あたしやシェッセくんが頑がん張ばってどうにかなることなら、そりゃ気合入れなきゃだけど、それはそれ。できる人たちに任せりゃいいの」

「そう……でしょうか」

「そうだよ。だからシェッセくんは、自分の任務をしっかりこなさなきゃ」

「……はい。そうですね」

　そう言ってシェッセもリタに笑い返した。

　すると資料室のドアがガチャッと開く音がしてシェッセは振り返った。カティナ・イシュルダール、そしてガラン・ストラヴィンスキーが入ってきたのだ。

「やあ、シェッセ」

　シェッセの顔を認めるとカティナはパッと明るい表情を浮かべた。

「カティナ、久しぶり。それにガランさんも、お久しぶりです」

「ああ」

　ガランは軽く挨拶をしてリタの方へと向かう。逆にカティナはシェッセの元へ駆かけ寄よってきた。

「久しぶりだな。どうだ任務の方は？」

「うん、まだあんまり進しん捗ちよくは……」

「そうか……まあ、早く情報が手に入るに越したことはないが、焦あせりすぎてもいけないからね。うん、でも君が元気そうで何よりだ」

「カティナは……ちょっと痩やせた？」

「ん？　そうか？」

　シェッセの目には、カティナが幾いく分ぶんやつれたかのように映っていた。

「最近少々立て込んでいてね。家に帰ることもままならないよ」

　確かカティナの実家はセントウッド東部のイシュアー地区だ。イシュルダール家は代々地名ともなっているイシュアー地区を治めてきた大たい家かである。その家からの傑けつ物ぶつがカティナ・イシュルダールだった。カティナ自身は、イシュアー地区が遠いこともあり、騎き士し団だん庁舎に近い寮りように住んでいるはずだが、そこにも帰ることができないとなると、かなり多た忙ぼうを極きわめているということなのだろう。

「ところでシェッセ、君に聞いておきたいことがあるんだ？」

「聞いておきたいこと？」

　すると後ろにいたガランが軽く咳せきばらいをした。

「ならば俺おれたちは席をはずそう」

「そうね」

　二人はそう言ってそのまま隣となりの資料室へ消えて行った。

　カティナはそれを目で確かく認にんすると徐おもむろに話を始めた。

「実はシェッセの身体にある呪のろいについてだ」

「ボクの？」

　魔法が使えない呪いについてだろう。

「あの呪いについて、正式な術式名を医者から何か聞いているかい？」

「えっと……魔ま力りよく伝でん達たつ体たいが開かなくなっちゃう、鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきの一種だって聞いてるけど……」

「うん、それは現在でもある魔法だな」

　鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきは直接、人間の身体に練成魔法を施ほどこす形式である。そういった肉体に影えい響きようを与あたえる魔法は、法律上使用は禁止されている。医い療りようなどの目的がはっきりしている場合以外使用することはできない。

「ただ、その練成方式が複雑すぎて、解呪できないって言われたよ」

「複雑というのは？」

「なんていうか……練成方式が現在の練成魔法とまったく違ちがうんだって。それで下手に解呪しちゃうと、身体の中の魔力伝達体を傷つけたり、最悪の場合は魔力伝達体が崩ほう壊かいしちゃう可能性もあるから、解呪ができないんだってお医者さんは言ってたよ」

「ふむ……そうか。現在の練成魔法と方式が違うのか……」

　カティナは顎あごに手を当て何か考え込んでしまった。いったい自分の呪いの何がカティナの琴きん線せんに引っかかっているのか、シェッセにはわからなかった。

　しかし、何かあるのだろう、という深刻さは伝わってくる。

　そんなシェッセの視線に気が付いたのか、カティナはハッとしながら話題を変えた。

「いや、すまない。私も今いろいろ事情を抱かかえていて、すべて深刻に受け取ってしまう癖くせが付いていたようだ。気にしないでくれ」

「うん、さっき聞いたよ。幽霊船のことで今大変なんだよね」

　リタが話していたことだった。カティナがその報告を纏まとめていると言っていた。なにぶん、他にも多くの雑務を抱えているカティナには、こういった異例の事態は頭が痛いに違いない。

「ああ、聞いたのか……そうなんだ。まさか魔法のこの時代に、幽霊船とはね」

「ボクもびっくりした」

「正直に言えば、まだ私も半信半疑なんだ。それにこの前も言ったが竜りゆう神じん信しん仰こうの動きが活発になり始めている。治安委員会も内務部もその情報整理に追われている状態さ」

「そうなんだ」

「まあそうは言っても、全容の見えない集団とはいえ、王都への侵しん入にゆう経路の封ふう鎖さも徹てつ底ていしている。簡単には出入りはできないはずだ」

　力強く言うカティナに、シェッセも賛同するように頷うなずき返かえす。

　その時、ふとシェッセの頭の中にある事案が浮かんだ。これを相談できるのはもしかしたらカティナくらいしかいないのかもしれない。

「……あのねカティナ。実はちょっと相談したいことがあるんだけど……」

「なんだい？」

「これは任務とは関係ないのかもしれないけど……」

「うん」

　首を傾かたむけるカティナに、シェッセは先日のモヤモヤとした自分のありようと、その日のことを話していった。カティナも相あい槌づちを打ちながら聞いていたが、最後には少し困ったような顔になってしまった。

「う～ん、それは事と次し第だいによっては任務に差さし障さわりが出るかもしれないな……」

「そうだよね」

「つまり要約すると、シェッセはミキハラタクトが他の女の子と出かけたりして、胸が痛くなったりする……と、そういうわけだな」

「うん、そうなんだ。別に体調が悪いってわけでもないみたいだし、他はいつも通りなんだ。それなのに急にそうやって、胸の中がモヤモヤしたりして……」

「それはだなシェッセ……」

「うん」

「………………」

　カティナは言葉を探すように腕うでを組み目を瞑つぶった。シェッセはまんじりともせずカティナの発する言葉を待った。

「………私の口からそれを言ってしまっていいのか、とても迷う」

「え、どういうこと？」

「うん、これはシェッセの問題なのだが、シェッセは今まで剣と魔法にばかり心血を注いできた」

「うん」

「そういった場合、おそらく気付き辛づらいことなのかもしれない。しかし、たぶんいずれわかると思うんだ」

　どこかで聞いたようなことが……と思ったら母も同じようなことを言っていた。

「なあ、シェッセ。君はミキハラタクトをどう思う？」

「どうって……」

　問われてシェッセは彼かれのことを考えてみる。いつも彼のことをどうのように思って過ごしているのか思い出していく。

「なんか、すぐに人をからかうし、いつもヘラヘラしてふざけてばっかだし」

「うん」

「それにお酒飲んでベロベロになったりとか、キャバクラ通いとか、どうしようもないし」

「うん」

「でも……………本当は結構周りに目を向けている、っていうか、ちゃんといろんなところを見てくれているところもあるんだよね。初めて会ったときも、ボクのことすぐに見み抜ぬいちゃったりとか……ボクが困っているときなんか、すぐに助けに来てくれるし」

「………うん」

「あと、この前、お味み噌そ汁しる作ったら褒ほめてくれたり……眠ねむれないって言ったら、甘あまいお酒作ってくれたり……」

「…………うん」

「それから昨日、帰りに遅おそくなったからって送ってくれたりして、そういう……少しはやさしいところもあるっていうか……」

「シェッセ、ありがとう。お腹なかいっぱいだ」

「え？」

　カティナに途中で話を切り上げられてしまった。カティナは難しそうな顔をしながら、なおも言葉を選んでいる様子で話してくれる。

「そこまではっきりしているのだから、わかりそうなものだが、難しいものだな」

「なにが？」

「うん……とかく世の常はわかり辛い、ということかな」

　シェッセが首を傾かしげると彼女は注ちゆう釈しやくを入れるように語った。

「誰だれもが当たり前に気が付くことほど、気づき辛いものなのかもしれない。シェッセ、君は特にそうだ。今まで騎き士しとして確立した力を手に入れるために奮ふん闘とうしてきた君だから、余計に気づき辛い……そういったことがあるのかもしれない」

　カティナの言っている内容はわかるのだが、それはシェッセの疑問に対する回答ではない。やはり答えは自分で見つけ出さねばならない、ということなのだろうか。

「う～ん、そうか」

「それに私がここで君の話から推察できたことを口にしても、任務に支障を来きたしかねない。何よりこれはシェッセにとって重要なことだ。私なぞがおいそれ利きいた風ふうな口をきいて、君の本当の心を惑まどわしかねないという心配もある」

「そうなの？」

「ああ、だからあまり多くは言わない……だが、これだけは言わせてくれ」

「なあに？」

「……………甘あま酸ずっぱかった！」

　冷静なカティナが珍めずらしく顔を赤らめながらキラキラした瞳ひとみで、シェッセの肩かたに手をかけるのだった。どういうことかわからず、ぽかんとしながらシェッセは首を傾げるばかりだった。
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　カティナは資料室の窓から、帰っていくシェッセを見下ろしていた。

「………………」

　彼かの女じよの胸の内に生まれ始めた気持ちを考えると、カティナはいたたまれない気持ちになった。もしミキハラタクトが『竜りゆう槍そう』を使いこなす者だったとして――もしシェッセが『血けつ焔えんの聖せい女じよ』の生まれ変わりだったとしたら……。

　可能性の域を出ないことではあったが、カティナにとっては重くのしかかる問題であった。

　もしその可能性が、等しくその予測通りであったとすれば、これは国が翻ひるがえるような大事に発展することは確かだった。

　そうなってしまったら、カティナはシェッセにどんな言葉をかけてやれるのだろう。友達としていったい何ができるのだろう。

　そんな思いばかりが胸の中を彷徨さまようのだった。

　ちょうどそんな時、

「「ぶはあああああああっ！」」

　隣の資料室の中から、人ひと影かげが二つ飛び出してきた。

「…………何をしてるんですか、リタさん、ガランさん」

　出てきたのは竜りゆう伐ばつ騎き士しのリタ・シュルツとガラン・ストラヴィンスキーであった。

「もしかして聞いてたんですか？」

　カティナが目を半眼にして問うと、リタが満面の笑みで顔を赤らめながら拳こぶしを握にぎった。

「だって、ちょー甘かったよ！」

　それにガランも続く。

「若いなあ……リタに止められなかったら、壁かべを殴なぐるところだった」

「キャー、ヤバイ！　これはヤバイ！　ちょっとシェッセくん、なんで気が付かないの？　あれだけわかっておきながら、どうして気が付かないの！」

　テンションが上がりまくるリタを諌いさめながらカティナは、

「まあ、気づけば気づいたで、またいろいろ問題も出てくるでしょう」

「たまらん！　お姉さん、吹ふっ飛とびそうだったわ！」

「うむ、俺も他ひ人と事ごとにもかかわらず全力疾しつ走そうしたい気分だ」

「そ、そうですか………」

　気持ちはわからないでもない、とカティナは思った。さりとて、先ほど頭を掠かすめた懸けん案あんが消えるわけではない。
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　そんなカティナの頭の中を読んだわけではなかろうが、いいタイミングでリタがその話題を口にした。

「ねえ、カティナ。どうする？　二人が予想通りだったら……」

「…………わかりません」

　そう答えるしかなかった。二人が本当に伝説上の二人であるのか。

　するとガランも真顔に戻もどり、眉まゆ根ねを寄せる。

「内務部に対する調査はどうだ？」

「はい、それについては、ある程度調べがつきました。以前のシェッセとミキハラを近づける計画。最初の発案者はグレン・フォワードだったことは以前お話しましたね」

「竜神信仰に寝ね返がえったやつか」

「ええ、彼はおそらくはシェッセのこともミキハラのこともある程度、竜神信仰から情報を得ていたのだと思います」

「むしろ竜神信仰からの命令、とも取れるな」

「そうね」

　リタも賛同するように頷いた。カティナがその後を続ける。

「おそらくは竜神信仰が目を付けたミキハラタクトと、シェッセ・リハエル。両者の因果関係に後から王立魔ま法ほう騎き士し団だんの内務部の者が目をつけ、今回のミキハラの調査をシェッセに一任する命令を発布したのだと思われます」

　ガランの顔がより険けわしくなった。

「それはつまり、内務部の中に、なにかわかっている人間がいるってことだよな」

「ええ、そうでしょう。たぶん他の者にはわからない情報も含め、いろいろと掴つかんでいるはずです。あの二人を引き合わせておくことで、何が生じるのかわかっている人間、それがミキハラ調査の任を発布した人間です」

　するとリタが一歩前に出る。

「それって、誰なの？」

　カティナは目を逸そらしながら気まずそうに口元を結んだ。この名を出せば、もう後あと戻もどりはできない。内務部の機密情報を部署違いの竜伐騎士へもらす行こう為い。間ま違ちがいなく軽罰では済まされないことである。最悪の場合は極きよつ刑けいも有りうる。

　それでも事の重大さを天てん秤びんに掛かければ、いまこの二人に打ち明けなければ、頼たよれるであろう人間が他にいるとは思えなかった。

　ゆっくりとカティナは目を二人に戻し、毅き然ぜんとその名を口にした。

「発布したのはウィリー・ウォーレン………私の直属の上司です」

　二人が喉のどを鳴らして息を呑のむのが聞こえた。




　騎士団庁舎を後にしたシェッセは帰りの道すがら、セントウッド通りに出た。直接庁舎から家まで歩くこともできたが、まだ日も高かったので少し寄り道していくことにしたのだ。

　なにぶん今までなんでも一人でこなしてきたシェッセは、誰かと買い物するなどといったことはあまりしたことがない。肉屋フランシーヌで働き出してから、人と出かけるということも多くなったが、基本的にはいつも一人でぼんやり街を歩いたりするのが好きだった。

　昼過ぎのセントウッド通りは、いつものように賑にぎやかで人通りも多い。

　誰に気がねするでもなく、ブラブラと通りを下っていくと、以前タクトやリュカと訪おとずれた武器屋が目に入った。

　ちょっと覗のぞいてみようかな、と考えたのはただの思いつきだった。基本的に帯たい剣けんのみを携たずさえている騎士団とは違い、あらゆる武器を駆く使しするタクト。そんな彼がいつも行く店に、なんとなく自分も行ってみたくなったのだ。

　店前に出された廉れん価かの刀とう剣けん類るいを手に取ってみたり、中に入って壁に飾かざられている武具を仰あおぎ見みたりした。

　――これどうやって使うのかな？

　それぞれ形状の違う武器を見ながら、シェッセはため息を漏もらした。

　どうしてため息など吐ついているのだろうと心の裡うちを訝いぶかしむ。

　――タクトがいないから？

　そんな思いが頭を掠かすめて、思わず頭を横にブンブンふった。と、その弾はずみで隣にいた人に気が付かず、軽く肩が触ふれてしまう。

「あ、すいません」

　我に返りながら謝あやまると、そこには、

「ん、なんだシェッセか」

　なんとタクトがいた。

「え!?　あ、う、あ！」

　先ほど頭に浮うかんだ名前がそのまま具現化してしまい、シェッセは慌あわててしまった。

「ん、どうした？」

「あ、いや、どうしたの、こんなところで」

「こんなところって、俺は行きつけだから」

　言われてみれば確かにそうだ。武器マニアのタクトが肉屋の休日に武器屋にいることは極ごく々ごく自然ですらある。

「おまえこそどうしたんだ？」

「えっと、今日は騎士団の庁舎に用があって出てきたんだけど、早く用が済んだからちょっと買い物がてらブラブラと………」

「そうか」

「タクトは何か買い物？」

「ああ、そろそろ夏場の季節竜が渡わたって来るから、それ用に新調しておくものがあってな」

　そう言った彼の手には長い弓矢が数本握られていた。

「それ？」

「ああ、笛てき吹すい矢しだ。放つと笛みたいな音を出して飛ぶ鏑かぶら矢やみたいなもんだ」

　鏑かぶら矢やは昔、騎士団でも戦場で連れん絡らく用に使われていた。今は魔ま力りよく練成による情報伝達の方法が発達したため、それほど使われることはない。

「へえ、まだあったんだ。こういうの」

「ああ、けっこう使うぞ。音が鳴るものは何かというとけっこう便利だからな」

「脅おどしとか？」

　なんとなくシェッセが聞くと、タクトはニッと笑って頷うなずいた。

「そんなとこだ。狩かりの時はこういうので相手の注意を引きつける」

「なるほど。で、何を狩りに行くの？」

「牙翼竜ロルカだ」

「ああ、なるほど」

　下位三等種の翼よく竜りゆうである。確かにこの季節には海沿いを吹く風に乗って、南から北へと群れで移動する。かなり高い場所を飛んでいるため、それほど危険性はないのだが、水辺に降りてきている牙翼竜ロルカに見つかったりすると大変なことになる。下位種とはいえ、群れている牙翼竜ロルカに襲おそわれればひとたまりもない。

「あのドラゴンかあ」

「さっぱりしていて、うまいドラゴンだぞ」

「へぇ、食べてみたいな」

「おう、おまえも取りに行くんだから捕つかまえたら、食わしてやる」

「うん、楽しみにしている」

　そんな話をしているうちにタクトは会計を済まして戻ってくる。

「シェッセはこの後、何か予定があるのか？」

　そう聞かれてシェッセはこの後の予定を考えた。王立図書館へ行って調べものをしようかとも思っていたが、実のところ調べるべき文ぶん献けんは大体読みつくしてしまっていたため、今いま更さら新たな発見があるとも思えなかった。

「ううん、とくには」

「なら、軽くなんか食ってくか？」

「え………うん」

　思わず頷いてしまった。ふとどこに行くのか想像してみる。

　――昨日タクトとクーミェが行ったようなレストラン……だとしたら隊服では気まずいし……でもそういうお店だったらどうしよう。

　そんなことを考えているうちに、見慣れた風景が目に飛び込んでくる。毎日シェッセが通うサウスクインティアの商店街である。

「おう、開いてるか？」

　そう言ってタクトが入って行ったのも、馴な染じみのクリスさんが経営するバーだった。ランチタイムを終え、夜の仕込みをしている様子だった。

「あら、今日はシェッセちゃんも一いつ緒しよ？」

「あ、はい」

　するとクリスはシェッセの耳元に小声で囁ささやく。

「どう、その後は？」

「その後ってなんですか？」

「もう！　タクトとどうなのって話しかないじゃない」

「な……そんな何もありません！」

　必死になるシェッセにクリスは口に手を当てて楽しそうに微笑ほほえんでいる。どうもクリスはなにか勘かん違ちがいをしているようである。

　――別にタクトの事なんてなんとも思ってるわけじゃないのに……ただ、一緒にいられないと……ちょっと胸が苦しくなるだけで……別にそれ以外なにもないのに。

　俯うつむきながら火ほ照てる顔を隠かくしていると、タクトが席についた。

「じゃあとりあえずビール。シェッセは？」

「え、じゃあ……」

「今日は酒はやめておけ。さすがに面めん倒どう見きれんぞ」

「え……やっぱり、このまえ何かしちゃったの？」

「ああ………まあ、それは気にするな」

　するとクリスが割って入ってくる。

「え、なになに？　タクト、酔よっぱらったシェッセちゃんに何かしたの？」

「なにもしてねぇよ」

「じゃあ、何かされたのね！　やるわねシェッセちゃん！」

「な、何もしてないです！　ね！　タクト、何もしてないよね」

「………………」

「なんでまた黙だまるの!?」

「早く飲み物決めろ」

「なんで話をずらすの!?」

　やはりあの夜のことは話してはくれなさそうである。仕方なくシェッセはいつも通りレモネードを注文する。ふとタクトを見ると、メニュー表の看板を眺ながめながら、オーダーを決めているようだった。

「そうだな……メカジキペツシエスパーダの煮に込こみと、サラダと、あとパンは何がある？」

「平パンフオカツチヤならあるよ」

「じゃあそれで」

　どれもシェッセの好物だった。あえて選んでくれているのだろうか、と思っているとタクトがこちらに確かく認にんするように視線を向けた。

「なんか他に食いたいもんあるか？」

　シェッセはちょっと笑いながら首を横に振ふった。それで充じゆう分ぶん、そう思ったからだ。

　タクトがビールを飲み、シェッセがレモネードを啜すすっている間に、手早くできるサラダが出てくる。旬しゆんの生野菜や茹ゆでたブロッコリーなどの温野菜が載のっているシンプルなサラダである。

「「いただきます」」

　二人で唱和してサラダを突つついていく。外ではタクトもフォークを使うのだな、と思いながらサラダを口に運んだ。オリーブオイルと岩塩、それからすり潰つぶしたハーブを混ぜたドレッシングが爽さわやかな口当たりだった。一口大に手で千切られた生野菜はシャキシャキと歯ごたえがよく新しん鮮せんで、茹でた野菜はほっこりとしている。

　するとすぐに湯気を立てたメカジキのトマトソース煮と平パンが運ばれてくる。

「はい、お待たせ」

　トマトソースにブイヨンを加え、大にん蒜にくや玉ねぎなどと煮込んだ一いつ般ぱん的てきな家庭料理だ。真っ赤な色に染まったメカジキの上には、刻んだパセリの緑のコントラスト。見た目も鮮あざやかで食欲をそそる。

　肉厚なメカジキの切り身を、軽くほぐしてフォークで口に入れた。

　口の中でホロッと崩くずれるメカジキ。よく煮込まれている。

　そしてトマトの酸味と刻み玉ねぎの甘さが口に広がる。隠かくし味あじのワインのコクと大にん蒜にくの香かおりが鼻び腔こうに拡散していく。

　その後味を楽しみながら、平パンを千切って口に放ほうり込こむ。

「ああ、おいしい」

　顔を綻ほころばせながらシェッセは平パンを咀そ嚼しやくしていった。

　タクトは隣となりで何故なぜかニヤニヤしながら、メカジキの煮つけを摘つまみにビールをおかわりしていた。

　遅い昼食を終え、タクトと別れるとシェッセは帰き途とに就つく。

「じゃあ、気を付けて帰れよ」

「うん、タクトも」

「俺おれん家はすぐそこだ」

「へへ」

　歩き出したシェッセの歩みは少しずつ遅くなっていく。タクトと別れた途と端たんに、何故か急にポッカリと心の中に空白を感じたのだ。次し第だいに重くなっていく足は、最後には止まってしまい、その場に立たち尽つくしていた。

　――なんで？

　先ほどまでおいしい昼食を楽しみ、お腹なか一いつ杯ぱいになって満足だったのに、どういうことか、何かが足りないと感じてしまう。

　思わず後ろを振り返った。彼かれの姿はどこにもない。当たり前だ。タクトが付いてきてくれているはずなんてない。いったい自分は何を期待しているのか。自分で自分が分からなくなる。こんな気持ちになったことは、今までなかったからだ。

　そんな心の在りどころを見つけられず、シェッセは唇くちびるをかんで再び歩き始めた。




　明けて次の日のこと。今日は肉屋フランシーヌもいつも通りの営業であった。シェッセもいつもの時刻に出勤し、皆みなに挨あい拶さつをしてエプロンをつける。するとクーミェからある頼たのまれごとをした。彼女はこれから外に出なければならないため、シェッセに店番を頼みたいのだそうだ。

　シェッセも別段問題があるわけでもなかったので快く了りよう承しようしたのだった。

「じゃあ、シェッセさんお願いしますね」

「うん、いってらっしゃい」

　店のカウンター越ごしにシェッセは、よそゆきの洋装をしたクーミェを見送った。

　先日山中まで行って狩ってきた土群竜フーリカの入金を確認するためである。

　パシエニール共きよう栄えい圏けんの貴族組合からの発注ということで、かなり高額な金銭のやり取りがされるため、銀行への入金にしてもらうことになったのだそうだ。

　その確認のためにクーミェは今から銀行へ行ってくるのである。

　クーミェの祖父オルバと、リュカの祖父ラザが店番をやるとも言ってくれたが、長旅から帰ってきた二人をあまり働かせるのも気が進まない。

　リュカも今は祖父のラザにべったりくっついている様子。

　なのでいつもの配達はタクト一人が行うらしく、その準備なのか台車に肉を積んでいた。

「ねえ、一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「なんだ？　心配してんのか？」

「いや、心配じゃなくて……その……うん」

　一緒についていきたい、と思った。でもそんなことを言うのは、どこか恥はずかしかったのでシェッセはそのまま俯うつむいてしまう。すると台車の荷物を紐ひもで結ゆわえ終おわったタクトがシェッセの頭にポンと掌てのひらを乗せる。

「すぐに終わらせてくるから、ちょっと待ってろ」

　ニッと笑う彼の顔を見ると、やはりシェッセの心持ちは何故か落ち着くのだった。

「うん、いってらっしゃい」

　タクトを送りだし、シェッセは店のカウンターに戻る。

　よくよく考えてみると一人での店番は初めてかもしれない。そう意識するとちょっと緊きん張ちようもしたが、常連のお客さん相手に、その緊張も次第に解けていった。

　ちなみに銀行へ行ったクーミェから一つ言こと伝づてがあった。

「あのですね、今日パシエニール共栄圏の方がいらっしゃるので、来たら先日の土群竜フーリカを渡してあげてください」

　とのことだった。クーミェが入金を確認してから、という条件付きだったが、ほどなくして店の通信機がベルを鳴らした。

「はい、肉屋フランシーヌです」

『あ、シェッセさん。クーミェです。今入金を確認いたしましたんで』

「あ、うん。わかった。でもまだパシエニールの人は来てないよ」

『もう少ししたら来るかもしれませんので、代金戴いただいてます、って言って渡してあげてください』

「うん、わかったよ」

　クーミェとそんな話をしてから、ずいぶん時間が経たった。

　配達を終えたタクトが帰ってきて、続いてクーミェも帰ってきた。

　少しすると今度はラザとオルバをひきつれたリュカも、肉屋の方へやってくる。

　未いまだにパシエニール共栄圏の人間が来る様子はない。

　タクトがリラックスした姿勢で椅い子すに腰こしを掛けながらクーミェに提言した。

「いいんじゃねえの、来ないんなら。悪くなってもアレだし、食っちゃえば」

　するとクーミェが眉まゆを吊つり上あげて反論する。

「そんなのダメです！　せっかくタクトさんたちが苦労してとってきたんですから」

「でも悪くなっちまうぞ」

「そ、それはそうですが……」

　狩った命をおいしく食べる狩人かりゆうどと、その苦労をお金に変えることを生業とする経営者の鍔つば迫ぜり合あいである。これはどちらも正論だなあ、とシェッセは傍ぼう観かんしていたが、ふと思い出したように口を挟はさんだ。

「ねえ、連絡取ってみたら。パシエニール共栄圏の領事館へ」

　するとクーミェはやはり困った顔で首を横に振る。

「それがサプライズ用にこっそり発注したんだそうです。領事館の人たちには秘密にしておいてほしいから、私たちから連絡しないようにして欲ほしいって」

「そっか。それならこっちから連絡しちゃまずいよね。じゃあ保存用に加工とかしちゃダメかな？」

　以前タクトがやっていたようにベーコンやハムなど、長期保存に適した形に加工する。それなら今日明日に取りにこられなくても大だい丈じよう夫ぶではある。

　クーミェの方はそれでもまだちょっと困ったような顔をしていた。

「発注者からは精肉で受け取りたいとのことでしたから……」

　そんなクーミェの肩かたにタクトが手を置く。

「まあ、明日くらいに取りに来てもらわねえと、熟成が進みすぎちまって、この前のオウル牛みたいになっちまう。もし取りに来なかったら加工しちまわねえとな」

「………そうですね」

「そん時は店主のおまえの判断だ」

　そう言うとクーミェも、ようやくいつもの笑え顔がおを取り戻した。

「そうですね、わかりました」

　それからはいつもと変わらぬ営業をし、タクトたちに昼食を作り、気が付くと帰りの時刻となっていた。

　それでもパシエニール共栄圏からの使者が現れることはなかった。




▼　▼　▼




　架か空くうの名義で登録された小型輸送船が、セントウッド外洋に停てい泊はくしていた。王都セントウッドから南。商用航海路からも外れたこの辺りを、他の船が通ることはない。碇いかりを下ろしたその小型輸送船は波に揺ゆられながら、ジッとその時を待つ。

　竜りゆう神じん信しん仰こうであるグレン・フォワードが甲かん板ぱんの上から双そう眼がん鏡きようで遠くを見やった。周りに他の船せん舶ぱくはない。

　グレンの任務は、ある物を無事にセントウッドへ運び入れることだった。嵩かさ張ばるそれを、陸路で運び入れることはかなりの危険を伴ともなう。陸路で運び入れるとなると、南の街かい道どうを使うことになるからだ。そうするとカラセナ、サウスクインティア、アルム地区を通ることになるが、それらはいずれも検問が厳しかった。迂う回かいして検問が薄うすい貧民区のスサ、カラカス地区からの輸送も提案されていたが、王都内でそのある物を牽ひきながら練り歩くのは、いずれも危険と判断された。

　そうして危険性が低いルートだと考えられたのが、海路を使った輸送である。

　しかしここにも大きな問題があった。それは王立魔ま法ほう騎き士し団だん海洋軍の存在である。

　海に面した王都を防衛する海洋軍は昼夜を問わず、密輸や海かい竜りゆうの侵しん攻こうなどに目を光らせている。魔力練成式動力機関を搭とう載さいした高こう速そく艇ていに捕まれば、一いち網もう打だ尽じんになることは目に見えている。

　だとすれば海洋軍の目を引きつける何かが必要となる。

「……………もう少しか」

　グレンはただジッと、海洋軍の目を引きつけるモノが動き出すのを待った。




　以前タクトと話をしていた牙翼竜ロルカの狩りの日がやってきた。シェッセは長ちよう弓きゆうを肩に掛かけ、早朝のリンド中央駅でタクトたちがやって来るのを待った。以前カラセナへ行った時よりはゆったりとした時間である。陽ひも昇のぼりかけたこの時刻は、ちょうど商人たちの行き来も一段落し、一いつ般ぱんの勤つとめ人たちが出てくる時刻にはまだ早い。なのでホームは思いのほか人ひと影かげも少ない。

　予定の時刻になると列車が滑すべり込こんでくる。

　ぞろぞろと降車する人の中にタクトの姿をすぐに見つけることができた。背中には二ふた股またに分かれた長い槍やりのような物と、それとは別に長い筒つつとバケツを持っている。その後ろには大きな冷蔵庫がユッサユッサと続いてきた。リュカだろう、とシェッセは思ったが、そのリュカの手を引いている人物に驚おどろいた。いつもは狩りにやってこないクーミェが片手でリュカの手を引き、もう片方の手にはお弁当らしきバスケットを持って現れたのだ。

「おはようございます」

　元気にあいさつするクーミェ。

「クーミェが狩りに一緒に来るなんて初めてだね」

　シェッセが驚き混じりにそう言うと、

「ええ、行けるときは出来るだけ行くようにしているんです。それにお店はおじい様が見ていてくれるって言うので」

「そうなんだ」

　シェッセはにこにこしながら、クーミェの荷物の半分を持った。

　ここから機関車の乗のり換かえとなる。リンド中央駅の環かん状じよう線せんとは別に、ジュークやリラといった港へ向けた路線に乗り換えるのである。

　その中からジューク行きの切符きつぷを買い求めて乗車する。ごとごと揺られていくと、途と中ちゆうから磯いその香りがしてきた。シェッセがふと顔を上げると、視線の先には広い海があった。

「わあ」

「ぐぅ」

　思わずリュカと一緒に窓に手をかけ、感かん嘆たんの声をもらす。

　海の上に掛かる靄もやの向こうに、うっすら丘おかが見える。向こう側はテューレとアルムの穂ほ先さきなのだろう。ジューク湾わんの穏おだやかな波の上を、多くの船が行き来している。眼下には港町が広がっていた。

　下くだりの機関車は各駅をどんどん通過していく。上のぼりの路線では積み荷をするため、駅ごとに停車していくが、下りでは停車する理由がないのだ。途中下車が必要な人間は、速度の遅おそい機関車から飛び降りてしまう。シェッセがいつもサウスクインティアの近くで降りているのと同じようにである。

　シェッセたち一行の目的地は、港町ジュークの南なん端たんだ。灯台の見える終着駅に到とう着ちやくすると各おの々おの荷物を持って機関車から降りた。

　シェッセは胸いっぱいに潮の香りを吸い込む。

　ジューク湾の内陸風と外洋からの南風が混じった海の香りだった。

　南ジューク駅を出ると、魚ぎよ介かいを並べる市場が広がっていた。以前に行った農業の盛んなカラセナ地区も駅の前は野菜の市場でごった返していたが、ここもそんな雰ふん囲い気きに近い物を感じる。湾の北側のジューク、リラの港あたりだと今度は舶はく来らい品ひんの荷に卸おろしなど、それはそれで違ちがった風景になるが、こちらは地元の漁船が行き来する港なのだろう。

　シェッセはタクトの後に続きながら、気持ちが高こう揚ようするのを感じた。

「ねえねえ、タクト、あの魚なにかな？」

「ん？　かさごスコルフアノだよ。煮に物ものにするとうまいぞ」

「あれなに!?　すごくでっかいけど……」

「鮪トンノだな。たしかにあら大物だ。６００キロはあるかな」

「ああ、鮪か。あんな大きいんだね」

「知ってるか？　鮪は寝ねてる時も動いてんだぞ」

「え、なんで？」

「動いてねえと呼吸できねえんだ」

「へえ、そうなんだ」

　話をしながら歩いていると、思わず狩りに来ていることを忘れそうになってしまう。後ろでは手をつないだクーミェとリュカが付いてくる。

「リュカちゃん、ほらお魚ですよ」

「ぐぅ」

「リュカちゃんはお魚好きですか？」

「すきー」

「クーミェとどっちが好きですか？」

「……………」

「そうですね、リュカちゃんはクーミェの方が好きですもんね！」

　クーミェがセクハラまがいな事をしなければ、リュカもおとなしいようである。

　するとタクトが水すい槽そうの置いてある露ろ店てんで足を止めた。何か見ているようなのでシェッセも後ろから覗のぞいてみる。

「……あれ、生しよう姜が？」

　海産物の中に交じってどういう訳か茎くき付きの生姜が並んでいた。普ふ通つうの生姜より少し小ぶりのような気がする。すると隣にいたタクトが注ちゆう釈しやくを入れた。

「干ひ潟がた生しよう姜がだよ。ジューク湾の浅あさ瀬せで育ててるもんだ。海中の塩分を濾こすように水を吸い上げるから、実がしっかりしてて旨うまいんだよ」

　確かにジューク湾の東側は遠浅の浅瀬が多い。

「秋が旬だが、この時期の物は辛からみが少ないから、そのままでも食える」

「そのまま食べるの？」

「いや、今日はそのままは食べねえけど、ちょっと昼飯にな」

　そう言ってタクトは干潟生姜を一束と、隣のエビの籠かごに目を移す。

「オッチャン、その車エビガンベローネも一ひと籠かご分」

「あいよ」

　中年男性は袖そでをまくり上げた腕うでで、油紙に車エビを10尾びほど包つつみ、干潟生姜と同じ紙かみ袋ぶくろに纏まとめてタクトに手て渡わたした。

「初物だ。うまいぞ」

「ありがとよ」

　会計を済まして再びタクトが歩き出す。

「ねえねえ、生姜食べるの？」

「ああ。シェッセは生姜は嫌きらいか？」

「ううん、好き」

「そりゃよかった」

　そんな話をしながらシェッセたちはジュークの浜はまへと向かった。

　港町ジュークの南端。ちょうどジューク湾と外洋の境目に当たるこの浜は、海流の流れが強い。南西から吹ふく風は、湾の中よりも薄い潮の香りだ。

「気持ちいいね、こういう晴れた日は」

「ああ、そうだな。よっしゃ、狩かりをする前に腹ごしらえでもするか」

　荷物を浜に下ろしながらタクトが言った。朝食には遅く、昼食にはちょっと早い時刻。実のところシェッセも途中で朝食を取ろうと思っていたため、結構お腹なかが空いていた。

　それはリュカも同じだったようで、

「ごはーん！」

　と手を挙げた。手早くタクトが浜の石を集めて竈かまどを作り、シェッセとクーミェが枯かれ木きを集め、リュカが火を熾おこす。段取りよく竈に火が入ると、タクトが金かな網あみを取り出して、竈の上に載のせた。簡易なバーベキューセットの出来上がりである。

　それからタクトがカバンの中から小こ鍋なべを取り出しこちらをちらりと見た。

「あー……そのだな……」

　視線を逸そらしながらタクトが何か言わんとしている。

「お味み噌そ汁しる？」

「……ああ」

　どうやら正解だったようだ。自分の作った味噌汁をおいしいと彼は言ってくれる。

　――じゃあ、作ろっかな……。

「なにニヤニヤしてんだ」

「し、してないよ！」

　タクトから小鍋を取り上げながらシェッセは自分の顔の緩ゆるみを引ひき締しめて、網あみの上に掛かける。水を注いで煮に立たつ前に出だ汁しを取り、葱ねぎを刻んでいく。

　すると横からタクトが、殻からを剥むいたエビを投入してきた。

「え？　エビも入れるの？」

「ああ、魚介も結構味噌汁には合うぞ」

「へえ……」

　と言っている横で、今度はタクトが剥き終わったエビの頭も投入した。

「え、それって食べれるの？」

「出汁取り用。エビの頭はものすごい出汁が取れるからな」

「そうなんだ」

　確かに磯のいい香りが漂ただよってきた。以前肉を入れただけで円まろやかな味わいになったから、今回はどんな味になるのかな、とシェッセは少しウキウキしながら鍋なべをかき混ぜる。

　するとクーミェが何やらニヤニヤしながら、

「はい、みなさん注目です」

　と皆の視線を集めた。そして冷蔵庫を勢いよく開けた。

「ジャン！　お肉です！」

　冷蔵庫の中から一包みのお肉が登場。包みの中には見事なバラ肉のスライスが入っていた。それを見たタクトとリュカが、驚きに口元を戦慄おののかせた。

「お、おい、クーミェ……この肉って……」

「あう」

　どうしたのだろうかとシェッセが思っていると、クーミェが鼻息を荒あらくしながら答えた。

「ええ！　土群竜フーリカです！」

　先日、結局取りに来なかった土群竜フーリカは、その後ソーセージに加工されてしまったはずだ。

「実はクーミェは、ちょっと取っておいたのです！　せっかく皆さんが苦労して獲とってきてくださったんで、ちょっとくらい食べてもいいと思うんです！　いろいろ考えてそんな結論に達しました！」

　クーミェの判断に、その場が沸わいた。

「マジか！　さすがクーミェ！」

「ぐぅ！」

「た、食べていいの？」

「もちろんです！　そのために持ってきましたから！」

　そう言ってクーミェは先ほどタクトが買ってきた干潟生姜に、土群竜フーリカのバラ肉を巻いていく。あっという間に巻き終わった干潟生姜の肉巻に、塩コショウで軽く味付け。それを今度は網の上に載せていく。

　火から遠めにしてじっくりと炙あぶっていくと、肉の表面から脂あぶらがにじみ出てくる。そこへ生姜の香かおりがほんのり加わり、なんとも空腹を刺し激げきした。

「さあ皆さんで、ご飯にしましょう」

　と言ってバスケットの中からおにぎりを取り出した。きっとタクトの要望なのだろう。長い付き合いのクーミェには、きっとわかりきっていることなのだろうか。

　――……長い付き合いか。

　シェッセの心の裡うちで何かが引っかかる。チクリと針でも立てられたかのような痛みを覚える。それをシェッセは頭かぶりを振ふり打ち消した。

　――早くご飯を食べて、狩りをしなくちゃ。

　シェッセが気持ちを切きり替かえているうちに、いつの間にかご飯の支し度たくが調ととのっていた。

「おい、シェッセ、飯食うぞ」

「ごはん！」

「なくなっちゃいますよ」

「あ、うん、今行く」

　シェッセは急いで敷しき物ものに座すわるタクトたちの車座の中に入っていく。するとリュカがちょこんとシェッセの膝ひざの上に座って、おにぎりを差し出してくれた。

「はい」

「ありがと、リュカ」

　おにぎりを受け取り目の前の味噌汁を啜すする。

「おお！」

　これがいつもの味噌汁とは全く違う香りだった。磯の風味が鼻の奥おくへと抜ぬけていく。さっきタクトが入れた車エビの頭から出汁が出ているのだろう。これが堪たまらなく美味おいしい。

　おにぎりを口に運ぶとシンプルな塩にぎり。

　なのに味噌汁と一いつ緒しよに口に含ふくむだけで、とても相あい性しようがいい。

　そして生姜の土群竜フーリカ肉巻である。焦こげ目めがつく寸前で、皆みなが干潟生姜の茎くきを手で持ち、生姜の肉巻を口に運ぶ。

　タクトがその場に背中から卒そつ倒とうした。

「ギャー！　旨いっ！」

　続いてリュカもシェッセの膝ひざの上でジタバタした。

「あうーっ！」

　シェッセも卒そつ倒とう……するところをグッと堪こらえた。しかしこの味はそうしてしまいたいくらいに旨い。ほっくりとした干潟生姜は辛みなど一いつ切さいなく、引き締まった実が口の中でホクホクと湯気を立てる。そして土群竜フーリカのバラ肉、これが口の中で蕩とろけるのだ。トロッと蕩けていくのだ。この干潟生姜と土群竜フーリカの相性が抜ばつ群ぐんにいい。一緒におにぎりを口に含むと、もう堪らない。

「「「「旨いっ!!」」」」

　口に出さずにはいられなかった。

　声が重なってしまうのも無理はない。呑のみ込こんだ後には、ため息が漏もれてしまう。

「なにこれ……食べるってこんなに物もの凄すごいことなんだ……」

　ここまで圧あつ倒とうされる食事というのも中々ないものだった。

　それから程ほどよくお腹がいっぱいになり少し休きゆう憩けいを置いて、狩りの準備に入ることになった。

　荷物を持って西側に進む。防風林を抜けると外洋の浜へと出た。

　風が強い。その中でタクトが空を仰あおぎながら季節竜の牙翼竜ロルカを探しているようだ。

　今回はシェッセが長弓を空に向かって放つ役目を与あたえられていた。弓だったらリュカの方が得意じゃないかと思って、彼かの女じよに聞いてみると、
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「あのね、りゅかは、ちいさいゆみしか、ひけないから」

　と言っていた。よく考えればわかりそうなことだ。リュカの腕は長弓を引くには短すぎるのである。

　安定して長ちよう距きよ離りを飛ばすことに長たけた長弓の弦げんを張り、シェッセは笛てき吹すい矢しを用意する。

　一方タクトは二股に分かれた長い武器の包みを取った。シェッセはてっきり二股の槍だとばかり思っていたが、どうやら違うようである。槍のように長い柄えの先についていたのは、Ｕ字の太い金具である。

「ねえタクト。それなんて武器？」

「ああん？　これか？　刺さす叉またっていう、人とか取とり押おさえるのに使うもんだ」

　人を取り押さえる仕事なら、王立魔法騎士団も同じような職種である。しかしこんなものは使ったことがなかった。しかし確かにこれを使えば、武器を持って暴れる人間などを安全に捕とらえられるかもしれない。

「今回はどうやって使うの？　やっぱり取り押さえるの？」

「いや。まあ見てな。ほら、牙翼竜ロルカが来たぞ」

　どうやらタクトが牙翼竜ロルカを発見したようだ。

　タクトの指す先を見ると、一列に空を飛ぶ影かげが見えた。一見すれば渡わたり鳥どりにも見える。

　風の向きを考えると、このままこちらに向かって飛んでくるに違いない。

「おいシェッセ、合図したら矢を放て」

「うん、わかった」

　タクトの合図待ちである。シェッセは笛てき吹すい矢しを弦に掛け、牙翼竜ロルカがこちらに飛んでくるのを待った。進行方向の手前を狙ねらってシェッセが弦を引く。

「よし、撃うて」

　タクトの声を受け、シェッセが弦を引ひき絞しぼり、矢を放った。

　ヒァンッと風切り音を立てると同時に、先せん端たんの仕し掛かけから高音質な笛の音がピーッと鳴りながら牙翼竜ロルカの進行方向に向かって飛んでいく。

　決して当たったわけではなかったが、その音に驚いた牙翼竜ロルカたちは上空で列を乱し、散り散りになりながら旋せん回かいを始めた。

「シェッセ、次だ」

「うん」

　タクトの指示に合わせ、次の笛てき吹すい矢しを放つ。すると牙翼竜ロルカたちは、一いつ斉せいに矢の放たれた方向に反応し、こちらに向かって滑かつ空くうしてきた。

　グングン地上に向かって風を切りながら群れる牙翼竜ロルカ。その容姿は、一見すると４メートルはあろうかという薄うす緑みどり色いろの翼よく竜りゆうだ。しかしこのドラゴンを巨きよ大だいに見せているのは、口の端はしから飛び出した長い牙きばと、その牙から広がる大きな翼つばさである。実際の翼を抜いた身体の大きさは、１メートルもない小こ柄がらなドラゴンだ。

　ちなみにこの翼は、顔の横から出ているため牙だと言われているが、実際には牙ではなく角質らしい。現にその牙のような部位は羽ばたかすことができる。牙であったらこうはいくまい。

　シェッセ、リュカ、クーミェ、そしてタクトの周りを探さぐるように旋回する無数の牙翼竜ロルカたち。それを見取ったタクトは手に持った刺さす叉またを構えた。

「おし、狩るぞ」

「うん！」

「はい！」

「ぐぅ！」

　飛びこんでくる牙翼竜ロルカをシェッセが器用にかわし、帯たい剣けんで威い嚇かくする。決して牙翼竜ロルカに剣けんを当ててはならない。それはシェッセの役目ではないからだ。

　そんなシェッセの横でリュカが四よつん這ばいになって走り回り、牙翼竜ロルカを誘ゆう導どう。タクトはうまく誘導された牙翼竜ロルカの中心を狙って刺さす叉またを叩たたきつける。二つに分かれた金属部が、牙翼竜ロルカの本体を避さけ、牙の部分にガリッと食い込む。すると同時に硬い牙の根元は、ポッキリ折れた。そして羽をなくし、砂すな浜はまに落ちてもがいている牙翼竜ロルカをクーミェがポイポイ麻あさ袋ぶくろの中に突っ込んでいく。

　と、その時、思わぬ方向から声が上がった。

「きゃうっ！」

　なんとリュカが牙翼竜ロルカに捕つかまってしまったのだ。牙翼竜ロルカは両足でリュカを冷蔵庫ごと持ち上げ空高く舞まい上あがる。下位三等種ではあるが、その羽ばたく力はかなりの物だ。

「リュカ！」

　シェッセはすぐさま長弓を構えた。笛てき吹すい矢しを弦に掛け狙いを定める。そしてヒァンと音を立て矢を放った。矢は音を撒まき散ちらしながら真まっ直すぐに飛び、牙翼竜ロルカの右の牙に当たった。

　驚いた牙翼竜ロルカはそのままリュカを掴つかむ手を離はなしてしまう。

　空中でバランスの取れなかったリュカは、背にしていた冷蔵庫を放し落下してくる。

「リュカちゃん！　クーミェが行きますよ！」

　落ちてくるリュカを全力疾しつ走そうするクーミェがギリギリでキャッチ。

　そして放してしまった冷蔵庫を、

「どぉぉう！」

　タクトがキャッチしたのだが………。

「………くそ、また……腰こしが……」

　かなり重い冷蔵庫である。前回痛めた腰をまたしてもやってしまったらしい。とはいえ無事にリュカが戻もどってきたことに安あん堵どしながら、シェッセはタクトに声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「………ま、まあこれくらい、なんともねえ」

　明らかに無理をしている様子。後でまた湿しつ布ぷを張ってあげよう、と思いながら狩りに戻った。

　僅わずか10分ほどの間に、麻袋の中はいっぱいになった。

　まだ何なん匹びきもの牙翼竜ロルカが旋回していたが、勝ち目がないと悟さとったのか、かなり上空を舞いながらこちらの様子を見ている。おそらくはもう下まで降りてくることはないだろう。

　するとタクトが刺さす叉またを砂浜に突つき立たてて、手をパンパンとはらった。

「よっしゃ、こんなものかな」

　上空を見上げながら一段落したというように息を吐ついた。




　獲った牙翼竜ロルカの血ち抜ぬきが終わり、手早くソーセージを作ると、リュカの背せ負おっていた冷蔵庫の中に整列させていった。牙と羽は食べることは出来ないが、工芸品に使われるらしいので、畳たたんで纏めて冷蔵庫の上に縛しばっておく。後で工芸品の店に廉れん価かで売りに行くのだそうだ。

「おっしゃ、終しゆう了りよう」

「今回は早かったね」

「ああ、そうだな」

　この前のように、山中を分け入って泊とまりがけで狩ることもあれば、来て一時間もしないうちに終わってしまう狩りもある。なかなか不思議なものだ、とシェッセは思うのだった。

「今日はこれでもう帰るの？」

「あー、そうだなあ」

　シェッセの問いに頭を掻かいているタクトの間を縫ぬって、クーミェがズイッと割り込んできた。

「これで終わりと思っちゃいけませんよ！」

「え、どうしたの？」

「海ですよ！　海っ！」

「うん」

「今日のためにリュカちゃんに水着を買ってきたのです！　ねっ！　リュカちゃん！」

　クーミェの呼びかけにクルッと振り返ったリュカは変わらぬ表情のまま、

「やー！」

　と言って駆かけ出だして行ってしまった。

「待ってください！　リュカちゃん！　ちょーカワイイんですよ！」

「やー！」

　四つ足猛もうダッシュのリュカに、クーミェが全速力で追いかけて行ってしまった。

「あらら……」

　いつものことながらクーミェの行動力はすごいな、と思いながらシェッセはタクトに視線を戻す。

「これから、どうするの？」

「ん、時間も余ったし、ちょっと釣つりでもしてこようかなと」

　そう言ってタクトは長い筒つつの中から折おり畳たたみの釣つり竿ざおを出してきた。バケツを持ってきたのも、そのためだったのだろう。タクトは竿さおをテキパキと組み立て、バケツを抱かかえて磯いその方へ行ってしまう。シェッセも急いで彼かれの背を追いかけた。

　すこし行ったところに程よい高さの岩場があった。

　タクトはそこに腰を下ろすと、海に向かって釣り糸を垂たらす。

　シェッセも彼の隣となりに腰を掛かけながら潮しお騒さいに耳を傾かたむける。

「いい風が吹いてるね」

「そうだな。これくらいの風が吹いててくれると、湿しつ気けも気にならねえな」

「うん」

　とりとめのない話をしたり、お互たがいぼんやりと遠くを見たりしているうちに、時間が過ぎていく。こんなに落ち着いた気持ちでいられるのがシェッセには不思議だった。数日前まで抱えていたモヤモヤが彼の隣にいるだけで、嘘うそのように静まっていく。

　――どうしてなんだろう？

　ただ話すこともなく、こうしてタクトの隣に座っているだけで心こころ穏おだやかでいられる。その事実が不思議でならない。

　こんなことが今まであっただろうか？

　シェッセにはその気持ちの在りどころが解わからなかった。

「ねえタクト」

「なんだ？」

「ボクね、最近ずっと胸の奥がモヤモヤして落ち着かなかったんだ」

「そうか。今でもモヤモヤしてんのか？」

「ううん、今は不思議なくらい落ち着いてる」

「ふ～ん。なんでだろうな」

「あのね、君のことを考えているとモヤモヤするんだ」

　シェッセがそう言うと、何故なぜかタクトは急にビックリしたような反応をした。

「…………お、おう」

「タクトが近くにいる時は別に何とも思わないんだよ。でもね、君がいない時にタクトのことを考えると、なんだか落ち着かないんだ。クーミェと二人で出かけて行った時だって、もうなんだか苦しくって仕方なかったんだ」

「……………」

「……ねえ、これってさ、どうしてなんだろう」

　問いかけながらタクトの顔を見ると、彼はプイッと反対側に顔を向けてしまった。

「ねえタクト」

「そ、それはだな……」

　彼はシェッセに旋毛つむじを向けたまま、口ごもる。

「いいか、その、つまりだな……」

「うん」

　シェッセは神しん妙みような顔になって彼の言葉を待った。タクトは覚かく悟ごを決めたように深呼吸をすると、まじめな顔をしてこちらに振り返った。幾いく分ぶん熱っぽいような顔をしている。

「…………」

　しかし顔を赤くしていたタクトは、急に我が慢まんしきれなくなったかのように髪をグシャグシャと両手でかき乱した。

「だああぁぁ！　どうしておまえはそういう質問を俺おれにするかなあ！」

「ええ!?」

「おまえ、これ、俺がどう答えたって、俺もおまえも恥はずかしいぞ！」

「なんで!?」

「なんでか言えれば、こんなにもどかしいことにはならない！　おまえの発言をどう解かい釈しやくしていいのかわからないが、どっちにしても、どっちかが恥ずかしいからな！」

「そ、そんな恥ずかしいことボク言ったの？」

「恥ずかしいよ！　いや、恥ずかしくないけど！　でもなんで……くそ……よし、言うぞ！」

「え、え！　ちょっと待って！　恥ずかしいんだよね!?」

「恥ずかしいぞ！　間ま違ちがいなく、どっちかは気を失うくらい恥ずかしい思いをするからな！」

「ちょ、ちょっと待って………」

　シェッセは深呼吸をし覚悟を固めた。

「うん、言って」

　そんなシェッセの言葉に、タクトも何か覚悟が固まったように神妙な顔つきになる。

「………………………………いいか、シェッセおまえは……」

「うん」

　その時だった。今まで晴天だったはずの空が掻かき曇くもり、あたりを急に霧きりが取り巻いていった。

「え!?」

　思わずシェッセは目を辺りに走らせた。

「なんだ？」

　タクトもすぐさま腰を上げ、その異常の正体を探す。そしてシェッセとタクトの視線はある一点を見つめて止まった。

「………ね、ねえ……あれって」

「あ、ああ」

　お互いの声が震ふるえているのがわかった。

　二人の視線の先には、魔ま法ほうが発達するよりも昔に使われていた帆はん船せんがゆっくりと移動していたのである。ボロボロに劣れつ化かした帆ほ。穴だらけの甲かん板ぱん。その様相はシェッセが騎き士し団だん庁舎で聞いた幽ゆう霊れい船せんに相そう違いなかった。

「ねねね、ねえ、タクト！　あれって、幽霊船!?」

「ばばばばば、ばかやろう！　そ、そんなゆゆ幽ゆう霊れいなんて、いるわけねえだろ！」

「で、でもあれってさ！」

「いや、でも、ほら、目の錯さつ覚かくってこともあるわけだからよ」

「目の錯覚ってこんな長時間持続するもの？」

　シェッセは恐きよう怖ふのあまりタクトの腕うでにすがりつく。タクトも寄より添そうようにシェッセの手を取った。

「と、とにかく、その、あれだ！」

「な、なに!?」

「帰るぞ！」

「うん！」

　シェッセとタクトは引け腰の状態でお互いを支えあいながら、釣竿も持たず早足にその場を離り脱だつした。
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　カティナ・イシュルダールは直属の上司ウィリー・ウォーレンへの謁えつ見けんを願い出た。ウィリーは内務部に於おいて多くの権限が与えられていたが、その反面、業務時間のほとんどを一人で過ごしている。それは彼の頭が切れすぎるということが理由だった。他の上司たちがこぞって彼と仕事をすることを嫌きらったのだ。そんなウィリーは弱じやつ冠かん27歳さいにして内務部の佐さ階かいの位を持つ立場にあった。これは異例の速さの昇しよう進しんである。彼は入ってくる情報の整理を一人続けていた。王都セントウッド内で起こる事件の全すべてに目を通すのが彼の仕事なのだ。

　カティナはウィリーの執しつ務む室しつまでやってくるとドアをノックする。しばらく間をおいて、中から、「どうぞ」と声が聞こえたので足を踏ふみ入いれる。

　ウィリーは束になった資料から目も上げなかった。

「カティナか。すまないが資料に目を通しているところだ。仕事をしながらで構わないか？」

「はい、存じております。お時間をいただき申し訳ありません」

　堆うずたかく積み上げられた書類の数々に順々に目を通していくウィリー。とても一人の人間がこなせる量ではない。が、ウィリーは走るように書類に目を通し終えると、すぐさま次の資料へと目を走らせていく。

「全ての事こと柄がらは因果に結ばれている。まったく関係のない地域、関係のない事件が線を結ぶことなどよくあることだ。だからこそ、すべてを知る必要がある。そう思わないか、カティナ？」

「見習いたいものだと思っております。ただ私には左さ程ほどに長けたものを持ち合わせておりませんので」

　分厚い資料にあっという間に目を通したウィリーは、次の資料を手に取りながら話を続けた。

「さて、カティナ。来意を聞こう」

　カティナは緊きん張ちようを表に出さぬようにしながら口を開いた。

「少々お伺うかがいしたいことがありまして」

「ほう、そうか。ちょうどいい。私も君に聞きたいことがあった」

「なんでしょうか？」

「私から聞いてもいいのかな？」

「はい」

　読み終えた資料を机の端に置き、次の資料を手に取りながらウィリーは話し始めた。

「では聞かせてもらおう。君がこの間、関かかわった幻精竜フイニカの件について」

「はい」

「魔ま竜りゆう口くち寄よせに使われた祭さい壇だんのうち二つはカラセナにあった。そのどちらもが、農耕神ルクルアの祠ほこら近くにある御ご神しん木ぼくの洞うろに、隠いん匿とくの練成魔法がなされていた。これについて君の意見は？」

「………何事にも慎しん重ちような竜りゆう神じん信しん仰こうがするには、ぞんざいな印象がありました。むしろ見つけさせるために敷しかれた陣じんなのでは、とすら私には思えました」

　カティナは先日の事件で自分が受けた印象と考察を正直に口にしていく。するとウィリーは小さく頷うなずいた。

「なるほど、ではもう一つ。もし君の言う通り、『見つけさせるため』にその口寄せの陣を張って、竜神信仰にはどのようなメリットがあるか」
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「………そちらに我々の目を向かせる囮おとり」

「いい判断だ。そう考えるのが妥だ当とうと言える。もしそうだとすれば、事後処理も含ふくめ、我々が抱える人員をそちらの事件に割さくことは必ひつ須す。また季節竜や予期せぬドラゴンの出現に合わせ、各地区の駐ちゆう屯とん所じよも手て一いつ杯ぱいだ」

「はい」

「では幻精竜フイニカの口寄せ陣を囮にして、竜神信仰は何をしようとしているのか？」

　ウィリーの問いに、カティナは自らの意見を述のべた。

「………可能性として一番高いのは、それよりも上位種のドラゴンの召しよう喚かん、または口寄せ」

「その通りだ。殊こと、召喚には莫ばく大だいなエネルギーと大量の竜仙華カラフが必要となる。安全にドラゴンをセントウッドに差し向けようとするなら、口寄せの祭壇を作るのが妥当といえる」

「では、竜神信仰はまた新たなドラゴンを………」

「結論を急いではいけない。これは可能性の話だ。なんの確証もない」

「………そうですが」

「もし既すでに魔竜口寄せが成されているのであれば、充じゆう分ぶんに警けい戒かいをしなければならないだろう」

「はい、心得ております」

　するとウィリーは平へい坦たんな口調のまま話を変えてきた。

「そう言えば幽ゆう霊れい船せん騒さわぎについては、事態は収束したのかい？」

「いえ、まだその全容を掴つかんでおりません。王立魔ま法ほう騎き士し団だん海洋軍が近海を巡じゆん視ししておりますが、それらしい物の報告は受けておりません」

「なるほど。では君にこれだけは言っておく。幽霊船に関して言えば、先入観を捨ててかかるべきだろう」

「先入観……ですか？」

「もとより除外している可能性も入れて考えるべきだろうということだ。資料を読んだ限りでは、私からはそれくらいしか言えないな……さて、君の話を聞こう」

　ウィリーは三つ目の分厚い資料にあっという間に目を通し終わると、その鋭するどい目をカティナに向けた。

「はい、シェッセ・リハエルおよびミキハラタクトについてです」

「なぜ二人を一いつ緒しよにしておくか……そうだな」

「………………」

　賢さかしい彼には、既すでにカティナの来意などわかっていたのかもしれない。ウィリーは顔色一つ変えず訥とつ々とつと語りだした。

「この間の報告書は読ませてもらった。シェッセ・リハエルが幻精竜フイニカにとどめを刺さしたそうだな」

「はい」

「しかしスキル上の問題を考えると、リハエルの力だけでは幻精竜フイニカを倒たおすことはできない。たとえ肉屋のミキハラが助力したとしても、少人数で出来ることは限られている。だとすれば可能性として最も高いのは、彼かの女じよに竜伐騎士が聖遺物を貸したことが考えられる」

　カティナは驚おどろきを顔に出さぬように努めた。リタが聖遺物をシェッセに貸した事実は記き載さいしていない。記載すれば問題になるからだ。王家から下か賜しされた宝である聖遺物を緊きん急きゆうの事態とはいえ貸かし与あたえることは許されない。しかし実際の戦火の下ではそんなことは言っていられない事態もある。この間のことがまさにそうだ。こういうことがあった場合、記録に記さないという暗あん黙もくの了りよう解かいがあった。

　何も返答しないカティナをウィリーは一いち瞥べつすると、再び資料に目を戻し話を続けた。

「リタ・シュルツの両もろ刃は銀ぎん零れいを借り受けたリハエルが、聖遺物と契けい約やくを交かわすことができた……それ故ゆえに、シェッセ・リハエルに対し『血けつ焔えん』の可能性を感じ、私に問いに来た。資料には書いていなかったが、そんなところだろう」

　すべてお見通しのようだ。

　隠かくし立だてしてもこの上司には無む駄だだったようである。カティナは余計な演技を辞やめることにした。

「………その通りです。シェッセには『血けつ焔えんの聖せい女じよ』の生まれ変わりである可能性が見受けられました。もしウィリー様が、最初からそれに気が付いていた上で、シェッセとミキハラを引き合わせたのだとしたら………」

「……あまりに危険。そう言いたいか？」

「そうです。『血けつ焔えん』と『竜りゆう槍そうを持つ者』。もし後者の肉屋がナギに関わる者であったとしたら、シェッセだけでなく、この国すべてが危機に晒さらされることになります」

　ウィリーは表情一つ変えず数すう瞬しゆんの間をおいて口を開く。

「何故なぜそう考える？」

　ウィリーの言葉にカティナは虚きよを突かれた思いだった。

「どういうことでしょう？」

「君がそう考える根こん拠きよは、何処どこからきている？」

「アステイリア神話です」

「そう、アステイリア神話だ。神話であると同時に、歴史書としての価値もある。ではカティナ、歴史は一体だれが作る？」

「歴史は先人たちが積み重ねて作り上げてきたものです」

　そんなカティナの返答に、ウィリーは首を横に振ふった。

「残念ながらそれは違ちがう。歴史とは戦に勝った者が作るものだ。史書に記されるそれらは、すべて勝った者たちから見た正義に彩いろどられている。負けた者は悪とされてしまう。戦争とはすれ違う正義同士の鍔つば迫ぜり合あいだ。だが、勝敗が決した瞬しゆん間かんから、正義と悪に分類される。そうして記録された物が歴史だ」

　ウィリーは溜ため息いきを一つ吐つくと言葉を継ついだ。

「僕ぼくはね、そういった消えて行った歴史の事実を知る必要があると思うんだ。この世界の本当の歴史を。いったい遠い過去に何があって、現代につながってきたのか。それを解き明かすことさえできれば、このドラゴンに怯おびえる時代は終わりを告げるかもしれない。そのヒントは、あの二人と、そして正しい歴史の中に隠されていると思うのだ」

　ウィリーは報告書から目を上げ、壁かべに掛けられているノルフ王国の地図に目を移す。

「広大なノルフ王国の片かた隅すみの僅わずかな面積……これが王都セントウッドだ。そこに７００万もの民たみを押おし込こめる必要のない時代が来るかもしれない。そのカギを握にぎるのが、他でもないシェッセ・リハエル、そしてミキハラタクトだ」

　ウィリーの口の端はしが僅わずかに上がるのが見て取れた。彼の中には歴史の中に隠されている某なにがしかの秘密が見えているのだろう。だが、今のカティナにそれを解ろう筈はずもなかった。

「それではウィリー様は、今の歴史……いえ、アステイリア神話には間違いがある。そう仰おつしやられるのですか？」

「……間違いではない。ただ一方からの正義に彩られている、と言っている。そして重要なことが記されていない。この二点が問題なのだ」

「……………」

　ウィリーはそこまで言うと再び報告書に目を戻もどした。

「話は変わるが……」

「はい」

「イシュルダール家とは、かつて南方のダグジア近きん郊こうに住まうイシュアー人が祖先だね」

「……はい、そうです」

　彼は辞書でも諳そらんじるかのようにイシュアー人の特色を口にしていった。

「熱帯雨林の中を定住せずに移動し、ドラゴンから逃にげて暮らす。精せい霊れい信しん仰こうで主食はイモや魚、木の実などの採取によって暮らしていた。魔法文明が発達した後も、好んで魔法を使わない。ダグジア王国建国の際、侵しん略りやくを恐おそれノルフ領へと移動し、現在のイシュアー地区の管理を時の王に任されたのが３０４年前になる。イシュアー人は比ひ較かく的に背が小さく浅黒い肌はだを持ち、現在も精霊信仰をしている」

「………それが何か？」

　平坦な声で返すと、ウィリーは目を上げカティナの顔を見た。

「君の容姿にイシュアー人の面おも影かげを感じられなかったのでね。気になっただけだ」

　カティナは何も答えなかった。ウィリーはそれが返答であるかのように受け取ったのか、少しだけ口元から笑いをもらした。

「よくわかった。下がっていい」

　再び資料に目を落としてしまったウィリーに、カティナは一礼すると足早に部屋を去った。







第三章　クーミェの身体







　幽霊船を目もく撃げきしてしまったシェッセは、手に手を取ってタクトと浜はまに帰ってきた。するとそこでは帰り支じ度たくを終えたリュカが冷蔵庫に寄りかかって昼ひる寝ねをしていた。

　そして散々リュカを追いかけまわしてくたびれた様子のクーミェは、近くの商店でジュースを買ってきて一休みしているようだ。と、そんなクーミェが、ぴったりと寄り添そうシェッセとタクトを目ざとく発見した。

「なっ!?　なんてことですか！」

　全力疾しつ走そうで二人の元へ駆かけ込こんできたクーミェ。そのままゼーゼー荒あらい呼吸を整えようともせず詰つめ寄よってきた。

「どうしてこういう展開になってるんですか！　なんですか？　なんでそんなにくっついてるんですか！　おいしい！　おいしすぎますよ、シェッセさん！　ぜひともクーミェも交ぜてくださらないでしょうか！」

　と言ってクーミェはタクトの反対側の腕を取ろうとするのだが、震えるこちらに気がついたのか、キョトンとして、首を傾かしげる。

「どうしたんですか？」

　そんなクーミェに、シェッセとタクトは早口で今見てきた物を説明しようとした。

「幽霊船！」

「幽霊船だ！」

「幽霊船がいたの！」

「幽霊船が出たんだよ！」

　交こう互ごに必死で説明を試みるのだが、二人とも同じことの繰くり返かえし。その騒さわぎに目を覚ましたリュカが、「ぐぅ？」と眠ねむそうな目をこすりながら小首を傾げた。

　一方、話を聞いていたクーミェはニコニコ笑いながら手をパタパタさせた。

「もう、二人とも、クーミェを驚かそうなんてしたってダメですよ」

「ウソじゃないよ」

「おい、疑ってるのか？」

　詰め寄るもクーミェは変わらぬ微笑ほほえみを湛たたえている。

「もう二人して私を担かつごうとしたって、ダメですよ。クーミェはもう14歳なんです。おねしょだって年に２回しかしない大人の女なんですよ。そんな話で驚かそうとしても、今夜タクトさんを呼び出してトイレについてきてもらうだけですからね」

　てきめんに怖こわがってくれているわけだが、シェッセとてクーミェに怖がってもらおうと話をしているわけではない。実際に見てしまったのだ。信じてもらいたいところだが、クーミェはどこかズレた形で理解してしまっている。

　するとようやく正気に戻った様子のタクトが深呼吸をして居ずまいを正した。

「とにかく、今日はもう帰るぞ！」

「うん、そうだね！」

　シェッセもその意見に賛同すると、それにクーミェとリュカが続いた。

「じゃあ帰りましょうか」

「ぐぅ！」

　みなの了解を得て、シェッセたちは足早に帰路に就こうとした。来た時と同じく、タクトが荷物を背せ負おい、シェッセとリュカが後から続く。そして先導するクーミェが後ろを振り返りながら歩き始めたその時だった。

「………………」

　突とつ然ぜんクーミェがまるで糸の切られた操あやつり人にん形ぎようのように、パタリとその場に倒れた。

　あまりのことに三人が固まったのも一いつ瞬しゆん。すぐさまタクトが飛び出した。

「クーミェ！」

「……………」

　返答がない。呼吸はあるようだが、顔の色が真っ青だった。明らかにいつもの溌はつ剌らつとしたクーミェの姿ではない。

「タクト……クーミェは……」

「医者へ連れて行く！」

　すぐさまクーミェを抱だき上あげるとタクトは駆け出した。シェッセとリュカもその後を追う。

「リュカ、近くの商店からフランシーヌへ連れん絡らくを入れてジイさんたちに来てもらうぞ」

「ぐぅ！」

　返答したリュカはすぐさま四よつん這ばいになって、方向転てん換かんすると海辺の商店へと駆けていく。タクトはこの事態がなんであるのか理解しているのだろうか。胸むな騒さわぎを覚えながらもシェッセは必死でタクトの背を追った。




　港町ジュークにある町医者の元で応急処置がなされたクーミェは、その後すぐさまリラにある王都内でも有数の大病院へと馬車で搬はん送そうされた。

　待合室でリュカと共にジッとしていると、医者との話を終えたタクトが出てきた。

　沈ちん痛つうな面おも持もちを浮うかべるタクトが、シェッセの隣となりの椅い子すに腰こしを掛かける。

　シェッセは聞くべきか数瞬迷ったものの、心配な気持ちが勝まさりタクトに問うた。

「ねえタクト。クーミェって前から何か病気を持ってたの？」

　タクトはわずかに驚いたような顔をした。

「わかるか？」

「……うん。クーミェが倒れたとき、タクトはすぐにクーミェを抱きかかえて走り出したでしょ。だから前にもこういうことがあったのかな……って」

　タクトは僅わずかに息を吐ついて頷うなずいた。

「ああ、クーミェは元々持病があってな。２年前に大きな手術をしたんだ」

　２年前というと、クーミェが12歳の時ということだろう。

「クーミェは生まれた時から心臓が弱かったんだ。薬や魔法で治すって方法も執とったんだが、結局あまりうまくはいかなかったらしい。俺おれがクーミェと出会ったころは、あいつは外にもまともに出られないほど身体が弱かったんだ」

　今のクーミェしか知らなかったシェッセにとっては、あまりに驚きが大きかった。いつも全力でリュカを追いかけまわしたり、タクトに飛びついてきたりするクーミェ。その印象があまりに強く、弱々しい姿など想像することすら難しい。

「そのまま養生してても、クーミェは成人できるまで生きているのは不可能だって医者から言われたんだと……そんで医者が提示したのが練成臓器だ」

　シェッセも練成臓器についてはよく知っていた。シェッセが生まれた頃ころくらいから実用化が決まった医い療りよう魔ま法ほうの一種だ。被ひ験けん者しやの魔ま力りよく伝でん達たつ体たいを抽ちゆう出しゆつし、それを媒ばい介かいに魔力を流し込み、培ばい養ようし臓器に組み上げるという技術。滅ほろびてしまった古代の技術を研究し、現代の魔ま法ほう技術で復活させたのだという。

「でも練成臓器って、まだ問題が残ってるって……」

「らしいな。古文書の解読は済んでいたが、それと同じように出来る魔法技術が、現代魔法では不可能なんだと」

　そう現代の練成魔法で出来るのは、臓器機能を作り出すところまでだった。そしてその最さいたる問題とは練成臓器の安定性だった。

「あれはな、心臓としての機能は立派に果たしてくれるが、魔力量が安定した場所じゃなきゃ機能が低下したり強くなりすぎたりしちまうそうだ」

「聞いたことあるよ。安定した量の魔力を摂せつ取しゆし続けていないと最悪止まっちゃうこともあるって」

「ああそうだ」

「そうか……だからクーミェはセントウッドの外に狩かりに行く時は……」

「ああ。魔力量が安定しない都外はクーミェには危険なんだよ」

　以前クーミェに狩りに付いてこないのか、と聞いた時、彼女が言葉を濁にごしたことを思い出した。

「ねえ……今日みたいな症しよう状じようも、やっぱり魔力量が乱れたからかな」

「俺にはちょっとわかんねえ。魔法のことはあんまり詳くわしくねえからな。逆にシェッセに聞きてぇんだが、海辺とか王都の外れなんかは、魔力が薄うすくなっちまうもんなのか？」

　タクトの問いにシェッセは首を横に振った。

「そんなことはないよ。王都を囲むように73茎けいの均きん衡こう石せき柱ちゆうが立ってるでしょ。あれが霊れい樹じゆの森から流れ込んでくる魔力を一定に保ってくれてるんだ。だから王都の中だったら、外れとか真ん中とか関係なく、一定の魔力が空気中に在るはずだよ」

「…………そうなのか」

　タクトは納なつ得とくがいかないような表情で眉み間けんに皺しわを寄せた。何か気になっていることでもあるのだろうか？

　シェッセが問いかけようとしたその時、リュカが急に立ち上がり鼻をクンクンさせた。

「じいちゃんがくる」

　リュカの視線の先に目を移すと、そこには息を切らしたオルバと、深刻そうな顔をしたラザが駆け込んでくるのが見えた。

「………クーミェは？」

　額ひたいの汗あせも拭ふこうとせずオルバが問いかけた。それにタクトが答える。

「今んとこ心配はねえって医者は言ってる。ただそうなった理由が解わからねえから、いろいろ検査はしてるみてぇだ。もう少ししたら終わるって言ってた」

「そうか……」

　ようやくオルバは少し安心したのか、椅子に腰を掛けた。そんなオルバの背をラザが無言で叩たたいた。オルバは心配をかけたというように頷うなずく。

「すまなかったな……ミキハラも助かった」

「俺は運んだだけだ。なんもしてねえよ」

　オルバは困こん惑わく気味にただ項うな垂だれた。

「しかし、どうして急に……」

　やはりオルバにとっても不可解だったのだろう。急に練成臓器が異常を来してしまったという事実が。セントウッドの外れとはいえ、魔力量は安定している筈はずだ。だとすると、問題はクーミェの身体の中、つまり練成臓器にあったと考えるのが妥だ当とうだった。

　だからだろう。皆みなが皆、いま行われている検査結果が如い何かなるものか、気が気でない心持ちで待っていた。

　どれくらい時間が経たったのか。ひどく長い無言の時間が過ぎ、突然ドアがゆっくりと開いた。

「リュカちゃん！　心配しましたか！　心配しましたね！　わかってますよ！　でもクーミェはちょー元気ですよ！　だから今日こそリュカちゃんの耳をクーミェにサワサワさせてください！」

　病院で出してはいけない限界値を超こえた声量で、クーミェが飛び出してきた。

　みんな、ポカンと目を見開いてしまった。

「あら、みなさんどうしたんですか？　……あらら、クーミェはそんな弱い女じゃないですよ。蛭ひるのように切り刻まれても生き続ける、それがクーミェですから！」

　そう言って満面の笑えみを浮かべるクーミェを見た途と端たん、シェッセは胸がいっぱいになった。泣きたいような気持ちを抑おさえ、クーミェに駆かけ寄よる。

「ごめんね」

「え、どうしたんですか？」

「ボク、クーミェのこと何も知らなくって……たくさん苦しんでたこと知らなくって……」

「あらあら……さてはシェッセさん、私をただの妖よう怪かい変態肉屋女だと思ってたんですか？」

「……そ、そこまでは思ってないけど」

「いいんですよ。苦しいこともありましたけど、変態であることには変わりありませんから」

「そこは自負しちゃうんだ」

「ふふ、シェッセさんも、もう少し小さかったら、クーミェはきっとリュカちゃんと並べて一日中眺ながめていようと思っていたんですが、でも構わないんですよ。シェッセさんに対する変態行こう為いは今思案中ですので！」

　グッと握りこぶしで力説してくれるクーミェ。そんな勢いに押されシェッセの浮かべた涙なみだも思わず引っ込んでしまった。しかし、それがクーミェなんだろうとシェッセは思った。浮かべた涙を力ちから業わざで引っ込めてくれる、そんな心やさしい少女。

　だからシェッセはクーミェに笑え顔がおを向けた。

「うん、じゃあボクも全力で逃げる」

「望むところです」

　するとそこへオルバが心配そうな顔でクーミェに問いかけた。

「なあ、検査結果はどうだったんだ？」

「ええ、それなんですが、何事もなかったみたいなんです」

「何事もなかった？　しかし……」

「おかしいですよね。臓器はしっかり動いてるし、問題はないらしいんですが、さっきは何故なぜか具合悪くなっちゃいましたから」

「なんだ？　他に悪いところでもあるのか？」

「それもないみたいなんです。でも一応、心配なので２、３日入院しろってお医者様が」

「そ、そうか……」

　クーミェとオルバの会話を聞いていたが、彼女には嘘うそを吐ついたり無理をしている様子はない。むしろ本人も不思議がっているようだった。

　とはいえ何事もなかった、ということにシェッセだけでなく、その場にいた者全員が胸をなでおろした。

　後から医者が詳しくその場にいた者に説明してくれたが、やはりクーミェの練成臓器である心臓に問題はないということだった。現在も正常に動いているらしい。

　シェッセは夕日の差し込む病室でベッドに横になるクーミェの傍かたわらの椅子に腰を掛けた。

「何か持ってこようか？」

「あら、シェッセさん。そんな気を遣つかわなくていいんですよ。自分で取ってこれますから」

「ううん、今日くらいは気を遣わせてよ。普ふ段だんはクーミェ、朝から晩まで働いてるじゃないか」

「だって、お仕事が好きですから」

　そう言って笑うクーミェに、シェッセはほんの少し俯うつむいてしまった。

「……クーミェはえらいな」

「あら、お仕事大好きレベルだったら、シェッセさんも負けていないんじゃないですか？」

「ボクは……竜りゆう伐ばつ騎き士しになりたくて必死になっていただけだよ。地に足もつかないところで、毎日もがいていただけ。でもクーミェは違うんだな、って思ったんだ」

「あら？」

「毎日、お客さんやタクトやリュカに笑顔を振りまいて、元気で……ボクなんかとは全然ちがうよ。クーミェは強い」

　嘗かつての自分の姿が甦よみがえった気がした。ただ毎日盲もう目もくに剣けんを振り、できない魔法を勉強し、ドラゴンに関する書物を片かたっ端ぱしから丸暗記し……そんなことを繰り返す毎日。本当にこれは実を伴ともなっているのか、という葛かつ藤とうの日々。こんなことを続けるのに意味があるのか。そんな問いが頭の中に浮かぶ度たびに、その感情を必死で振ふり払はらい、ただひたすら泥どろの中でもがくように鍛たん錬れんを続けてきた。

　膝ひざの上に置いた両の拳こぶしを固く握る。

　その拳にクーミェの掌てのひらが優やさしく乗った。

「シェッセさん、今は楽しいですか？」

「……え？」

「フランシーヌで働くシェッセさんは楽しいですか？」

　リュカがいてクーミェがいて、そしてタクトがいる、この毎日。

　シェッセにとって掛かけ替がえのない毎日。

「…………うん、楽しい」

「それならよかった。……シェッセさん」

　クーミェはいつもと変わらぬやさしい笑顔を向ける。

「過去は過去ですよ。あるのは今と、それからこの先の未来だけなんです。過去のことで足を引っ張られてたらもったいないじゃないですか」

　本当に強い娘こだと思った。こんなに強くいられることがあるのだろうか。重い心臓の病に苛さいなまれ、今日のような謎なぞの発ほつ作さが起きる心配を常に抱かかえながら生きるということ。

　それでも彼かの女じよは気き丈じように生きていた。

　いや、だからこそ気丈に生きているのではないのか、そうシェッセは思った。

　――あるのは今と、それからこの先の未来。

　過去に縛しばられていたら、きっとクーミェは笑うことは出来ないに違ちがいない。だからこそ、前だけを向いて笑うのだ。

　しばらくすると、医師との話を終えたオルバとラザが戻ってきた。

　今日はオルバが一いつ緒しよに付つき添そって病院に泊とまるのだそうだ。リュカやタクトは、もう少ししたらラザと共に家に帰るという。明日も店があるので、そこそこで引き上げることにしたようだ。

　シェッセはどうすべきか考えたが、いつまでも病室にいてクーミェが休めないのも申し訳ないので、今日は帰ることにした。

「じゃあクーミェ、お大事に」

「ありがとうございます。シェッセさんもごめんなさいね、今日は心配をおかけしてしまって」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。じゃあまたお店でね」

「はい」

　挨あい拶さつを済ませたシェッセは病院を出て駅に向かうことにした。港町リラにも機関車が通っているので助かった。外はすっかり暗くなり、道にはポツ、ポツと街灯に火が灯ともっていた。

　と、シェッセが病院の敷しき地ちを出たところでタクトが追ってきた。

「あれ、どうしたの？」

「ああ……まあ、今日も送ってくわ。遅おそくなっちまったしな」

　正直シェッセはたまらなく嬉うれしかった。しかしクーミェのことも気き掛がかりだった。

「ありがとう。でもいいよ。クーミェに付いててあげてよ」

「大丈夫だ、ジイさんたちだっているんだし」

「そっか……じゃあ、お言葉に甘あまえて」

　タクトと肩かたを並べて日の落ちたリラの街を行く。魔力式の街灯の淡あわい光が、二人の影かげを伸のばす。そうやって無言で歩きながら、シェッセの頭の中では医師の診しん察さつを聞いた時から気になって仕方がないことがグルグル回り続けていた。

　――どうしてクーミェは突とつ然ぜん倒たおれてしまったのだろう。

　結局、練成臓器に異常は見られず、都内の魔力が安定した場所で彼女は倒たおれてしまった。

　原因が何一つ見当たらない。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「クーミェのこと、いろいろ聞いてもいい？」

　そう口に出すとタクトは僅わずかにシェッセを見てから、再び前を向いた。

「ああ」

「フランシーヌでドラゴンのお肉を扱あつかっているのって、もしかしてクーミェの為ため？」

　そうシェッセが聞くと、タクトは少し驚おどろいた顔をしながら頷うなずいた。

「ああ、よくわかったな」

「うん、ドラゴンのお肉って、すごく高く売買されるでしょ。どうして下町の肉屋にそんな額のお金が必要なのかな、って前からちょっと疑問だったんだ」

　シェッセが知る練成臓器は、一いつ般ぱん市し民みんでは手が出せないほどの高額な医い療りよう費ひがかかる。それは魔力伝達体の抽ちゆう出しゆつ、そこから臓器へと長期間かけての練成、そしてそのための手術。そのどれもが高等技術と時間を要し、また最さい先せん端たんの魔法技術師の手を多く借りなければならないことがあるからだった。

「……むかし本で読んだことがあるんだ。練成臓器の手術は、テューレの一等地に大きな家を建てるくらいお金がかかるって」

　それを聞いてタクトは観念したかのように息を吐ついた。

「まあ、そんな金を下町の肉屋が持ってるわけはねえからな」

「じゃあ、この仕事ってオルバさんとかが始めたの？」

「ああ、クーミェが生まれてしばらくした時に、心臓の疾しつ患かんが解って、あのジイさんはいろいろ考えたんだそうだ。どうしたらそんな莫ばく大だいな金を稼かせげるのかって。んでクク族の知り合いに頼たのみ込こんだそうだ」

「それがラザさん？」

「ああそうだ。昔っから馴な染じみだったラザじいさんと話して、ドラゴンを狩って売ることを思いついたんだそうだ。もともと狩しゆ猟りように長たけた人たちだったから、下位種のドラゴンなんかはサクサクと取ってきて売っていたらしい。しかもどれも旨うまい。どんな値段付けたって飛ぶように売れる。そうやってクーミェが生まれてから、12歳さいになるまでずっと稼ぎ続けた。その間、クーミェの両親が店を切り盛りしていたんだ。んで、ようやく頭金が出来て、手術の段取りが整い、そんで２年前に手術をした」

　そんな過去の話からか、ふとある疑問がシェッセの頭の中に浮かんだ。

「タクトはいつからクーミェを知ってるの？」

「俺がジイさんたちに拾われてきた時は、クーミェはまだ８歳くらいだったかな……っつーと何年前だ？　６年前か」

「そんな前から、タクトはドラゴン狩ってたんだ」

「まあ、俺もヒヨッコだったけど、武器は使えたからな。師し匠しように仕込んでもらってたからよ。ただまあ、最初のころは食い物を傷つけんなって、あのジイさん二人には散々怒おこられた」

「そうなんだ」

　あのタクトが、オルバとラザに叱しかられている様子を思おもい浮うかべてしまった。ちょっと見てみたかった気もする。

「俺が入ってから上位種も狩るようになって、そんで２年前に手術して……それから元気になったクーミェは店にも出るようになった。でも借金はまだ結構莫大な額だからよ、クーミェを俺に預けてジイさんたちは東のパシエニール共きよう栄えい圏けんへ下位種のドラゴンを狩りに。クーミェの両親は南のボルタラへ出で稼かせぎに」

　たしかにクーミェの両親を見かけたことはなかった。しかしそんな理由で別々に暮らしているとは想像もしたことがなかった。

「……そんな大変なことになってたんだ」

「まあ、そりゃ早く家族一緒に過ごせるようになりゃ、それに越こしたことはないが、その辺はシェッセが思っているほど深刻なもんでもないんだよな……」

「え、どういうこと？」

「あー、まあ、クーミェの両親だ。クーミェみたいなのがあと二人いると考えるとわかりやすい」

「……つまりクーミェが……三人」

　かなり濃こい状じよう況きようがシェッセにも容易に想像できた。

「それくらいに底そこ抜ぬけに明るい両親だ。毎週手紙を寄よ越こしてくるんだが、まあ、とにかく楽しそうなんだ」

「そ、そうなんだ」

　シェッセの頭の中でリュカを追いかけるクーミェ親子の図が浮かんだ。

「でも、やっぱり早く一緒に暮らせるようになるといいね」

「ああそうだな」

　そんなシェッセにも一つだけ理解できたことがあった。

　タクトやリュカたちへ注がれるクーミェの並々ならぬ愛情。あれは彼女ができる、命をつないでくれる者たちへの最大の感謝の姿だったのだ。

　いつも過か剰じように元気で明るくニコニコと朗ほがらかな彼女。それはタクトやリュカのおかげでこんなに元気なんだと、訴うつたえかけていたのだろう。

　そのことがわかった途端に、シェッセは自分の思し慮りよの足らなさを嘆なげきたくなった。彼女があんなに必死になって元気でいることの意味をもっと考えられなかったのだろうか。

　そんな思いと同時に、やはり彼女のあまりに突とつ然ぜんな不調が気に掛かった。

「ねえ、タクト……やっぱおかしいよね」

「うん？」

「どうしてクーミェは急に倒れちゃったんだろう」

「ああ、それだな。俺はさっきも言ったが魔法に詳しくねえから、よくわかんねえんだよな」

「練成臓器にも異常がなくて、魔力が乱れてない場所なのに………魔力が乱れた……ってことなのかな」

「俺もそれを考えていた」

「でもさ、もし王都に魔力を供給している均きん衡こう石せき柱ちゆうに異常があったら、もっと大おお騒さわぎになってるよ。だってあれは、魔力をため込んで空気中に放っているから、もし均衡石柱が壊こわされたりしたら、大量の魔力が放出されて、船とか魔法製品が火を噴ふいたりしちゃうんだよ」

「じゃあ、逆か」

「ぎゃく？」

「ああ、魔力がなくなったってことじゃねえか」

　そう言われると確かにそうである気もする。しかし魔力がなくなるなどという事態は考えづらい。何しろ空気がなくなってしまうような物なのだ。

「そんなことあるかな」

「……たとえば、あの幽ゆう霊れい船せん」

「え!?」

　シェッセは思わずゾクッとした。夜道で幽霊船の話など、シェッセには耐たえられない。しかしそれをタクトに気取られても癪しやくなので平静を装よそおう。

「おい、シェッセ」

「なに？」

　とても普ふ通つうの返答を返した。声が震ふるえている様子はない。

「あのな……なんで、急に腕うでを掴つかんでくる？」

「え!?　いや、これは……あれだよ。夜道は危ないから、その……」

「まあ、いいや。転ばねえように捕つかまってろ」

「……………」

　どうもタクトに心の内がバレているような気がするが、彼かれは特に気にする素そ振ぶりも見せなかった。

「そ、それで、その、ゆ、幽霊船がどうしたの？」

「いや、ああいうことやるドラゴンがいたな、と思ってな」

　タクトが呟つぶやいた言葉に、シェッセも心当たりがあった。民話などに出てくることがある古いドラゴン。それは海の中で船を襲おそい、それを隠かくれ蓑みのにして他の船に近づく。そういったドラゴンがいたことを思いだす。

「え、でもあれってドラゴン討とう伐ばつ概がい要ようにも騎き士し団だんの記録にも実在は確かく認にんされていない、って書かれていたはずだけど」

「ああ、でももしかしたら………」

　その時、通りの街灯がチカチカと明めい滅めつした。シェッセが何事かと見上げた時には、辺りの街灯の火が消え入りそうなほど小さくなっていた。

「これって……」

　魔ま力りよくによって灯された炎ほのお。それが一いつ斉せいに弱まってしまっていた。

　周りの民家に目を移すと、やはり魔力を原動力にした光が弱くなっている。

　考えられることは一つである。魔力の供給が急激に落ち込んだ、ということだ。

　タクトが驚きシェッセに聞いてきた。

「おい、もしかして魔力がなくなっちまったのか」

「ううん、普通そんなことありえないよ。だって、空気中には魔力はいくらでも存在する。それがなくなるなんてことは……」

「でも、いま魔法に関するものが全部弱くなってるんだぞ」

「うん、なんかおかしいよね……均きん衡こう石せき柱ちゆうが王都内の魔力量を安定させている。たとえあれが壊されたって、魔力がなくなるわけじゃないもん」

「ってことは、なんかそれ以外の理由があるってことだよな……」

　そこまで言ってタクトが急にハッとした。

「おい、シェッセ、病院に戻もどるぞ！」

「え？」

「クーミェが！」

　最後まで言う前にタクトの足は病院へと向いて走り出し、すぐさまシェッセもその背を追って駆かけ出だしたのだった。




◇◇◇◇




　カティナは沈ちん痛つうな面おも持もちで内務部調査室に戻ってきた。彼女の帰りを待っていたガランとリタは、カティナの顔を見て、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「どうした、カティナ」

「いえ……その……」

　カティナは言葉に詰つまってしまった。どう話していいのかわからなかったのだ。とにかく今話してきたことだけでも、二人に伝えていく。

「やはりウィリー様は、二人の秘密についてある程度情報を得ていました」

「そうか」

「やっぱりね」

「ただそれ以外は、ぼやかしたことしか言っておりませんでした。どうも判断がつけ辛づらいことばかりで……」

　そう言ってカティナは今話してきたことを二人に告げる。ガランとリタは、ただため息をついて腕を組んだだけだった。

「おそらくウィリー様はなにか思おも惑わくがあって、あの二人を一緒にしています。ただその目的だけは推測のしようがありません」

「そっかあ、カティナにもわかんないんじゃねえ……」

「それに、彼のことですから私たちの動きにも気が付いている可能性があります」

　するとガランが眉み間けんに皺しわを寄せて顔をしかめた。

「そりゃまずいな……」

「ええ……ただ彼にとって都合が悪ければ、すぐに我々を別の部署へ異動させることは可能でしょう。なので今後のウィリー様の動き次し第だいでは、お二人はまた辺境への竜りゆう伐ばつに出しゆつ征せいすることになるかもしれません」

「えーっ、それはやだー」

「おい、リタ。竜伐騎士がそれを言うか？」

「だって、嫌いやなもんは嫌なんだもん」

　そんな二人を見ながらカティナは薄うすく笑った。

「そうならないように尽じん力りよくします。なにより彼にとって都合がいいなら、我々も放ほう逐ちくされているでしょう。少なくとも彼の意図さえわかれば、それに乗っても構わないと思っています。ただ、以前ガランさんが言った通り、その思惑が騎士団に有るまじき行動なら、全力を持って止めねばならないでしょう」

「そうだね」

「ああ」

　意思を確かめ合うように三人は頷うなずいた。そしてカティナは表情を引ひき締しめ、ウィリーの話の続きを話し出した。

「それからもうひとつ、彼の話で気になったのは、歴史的な齟そ齬ごについてです」

「なにそれ？」

「ウィリー様は歴史……いえアステイリア神話に記されていない事実がある、というようなことを言っていました。もしかしたら、我々が知るアステイリア神話と異なる部分がどこかにあるのかもしれない……それがシェッセたちに関かかわる事実につながっている可能性もあります」

「なるほどな……歴史的事実か」

　そう言いながらガランが頷うなずき、背にしていた六ろつ鹿か戦せん斧ぷを出してきた。

「ならこいつに聞いてみるというのはどうだ？」

　その提案にカティナとリタはハッとなった。確かに古代に造られた、旧時代の技術である聖遺物なら、遠い昔のことを知っているのかもしれない。

「そんなこと出来るんですか？」

「やってみるしかないだろう。それにこれ以上の生き証人は他にはいるまい」

　ガランは力強く頷き六ろつ鹿か戦せん斧ぷと向き合った。

「なあ、六ろつ鹿か戦せん斧ぷよ。教えてくれ、旧約の時代、おまえたちが造りだされた頃ころ、どんなことがあったのか」

　するとゆっくりと息を吸うように六ろつ鹿か戦せん斧ぷの周りの空気が動く。

『………何を知りたい？』

　聖遺物の声が聞こえないカティナは、ガランに問いかけた。

「何か言っていますか？」

「ああ、聞けそうだ。……なあ、六ろつ鹿か戦せん斧ぷ。旧時代、アステイリアと竜人ナギとの戦いの中で、一体どんなことがあったのか、それを知りたい」

　ガランの問いかけに長い沈ちん黙もくが続き、それからゆっくりと空気が動いた。

『………言えぬ』

「何故なぜ？」

『我には権限がない』

「権限がない？」

『うむ、我らは凡すべてを「霊れい樹じゆの剣つるぎ」に倣ならって造られた。遵したがって凡すべての聖遺物の大神である、霊樹の剣から権限を得ねば、旧約の時を語る事は出来かねる』

　ガランが大きなため息を吐ついた。そこをリタが咄とつ嗟さに問うた。

「なんて言ってた？」

「霊樹の剣に許しをもらわねば話せんそうだ」

「え!?　霊樹の剣って聖せい剣けんじゃないの？」

「ああそうだ」

　遠い昔、血けつ焔えんの聖せい女じよシェッセ・ルシーニアがナギとの戦いに用いたと言われる聖剣である。アステイリア神話の中に於おいては、ただ聖剣とだけ記されているが、その後、霊樹の森にルシーニアが消えたと伝承されることから、霊樹の剣と呼ばれるようになった。

　カティナはその話を聞きながら目を眇すがめた。

「しかし伝説上の物とされる霊樹の剣が、六ろつ鹿か戦せん斧ぷの言う通りなら存在するということになりますね」

　するとガランが苦笑いをした。

「しかし霊樹の森は魔力が強すぎて誰だれも入ることが出来ん。普通の人間が入れば、魔力伝達体が破は裂れつして、たちどころに死んでしまう。霊樹の森に入れんのだから、それでは存在しないのも同じだ」

「確かにそうですね」

　そうカティナが答えた時、魔力通信機のベルがけたたましく鳴った。

　受話器に手を伸ばしたカティナは通話口に耳を当てる。

「内務部、２０３号、カティナ・イシュルダールです」

『ジューク駐ちゆう屯とん所しよから通信！　幽霊船が出た！』

「本当ですか!?」

『幽霊船は、外洋からジューク湾わんへと進行中。現在ジューク駐屯部隊は迎げい撃げきを繰くり返かえしている』

「戦せん況きようは？」

『芳かんばしくない。陸からの法ほう撃げきで対処をしているが相手には怯ひるむ様子がない。本当に幽霊船かもしれない………』

「バカなことを言わないでください！　状況を詳くわしくお願いします」

『よくわからないんだが、魔法がうまく機能しないんだ』

「魔法が機能しない？　それは練成法の間ま違ちがいのようなケアレスミスではないということですか？」

『ああ、周りの魔法製品も異常を来きたしている。おそらく幽霊船に魔力を吸い取られている、そういった印象だ』

「魔力を吸い取られている？」

　するとそれを聞いていたリタが、何かに気が付いたように顔を上げた。

「魔力を吸い取るって……もしかして」

　隣となりにいたガランも顔を顰しかめながら頷いた。

「ああ、『城呑竜グライ・オンカ』かもしれないな………」

　咄とつ嗟さのことに受話器を横にしたカティナは二人を見た。

「なにを言っているんですか。城呑竜グライ・オンカはまだ騎士団では実在が………」

「でもさ、民話や古い記録にあるよね」

　リタの言う通り、クク族などの民話や、魔法文明が発達するよりも以前の資料には記き載さいがある。

「カティナだって知ってるでしょ」

「ええ、確かに王家の所有する記録書の神代記に、古都クインティオの城が呑のまれる話がありましたね」

　古都クインティオは現在のサウスクインティアと北のカラセナの一部を纏まとめた地域の旧名である。現在のノルフ国王家が、国を統一するより以前に存在した小国の中の一つだ。

「確か、旧約の時代よりも後になりますね」

「だったらさ、アステイリア神話より信しん憑ぴよう性せいがあるっしょ」

　リタが自信あり気に言うとガランも賛同するように頷うなずいた。

「王家の神代記に出てくるドラゴンで最近確認されたドラゴンも多数いる。信しん頼らいしてもいいんじゃないか」

　たしかにそういった事例は散見する。

　その時カティナの頭の中に、ウィリーの言っていたことが浮うかんだ。

　――幽霊船に関して言えば、先入観を捨ててかかるべきだろう。

「……いや、まさか」

「しかし他にそういったことが出来る輩やからの話は聞いたことがない」

「そうね、どういう訳かこっちに来ているみたいだけど」

　自らを激しながらカティナは今起こっていることを冷静に考えた。

　幻精竜フイニカの騒さわぎに乗じて、別の魔ま竜りゆう口くち寄よせを行うのなら……。

　より強大な上位種のドラゴンを口寄せすること。

　だとすれば……。

　カティナは瞬しゆん時じに記き憶おくの中にある、王家の神代記と、クク族の民話を記した書しよ籍せきの内容を並べていく。その中から共きよう通つう項こうを見つけ、城呑竜グライ・オンカの概がい要ようを頭の中に纏まとめた。

「リタさん、ガランさん！」

「はいよ」

「行くか？」

「よろしいですか」

「当たり前じゃない」

「ドラゴンが相手なら、俺おれたちが出るしかないだろう」

　勇ゆう敢かんに笑う二人に、カティナも笑い返した。

「移動しながら話しましょう。私見ですが城呑竜グライ・オンカの討とう伐ばつ法を過去の記録から纏まとめました」

「さっすがカティナ！」

　三人は言葉を交かわしながら足早に騎士団庁舎を後にした。




　シェッセとタクトがリラの病院に着いたとき、院内の灯あかりはほとんど消えていた。

　魔力灯の火が消え、代わりに油のランプがひっそりと灯ともっている。

「……病室か」

　タクトに先導され、シェッセは階段を駆け上がった。院内は医者たちが突然の事態に、右往左往していた。その間を潜くぐり抜ぬけ二人はクーミェの病室に入った。

　するとそこでは、ベッドに寝ねかされたクーミェに対して、リュカとラザが何かの魔法を掛かけているところだった。少し離はなれた場所には心配のあまり顔面が蒼そう白はくになったオルバが立っている。

「おい、ジイさん、クーミェは？」

　急せき立たてるように言うタクトに、オルバが静かに答えた。

「いま、リュカとラザが、クーミェに魔力を供給している。しばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう」

　その声にリュカがチラリとこちらを見て、

「ぐぅ」

　と答えた。見るとクーミェの上には、中空に浮かんだ竜仙華カラフが魔ま方ほう陣じんを描えがき、柔やわらかな光が差している。リュカがやる、壁へき覇は式の魔法だろう。

　壁覇式を編み上げているラザの顔がこちらを向く。

「王都内の魔力がどこかに吸収されておる。ワシとリュカで隔かく界かいに僅わずかに穴をあけたところじゃ。これで別の世界から魔力は多少供給できる。しかし、いつまでも持つわけではない。急いでこの原因をなんとかするんじゃ」

　額ひたいに玉のような汗あせを浮かべながら二人は、再び術式に集中した。

　シェッセはタクトに向き直る。

「ねえ、これってやっぱり……」

「ああ、そうかもしれねえ……」

　先ほどタクトが口にしかけたドラゴン。この事態を考えればそれしかないのかもしれない。

「城呑竜グライ・オンカだろうな」

　上位特級種――城呑竜グライ・オンカ。

　仰あおぎ見みるほどに長大な首と、巨きよ岩がんのような偉い躯くを有し、あたりにある魔力を根こそぎ吸い取っていく海かい竜りゆう。鱗うろこに覆おおわれた皮ひ膚ふは岩がん盤ばんのように硬く、通常の攻こう撃げきでは打ち破ることができないと言われている。神話や民話の中で、陸に上がったそのドラゴンが、小さな城を呑み込んだことから、この名前が付けられた。

「ねえ、城呑竜グライ・オンカって……あれは伝説上のドラゴンなんじゃ……」

　そう言ったシェッセにタクトはぽつりと言った。

「しかし今起こっていることは、城呑竜グライ・オンカ以外考えらんねえ」

　確かにそうなのだ。書物にのみ記されているドラゴンであり、ここ数百年の間、実在が確認されたことがなかったドラゴン。しかし今この王都セントウッドを襲っている事態は、間違いなく城呑竜グライ・オンカがしているとしか考えられなかった。
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「それに、俺たちがジュークに行った時、幽霊船を見たろ」

「うん」

「あれはたぶん城呑竜グライ・オンカが、海上で他の船を襲う時にするって言われてる偽ぎ装そうだ。あの船に意識を引きつけておいて、その間に目的の船の真下にもぐりこみ、そこから一気に襲いかかる」

「そうか、城呑竜グライ・オンカが現れたから……あの時クーミェが……」

　タクトがコクリと頷うなずいた。あの時、近くに城呑竜グライ・オンカが偽装する幽霊船が現れ、そして周りの魔力を奪うばった。そのことで、クーミェの身体を維い持じする練成臓器が機能を低下させた。

　そう考えると筋が通る。

「おそらくあの時は、まだ城呑竜グライ・オンカは本ほん腰ごしを入れてはいなかったんだと思う。ジューク湾に入った今、本気で仕し掛かけてきたんだろう」

　タクトはオルバを見、そしてシェッセに顔を向けた。オルバもシェッセも、タクトのその視線に頷うなずき返す。

「シェッセ、おまえ弓はあるな？」

「うん、あるよ。笛てき吹すい矢しも残ってる」

「わかった。それから、ラザジイさん」

「なんじゃ」

「破は堤てい鎚ついって、出すことできるか？」

「ワシとリュカでギリギリ壁へき覇はを保っている状態じゃが……まあ、できんこともない」

「ぐぅ」

　力強く返事をするリュカにタクトが頷き返した。

「すまねえ、破は堤てい鎚ついを頼たのむ」

　するとリュカはいつもするように座標を指定しだした。

「していざひょう、２８８９２１０９２７、９８１２０００３、５７、５７８」

　切り取られた空間が僅かに変色し、光が強まった。タクトはその光の中に腕を突っ込む。

　すると途と轍てつもない質量の金属の塊かたまりが飛び出してきた。

　タクトの言う破は堤てい鎚ついだろう。人二人分はあろうかという、巨きよ大だいな金属の塊。取っ手がいくつか付いているところを見れば、数人がかりで持ち上げる物なのだろう。

「よっしゃ、ほいじゃあ出かけるか」

「うん」

　その時、固かたく目を瞑つぶっていたクーミェがうっすらと目を開いた。

「……タクトさん」

「なんだ？」

「ごめんなさいね」

「何言ってんだ。クーミェが居なきゃ店が開けらんねえぞ。だからゆっくり休んでろ」

「…………はい」

　クーミェは蒼白な顔に、うすく笑えみを浮かべ、そして目を閉じた。

　シェッセは笛てき吹すい矢しと長ちよう弓きゆうを肩かたに掛けた。

　タクトが破は堤てい鎚ついに手をかけると、腕うでの筋肉が盛り上がる。そして背に担かつぐように持ち上げてしまった。

　思わずシェッセはそんなタクトに問いかける。

「重くない？」

「重いに決まってんだろ」

　それはそうだと内心思いながらも、よくこんな質量の金属の塊かたまりを一人で持ち上げられるな、と感心した。

「ジイさんはどうする？」

「そうじゃな……ここにいてもワシがクーミェにしてやれることはないわい」

　オルバがそう言うと、ラザがその背に声をかけた。

「おい、ワシの大おお金かな槌づちを持って行け」

「なんだラザ。おまえそんな物持ってきたのか？」

「当たり前だ。クク族は狩しゆ猟りようの民。いかなる時も狩猟の道具は持ち歩く」

　ラザがそう言った向かいでリュカが小さく首をすくめ、「ぐぅ」と申し訳なさそうに呟つぶやいた。ラザが目線を送った先の壁かべに大金槌が立てかけてあった。

「それじゃあ、すまんが借りていくかの」

　オルバはそう言って大金槌を担ぐ。

「行くかい？」

「ああ、そうさせてもらおう」

　皺しわだらけの顔を綻ほころばせたオルバの背中には、既すでに大金槌が背せ負おわれていた。

　すぐさま、三人は夜の闇やみを渡わたり、ジューク湾へと走った。







第四章　城呑竜グライ・オンカの襲しゆう港こう
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　カティナ・イシュルダールがガランとリタと共にジューク湾に到とう着ちやくした時には、既すでに戦の幕は切って落とされていた。

　王立魔ま法ほう騎き士し団だん海洋軍の軍ぐん艦かん、駆く逐ちく艦かんが城呑竜グライ・オンカを取り囲み、練成砲ほう撃げきを放っている。

　しかしどうしたことだろう。魔法騎士団の粋すいを集めて造られた軍艦の動きが鈍にぶい。

「やはりそういうことか」

　呟つぶやくように言ったカティナの言葉にリタが反応した。

「もしかして、魔ま力りよくを吸収してる？」

「ええ、そのようです。今、王都中の魔力が城呑竜グライ・オンカに向かって集まっている。すべて吸収されるのも時間の問題でしょう」

　すると隣にいたガランが腕を組みながら苦い顔をした。

「そりゃまずいな。魔ま法ほうを前提に戦う騎士団にゃ勝ち目がねえ」

「ええ、そうです。しかも城呑竜グライ・オンカの肉体は岩盤のように硬い。あれを貫つらぬくことができるのは、魔法以外は……」

「これってことだろう」

　ガランは手にした六ろつ鹿か戦せん斧ぷを掲かかげてみせる。聖遺物、魔法とは全く違ちがう組成をした古代の遺産。この力を以もつてしか、あの城呑竜グライ・オンカに太た刀ち打うちする手段はない。

「急ぎましょう」

　カティナたちは馬に鞭むちを入れ、ジューク湾に向かって駆かけ出だした。

　ほどなく到着したジューク湾は避ひ難なんをする住民でごった返していた。王立魔法騎士団から派は遣けんされてきた騎士たちが誘ゆう導どうを行っている。

　カティナはその中にいた一人の小隊長に、声をかける。

「避ひ難なん誘ゆう導どうは後どれほどかかる？」

　小隊長の男は声に振ふり返かえると、毅き然ぜんとした顔で状じよう況きようを報告した。

「現在、一いつ般ぱん市民の誘導は６割方完かん了りよう。残り20分ほどで、すべてが完了する。後のち、逃にげ遅おくれた者の捜そう索さくを展開する予定だ」

「相あいわかった。ご苦労」

　その時、海上から大きな火柱が上がった。同時に空気を震ふるわすような轟ごう音おんが響ひびき渡る。

　軍艦の１隻せきが炎ほのおを上げたのだ。

　――まずいな。

　カティナは内心の焦あせりを表に出さず、リタとガランを先導する。

「お二人は、海洋軍の艦かんにお乗りください」

「ああ、わかった！」

「まかせて！」

　馬を走らせ、王立魔法騎士団海洋軍の船が集まるドックに到着する。こちらも既すでに控ひかえている海洋軍の騎士たちが走り回るように対応に追われている。

「すまん、王立魔法騎士団内務部、カティナ・イシュルダールだ！　これより竜りゆう伐ばつ騎き士しをお連れする！　船を出してほしい！」

　応答したのは、海洋軍の指揮官らしき老ろう齢れいの騎士だった。

「かしこまった。しかし空気中の魔力が既に減退しております。このままでは、船がドラゴンに到着する前に、止まってしまう恐おそれがありますな」

「手て漕こぎの船はあるか？」

「ございます」

　それを待っていたかのように、既に用意されていた手漕ぎの葉型船が担ぎ込まれてくる。

　現在でも魔力機関を使わない漁業船として使われている物だ。

「こんなものがまだ海洋軍にもあったのか」

「訓練も積んでいます。海では何が起こるかわからない。我々は万ばん全ぜんの態勢でおるのです」

　そう言うや指揮官は海洋軍の若手に指示を出した。

「竜伐騎士が乗られるぞ、おまえたち気を引ひき締しめて当たれ！」

「「「おおお！」」」

　通常の騎士団とは違うその雰ふん囲い気きが、今のカティナには頼もしく見えた。

　海面に下ろされた葉型船には次々に若い騎士たちが櫂かいを持って乗り込んでいく。その後を追ってカティナ、リタ、そしてガランが乗り込んだ。

「出航！」

　船頭が音おん頭どをとると同時に、全員が息の合ったピッチで櫂かいを漕こぐ。グングンと葉型船はスピードを上げ、ジューク湾を滑すべって行った。

　ガランは六ろつ鹿か戦せん斧ぷを構えながら、眉み間けんに皺しわを寄せている。それに気が付いたリタがガランの顔を覗のぞき込こんだ。

「どしたの？」

「……うん、ちょっと船ふな酔よいだ」

「あんた……オッサン……竜伐騎士が船酔いって……」

　意外にも船は苦手らしいガランは、口に手を当てながらも表情を引き締めた。

「大丈夫だ。これしきのことでおぇぇぇぇ！」

「うわっ！　汚きたない！　何やってんのガラン！」

　隣で見ていたカティナも、さすがに心配になった。するとリタが懐ふところから錠じよう剤ざいを取り出してガランに渡した。

「ほら、これ飲みなさい」

「なんだこれは？」

「船酔いの薬よ。こんなこともあろうかと、用意しておいたのよ」

「た、助かる。さすがリタだな」

　ガランはリタからもらった薬を飲みこむや、すっくと立ち上がる。

「よく効きくな、この酔よい止どめは！」

　効果てきめんの様子にカティナは胸をなでおろした。これから決戦の時に竜伐騎士が万全でなくては困るのだ。しかしリタの用意の良さにはカティナも驚おどろいた。

「よく、船酔いの薬なんて持ってましたね。私はすっかり失念していました」

　するとリタはケラケラ笑いながら小声でカティナに耳打ちをした。

「あれ、あたしが持ってる鎮ちん痛つう剤ざいだよ」

「え？」

「ガランはバカだから、船酔いの薬だって言って飲ませればたちどころに効くのよ」

　カティナは呆あつ気けにとられた。

　病は気から、とは言うがまさにそれを実じつ践せんしてみせているガラン。

「よっしゃあ！　こい、城呑竜グライ・オンカ　！」

　船酔いもなんのその。完全に回復しているのである。

　その時、またも海上から火の手が上がる。海洋軍の駆逐艦が２隻せき沈しずめられていた。

　水面には船の残ざん骸がいがあちこちに散在し行く手を阻はばむ。しかし葉型船は器用に舵かじを取りその間を縫ぬうように進んでいった。

　近づくにつれ空気中の魔力量がどんどん薄うすくなっている。それがカティナの肌はだでも感じとれた。

「魔法は……あまり期待できないでしょうね」

「そうだね。たぶん後少ししたら、全部あいつに吸い込まれちゃうだろうね。その前に少し使えればラッキーくらいかな」

　そうなってしまったら、カティナなどいても仕方がない。そんな思いに囚とらわれていると、リタがにっこり笑いかけてきた。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶさ。どうにかなるよ」

　海洋軍の漕こぐ葉型船は猛もう烈れつなスピードで、軍艦の脇わきに滑り込んでいく。

　そこでカティナは、軍艦に向かって大声で呼びかけた。

「内務部カティナ・イシュルダールだ！　竜伐騎士が到着した！　海洋軍の皆みな、援えん護ごを頼みたい！」

　すると船上から指揮官が顔を出した。

「相あい分かった！　これより我々は内務部の指揮下に入る！　全力で竜伐騎士を援護する！」

　潮で嗄かれたガラガラの大声で指揮官が快こころよい返事を返してくれた。

　その時、ボロボロになった幽ゆう霊れい船せんが音を立て飛沫しぶきを上げながら海中へと沈しずんでいった。

　――来るか!?

　そして沈みきったその場所から、長く巨大な鎌かま首くびが水面から現れた。




△△△△




　クローディアス・フォンブラウンが率ひきいる小隊に与あたえられた任務である避難誘導は、あらかた終しゆう了りようしていた。全員がジュークからテューレ方向へ向けて避難がなされている。港周辺の民家の誘導が主だった任務であった。他の小隊も各地域で避難誘導を行っている。中隊以上は全すべてドラゴン上陸に備え、上陸予測地点に配備されていた。

　そこへ確かく認にんを終えた副隊長のターニャが走り込んでくる。

「確認終了しました」

「ご苦労。後は、北ジューク分隊に任せれば問題ないだろう。引き続き逃げ遅れた者がいないか捜索を続けてくれ」

「はい……それから、クローディアスさん」

「なんだ？」

　ターニャは何か言いたげな表情をしている。

「なんだ、言いたいことがあれば言えばいい」

「あ、はい。先ほどジューク湾わんを中心に季き節せつ竜りゆうが集まりだしているという情報が」

「季節竜というと……」

　クローディアスはすぐさま空を見上げた。月明かりもなく、街灯の光もない空は、底のない谷を見るかのように暗かった。

「牙翼竜ロルカあたりか？」

「はい、おそらく。先ほど北ジューク分隊の騎士が、何なん匹びきか討伐したと言っています」

「この騒さわぎだ。おそらく牙翼竜ロルカが気が付いて人間を襲おそってもおかしくない」

「我々も対処すべきかと」

「そうだな……しかし魔力がもうほとんど空気中に存在していない。危険だぞ」

「それは覚かく悟ごの上です」

「………そうだな」

　ターニャの言葉にクローディアスは気を引き締めながら、湾に目を向けた。火の手が上がっている。かなり遠くであるにも拘かかわらず、ここからも見えるということは、海上はかなり熾し烈れつな戦いになっているに違いない。先ほど竜伐騎士を引き連れた内務部のカティナ・イシュルダールが通り過ぎて行った。もう、現場には到着していることだろう。

　自分もその場にいられないことが、クローディアスには口惜くやしかった。

　まだ自分にはそれほどの力がないのだという事実を噛かみしめる。

　その時だった。遠くに人ひと影かげが走っていくのが目に留とまった。それだけだったらクローディアスもただの残っていた避ひ難なん民みんかと思ったのだが、明らかに違っている。その三人は避難方向を逆走して行ったのだ。

　しかもその中の一人が……。

「……リハエル」

　間ま違ちがいなかった。かなり遠くであったが、三人の中にシェッセ・リハエルが交じっていた。他ほか二人に関しては目がかすんだし、暗かったのでよく見えなかったが、リハエルが居たことだけはクローディアスにはよくわかるのである。

　目を見開いているクローディアスの姿に、ターニャが不ふ審しんそうな顔をした。

「どうかしましたか？」

「今、リハエルが港の方に向かって走って行ったんだ！」

「………………」

　ターニャはしばらくポカンとした後に、火が付いたようにしゃべりだした。

「クローディアスさん！　落ち着いてください！　あんな騎士がどうして、こんなところにいるんですか！　いるわけがないです！　それはクローディアスさんが見た幻げん想そうです！　幻まぼろしなんです！　立ったまま夢なんか見ないでください！　百歩譲ゆずって夢を見ることを良しとしましょう！　でも、夢の中にまでリハエルを出さないでください！」

　いつも冷静なターニャにしては珍めずらしく感情的である。どうしたことだろうか。しかしそれはさておき、クローディアスにはハッキリさせておかなければならないことがある。

「ターニャ、夢じゃない。俺おれは２キロ先からでも、リハエルかどうか見分けることができる！　大だい丈じよう夫ぶだ、その点に関しては自信がある！」

「そんなことに自信持たないでください！」

　どういう訳か、今日のターニャはえらく感情的である。

「とにかく、リハエルが港に向かっている。最悪の場合、城呑竜グライ・オンカが上陸することだって想定しなければならんのだ。もしそうなったら、リハエルが危険だ」

「……………」

　ターニャはどこか不満そうに視線を逸そらす。

「なあ、ターニャ。頼む、リハエルを救わねばならない！」

「まさか、私にそれを手伝えと言うんですか？」

　露ろ骨こつなまでに嫌いやそうな顔をするターニャ。それでもクローディアスの心は折れたりはしない。

「ダメか？」

「………すごく嫌です」

「…………」

「でもクローディアスさんのお願いなら、嫌でも聞きます……隊長ですから」

「すまない！」

「本当ですよ！」

　すぐさまクローディアスとターニャはシェッセ・リハエルが走り去ったと思われる方向に向かって駆け出した。




◇◇◇◇




　カティナは空気中に漂ただよう残り少ない魔力をその手にかき集めた。

　そして呪じゆ文もんの詠えい唱しようをし、魔法へと練成する。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、四方の退路、八方の進路を塞ふさぐ楔くさびと成れ！　縁えん辺ぺん封ふう鎖さ」

　海面からいくつもの鎖くさりが飛び出し、長く伸のびる城呑竜グライ・オンカの鎌首を捕とらえた。

　しかし海面からせり上がる城呑竜グライ・オンカの首は30メートル弱はある。カティナの練成した鎖で、その全てを覆おおうことは不可能だった。

　鱗うろこに覆われ苔こけむしたその首は、岩のようにゴツゴツとしている。発達した顎がつ骨こつは蛇へびのように大きく開き、あらゆるものを呑のみ込こむ。

　そして顔の脇にある鰓えらが脈動し、オレンジ掛がかった内側が呼吸するように見みえ隠かくれしている。

　そして文ぶん献けんの通りであれば、海面の下には更さらに巨大な胴どう体たいと、四し肢しの水みず掻かき、そして長い尻尾しつぽがあるはずだ。その全長は60メートルにも達すると言われており、城呑竜グライ・オンカが上陸すれば被ひ害がいは甚じん大だいなものになることが窺うかがい知しれる。

　カティナは残り僅わずかな魔力を掻かき集あつめ、全力で魔法の鎖を操あやつる手に力を込める。

　それを待っていたかのように、リタが駆逐艦や幽霊船の残骸の上を跳ちよう躍やくし、城呑竜グライ・オンカに向かって剣けんを振りかざした。

「よっしゃ、両もろ刃は銀ぎん零れい！　行くよ！」

　瞬しゆん時じに翻ひるがえった剣が、捕えられた城呑竜グライ・オンカの首を薙なぐ。ガギッ、と鈍い音を立てた。すぐさまリタの目にもとまらぬ連撃が繰くり出だされる。

「……チッ」

　小さく舌打つリタ。無理もない、次々に繰り出した連撃のどれもが、硬い城呑竜グライ・オンカの皮ひ膚ふにダメージを与えている様子がないからだ。

　すぐさま後方から、ガランの声が響いた。

「待たせた、六ろつ鹿か戦せん斧ぷ！」

『応！』

　ガランの手の中で、六ろつ鹿か戦せん斧ぷが光を放ち唸うなりを上げる。前方のリタがその声に反応し、横へ飛び、ガランへの道を空けた。

　グアンッ、と激しい衝撃音が響き渡ると同時に、城呑竜グライ・オンカの首に深く六ろつ鹿か戦せん斧ぷが刃を突つき立たてた。

「イィ―――――――――！」

　金属を引き千切るかのような悲鳴が轟とどろき、海面を振動させる。

　効果があったのだ。ガランは力いっぱい六ろつ鹿か戦せん斧ぷを引くと、返す刃で２撃目を放つ。まったく同じ箇所に寸分たがわぬ角度で放たれる強撃。城呑竜グライ・オンカの首の鱗が弾け、罅ひびが入ったのが見て取れた。カティナは思わず歓声を上げる。

「これなら……いける」

　その横ではリタが、魔力を練成し始めた。

「遍く世界を統べる源よ。堅剛、強金の楔けつ子しと成れ！　菱りよう鋼こう！」

　魔力は金属の杭くいに練成され、リタの手の動きに合わせて鋭く飛んだ。

　狙ねらいは、ガランが罅を入れた城呑竜グライ・オンカの首である。そしてその杭目がけて、ガランが六ろつ鹿か戦せん斧ぷを打ち込まんとした。

「イギィ――――――――！」

　再び城呑竜グライ・オンカの咆ほう哮こうがこだまする。その瞬しゆん間かん、城呑竜グライ・オンカは縁辺封鎖の鎖を断ち切り、巨きよ大だいな水掻きが水面を叩たたく。海面は大きく揺れ、あっという間に城呑竜グライ・オンカは海の中へ潜せん海かいした。

　同時に、船が波でガクンと大きく揺れる。

「うあああああ!!」

　カティナは船の縁に捕つかまって、転倒を免れた。視線の先のリタが沈みかけた駆逐艦の甲かん板ぱんの上で、尻しり餅もちをつく直前で受け身を取りながら体勢を立て直す。ガランも身体のバランスを失いかけるも、足を踏ん張り持ちこたえた。

　しかしそこにはもう城呑竜グライ・オンカの姿はない。あと少しで、城呑竜グライ・オンカの首に決定的なダメージを与えられそうだった。

　カティナは荒ぶる波の中にドラゴンの気配を探す。

　しかし巨竜によってかき乱された波の荒さに、その足跡を探さぐることもできない。

　苛いら立だちながらもカティナは嘗かつて王立魔法騎士団の資料庫の中にある記録書の内容を思いい出す。堅剛な城呑竜グライ・オンカを倒たおす唯一の方法。

　――城呑竜グライ・オンカは身体を動かし続けるという特性がある。決して止まろうとしない。しかしそれは逆に動かし続けなければ生命を維い持じできないことの現れである。

　つまり城呑竜グライ・オンカの動きさえ止めることが出来れば勝機はあるということ。

　しかし実物の城呑竜グライ・オンカの巨大さに、それは不可能であることをカティナは悟さとった。例え魔力が正常な状態で、多くの騎士を使って縁辺封鎖を放とうと、あの力の前では止めることは敵かなわない。

　するとそれを察したかのようにリタが体勢を立て直しながらつぶやいた。

「やっぱあちらさんの身体は頑丈だし力も強いね……」

　上位特級種の城呑竜グライ・オンカ。竜伐騎士である二人ですら戦ったことのないドラゴン。その剛健な肉体は聖遺物を以てしても、厄介なのだろう。

　リタが波しぶきを払いながらガランに叫んだ。

「ガラン！　どうする!?」

「どうもこうもない！　本体が現れたら、そこを叩く！　カティナ、魔力の残存量は!?」

　カティナは手の中に魔力を集めてみる。しかし空気も動かぬほど、魔力の量は減退していた。

「残、ほぼゼロ！　練成推定量に届きません！」

　先ほどの縁えん辺ぺん封ふう鎖さと菱りよう鋼こうができ得る限界だったようだ。

　ガランは舌打ちをしながら、海を見た。

「仕方あるまい。劣勢とはいえ、倒さねば王都は守れん」

　リタがガランへと駆かけ寄よった。

「しゃーないわね。やるしかないか……」

「おまえは無理せんでも……」

「はあ？　何言ってんの？　あたしこれでもあんたが選んだ竜伐騎士でしょ」

　怒ったように言うリタに、ガランは苦笑いをする。

「言うようになったな」

「オッサンが偉そうに」

　二人はその場の空気にそぐわない笑みを浮うかべる。そして次の瞬間には覚悟を固めたように表情を引き締め、海を見た。

　そして海面の動きに集中しながらガランが大声を上げる。

「カティナ！　おまえは軍ぐん艦かんに乗り移れ！」

「そんな、何を言ってるんですか！」

「命令だ！　おまえにはまだ王都を守るためにするべき仕事があるはずだ！」

「それはあなたたちも一いつ緒しよです！」

「だからこそ、カティナ、おまえは戻もどる必要がある。今見た状じよう況きようを正確に知らせることが出来、陣じん頭とう指し揮きが執とれる者はカティナしかいない。ならおまえが生きて帰り、すぐに城呑竜グライ・オンカを迎げい撃げきする準備をするんだ」

「……それは」

「既すでに魔ま法ほうを使うことはできない。しかしカティナ、おまえなら何か方策が練れるはずだ。魔法を使わずに奴やつの動きを止める方法が。俺たちはその時間稼かせぎをする。おまえは陸へ戻れ」

　ガランは荒れ狂う海原に目を向けながらそう叫んだ。

　さらにリタが緊きん張ちようを孕はらんだ声で、命令を告げる。

「ほら、海洋軍の若者たち！　そちらの内務部の重役を、早く安全なとこへ連れてって！」

「待ってください、リタさん！」

　竜伐騎士の命令に逆らうことなどできない海洋軍の騎士たちは、カティナを押おさえると、軍艦の縄なわ梯ばし子ごを使って乗り移る準備を始めた。

「ガランさん！　リタさん！　あなたたちは死んでいい人間じゃない！」

　するとリタがほんの少し振ふり返かえり笑った。

「カティナ、死んでいい人間なんていない。でも守るためには、命を賭として戦わなければならない時だってある。カティナはそれをよく知ってるでしょ」

「でも……！」

　言いかけるカティナを遮さえぎるように、ガランの大声が響ひびいた。

「リタ、来るぞ！」

「あいよ！」

　海面が丘おかのように盛り上がった。大質量の何かが浮上してきたのだ。

　滝のように海水が流れおちると、そこには再び巨大な海かい竜りゆうの顔が姿を現した。




※※※※




　リタ・シュルツはカティナが軍艦へと乗り移ったのを確認すると、海原に目を移す。

　硬い岩がん盤ばんのような鱗に覆われた巨大な海竜、城呑竜グライ・オンカの顔が目の前にあった。

　――あーあ、せっかくの王都勤務だったのにな……。

　すると隣となりにいたガランがこんな状況にも拘かかわらず、武者震いでもするかのように薄く笑っていた。

「出てきたな……行くぞ、リタ」

　そんな横顔を見て、リタも仕方ない、とばかりに少しだけ笑った。

「わかってるわよ」

　ガランは己おのれの命を預ける武器に語りかける。

「六ろつ鹿か戦せん斧ぷ、二段階解放、重層」

『二段階解放、重層』

　六ろつ鹿か戦せん斧ぷがガランの言葉を復唱すると、六ろつ鹿か戦せん斧ぷは形状を変えていく。質量を増し、斧おのの刃が巨大なバトルアックスのような形状に変容した。

　リタも両もろ刃は銀ぎん零れいに語りかける。

「お願い、負けるわけにはいかない戦いなんだ」

　しかし両もろ刃は銀ぎん零れいはリタに言葉を返してくれることはない。自分の力が足りないのだということを実感させられる。それでもリタには嘆なげくような気持ちは湧わいてこなかった。

　元来から前向きな性格だったこともあるだろう。こんなことでクヨクヨしていても仕方がない。そう思い、今出せる力の全てをぶつけるだけだ。

　二人は目の前に現れた巨大なドラゴンを前に、甲板を蹴って高く跳とびあがる。跳躍が高く、動きが圧あつ倒とう的に速いリタの剣が城呑竜グライ・オンカの額目がけて猛スピードで打ち込まれていく。硬い鱗が攻こう撃げきを弾き火花が散る。ダメージそのものは小さくとも、回数が勝っていた。

　城呑竜グライ・オンカは咆ほう哮こうを上げながら、身体を震わせる。そこへガランの巨大に変容した六ろつ鹿か戦せん斧ぷが額を叩き割るように打ち込まれる。

　硬い鱗の破片が飛び散り、城呑竜グライ・オンカは苛立たしげに叫きよう騒そうを立てる。

　その間にカティナのいる軍艦との距きよ離りが開いていった。

　――それでいい。ちゃんと逃にげてよね。

　そう思ったリタの頭上を、ものすごいスピードで何かが掠かすめる。それは城呑竜グライ・オンカの長い尻尾だった。

　リタは両もろ刃は銀ぎん零れいで頭上に弧こを描えがくようにその尻尾を弾はじく。それでもその巨大な質量とスピードに押おされる。まるで弄もてあそぶかのように尾おはリタの身体にぶつかるギリギリのところ目がけて打ち込まれてくる。

　おそらく城呑竜グライ・オンカは、相手を追い回し疲ひ弊へいさせ弱って動きが鈍ったところで、そのまま自分たちを呑み込む気なのだろう。

　それをいち早く察知したのか、ガランが目配せをした。リタも頷うなずき返かえすと同時に、近くに浮かぶ船の残ざん骸がいへと飛び移った。

　それを確認したかのように城呑竜グライ・オンカは一気に潜航し海の中へ消えた。

「ガラン、来るよ！」

「わかっている」

　波を割るように、ものすごいスピードで何かが飛び出してきた。それは大口を開けた城呑竜グライ・オンカの顔であった。翻した両もろ刃は銀ぎん零れいを叩きつけ、反動で跳躍する。その時、リタは先ほど与えた首の傷を見て目を見張った。つい今し方、リタとガランによって与えた首に対するダメージが跡形もなくなっていたのだ。

「そんな……」

　リタは絶望的な気持ちになった。あれほどまでに必死になって与えたダメージが、もう回復しているのだ。城呑竜グライ・オンカの治ち癒ゆ力りよくがあまりに高すぎる。

　リタに攻撃を回かい避ひされた城呑竜グライ・オンカは、今度はガラン目がけ槍やりのように突進し、大口を開け一呑みにしようとする。すぐさまガランは大股に飛びあがり幽霊船の残ざん骸がいへと移った。同時に自分たちの乗ってきた船は城呑竜グライ・オンカの質量に粉々に砕け呑み込まれた。

　勢い、そのまま潜航したかに見えた城呑竜グライ・オンカ。しかし次の瞬間、その長い首が水面に飛沫しぶきをあげ撓しなり、ガランに向かって叩きつけられた。

「く……あっ！」

　六ろつ鹿か戦せん斧ぷで守りを固めるも、ガランの身体は大きく弾かれた。

　勢いのついたガランの身体は水面を跳ね、沈しずみかける駆く逐ちく艦かんの甲板にめり込むように叩きつけられた。

「ガラン!!」

　リタは全身の力を振ふり絞しぼって彼かれに呼びかける。しかしガランは起き上がろうとしない。これしきのことで彼が死ぬわけがない。それはリタにもわかっていた。しかしあれ程の強撃を受けたのだ。一いつ瞬しゆん気を失ったのだろう。

　そして傍かたわらの城呑竜グライ・オンカはその鎌かま首くびを持ち上げガランを睥へい睨げいする。自分が仕留めた相手をしげしげと見ていたかと思うと、ゆっくりとその巨体をガランに向かって動かし始めた。

　ガランを呑み込もうとしているのだということがリタにもすぐにわかった。

　リタはすぐさま船の残骸を蹴り、城呑竜グライ・オンカに向かって跳躍する。しかし距離が開きすぎた。

　ガランを助けるには、とてもじゃないが間に合わない。

　――……お願い！

　波に浮かぶ残骸を次々に蹴る。

　――…………お願い！

　足の筋繊維が悲鳴を上げる。しかしそんな自分の感じる痛みなどどうでもいい。

　リタの身体は、風を切るように加速していく。

　――両もろ刃は銀ぎん零れい……契けい約やくなんてできなくていい。でも、今だけ力を貸して！

　その瞬間、両もろ刃は銀ぎん零れいが僅わずかに共鳴するように震ふるえ、美しい銀の刃先が光を放つ。




『剣を持つ者よ、我と共に在りなさい』




　鈴の音のような声が空気の中をかけ渡わたった。

　呼応するようにリタの身体が軽くなる。

　両もろ刃は銀ぎん零れいの声が、身体の隅すみ々ずみ、細胞の一片にまで響き渡る。

　身体の中を力が満たしていく。

「…………うん！」

　リタは力強く頷うなずいた。

　世界中の時間が一いつ斉せいに止まったような錯さつ覚かく。

　リタの身体が一気に加速していく。城呑竜グライ・オンカの背を蹴り、光る刃先がその首めがけて滑るように閃ひらめく。そのスピードは、瞬またたくような僅わずかな間であった。何が駆かけ抜ぬけたのか目で追えぬほどの速さ。そして次の瞬間には城呑竜グライ・オンカの硬い首の鱗が裂け、咆哮がこだまする。

　再び城呑竜グライ・オンカが海中へと沈んだ。

　リタがガランの横へ着地すると、頭かぶりを振りながら彼が目を覚ました。

「驚おどろいたな、まさかこんなところで契約するとは……」
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「なんだ、起きてんじゃん」

「両もろ刃は銀ぎん零れいの声で目が覚めた……まったくおまえというやつは……」

「へへ」

　誇らしげにリタは笑ってみせた。

「よし、六ろつ鹿か戦せん斧ぷと両もろ刃は銀ぎん零れいで押し返してやるか」

「うん」

　その時、リタたちの乗る沈みかけの駆逐艦がガクンと揺れた。

　――来る！

　リタとガランは沈みかけた駆逐艦から船の残骸へと素早く飛び移った。

　が、しかしそれが間違いであったことに気が付いた時には遅かった。

　なんと城呑竜グライ・オンカの影かげが真下にあった。

　船の残骸を揺ゆらしたのは囮おとりだったのだ。

「リタ！　掴まれ！」

　必死でリタはガランに手を伸ばす。

　ガランがリタを抱きかかえると同時に、海面へと飛びこんだ。それを追うように巨大な口が海水ごと呑み込みながら、二人の消えた後を追って海上から姿を消した。




◇◇◇◇




「リタさん！　ガランさん！」

　カティナは声の限り叫んだ。しかしその二人は一向に浮き上がってこない。

　船員たちの制止も聞かず、カティナは二人を救出しようと軍艦の縁に手をかけた。

　そこへ先ほどの指揮官が現れた。

「落ち着きなさい、あなたは内務部の人間だ。取り乱してはなりません」

「しかし！」

「どのような状況であれ、決して乱れぬこと。それこそが王立魔ま法ほう騎き士し団だんでありましょう。あなたはその筆頭であらせられる。決して乱れてはなりませぬ」

「…………」

　カティナはきつく奥おく歯ばを噛みしめ、二人が消えて行った海を睨にらむように見つめた。息を吸い、腹の下に力を込め、感情を抑え込む。

　その様子を確かく認にんしたように指揮官は小さく頷うなずいた。

「カティナ様。さあ、指示を。我々が取るべき行動を示唆くだされ」

　まずカティナは状況の確認に入った。

「魔力残量、動力機関数値は？」

　機関員が内線を通じてすぐさま確認をとる。

「残量ゼロ。練成魔法の使用は不可能です」

「現在の軍艦の機動はどのように？」

「手て漕こぎ用の櫂かいを使っております。法ほう撃げき用窓から櫂かいを使い進行していますがご覧の通り、速度は出せません」

「わかった。これより指示を伝える」

　その場にいた者たちに緊張が伝でん播ぱする。

「戦せん況きようは劣悪。加え練成魔法の使用が不可能である。よって一時撤退。進行方向をジューク、リラ境の王立魔法騎士団海洋軍ドックへ据すえろ。そこにて練成式以外の装備を調え、上陸と同時に城呑竜グライ・オンカを殲せん滅めつする」

　その命令に皆みな一様に悔しそうな顔を浮かべた。しかし指揮官は変わらず冷静な表情のまま、皆にそれを伝達した。

「無む駄だ死じにはするな！　死ぬのならば、国を守って死ぬのだ！」

　その言葉に全員の顔が引き締まる。現場の者を奮起させる言葉であることは確かだった。

　すぐさま撤退の進路が変更され、軍艦はゆっくりとだが進行していく。

　カティナは唇くちびるを噛かみしめた。ガランとリタ。あの二人が海中に消えた辺りを見つめる。

　助けたかった。

　しかし彼らが守ってくれたことを無駄にするわけにはいかない。

　ゆっくりと進むカティナの船が、ようやく陸へと近づいてきた。

　あと少し――そう思った瞬間、船が激しく横に揺れた。

　足を取られ、その場に転倒しそうになる。同時にカティナの脳のう裏りを嫌いやな予感が走った。

　すぐに揺れの原因と思われるところを見ると、なんと城呑竜グライ・オンカの巨大な身体が、軍艦の左さ舷げんに体当たりを仕し掛かけてきたのだ。

　――そんな！

　二人が切り開いてくれた道が、再び閉ざされた。すぐさま海洋軍指揮官の指示が飛ぶ。

「弓隊、撃うて！」

　数十人の弓を構えた兵士たちが海原に向かって矢を放つ。しかし城呑竜グライ・オンカは物ともせずに海面にその姿を現す。

　蛇へびのように顔の大きさの何倍も大きく口を開け、船の左舷に噛かぶり付いた。

　分厚い板がいとも簡単に食いちぎられてしまう。

「……どうする」

　カティナは脳内をフルスピードで回転させる。この場を乗り切る方法はないのか。閃ひらめいては消えていく情報を練り、打開の道を模索する。

　しかしカティナの周囲には、絶望的な報告が潰ついえることなく飛とび交かっていく。

「左舷大破！」

「浸水……止まりません！」

「怪け我が人にんの手当ては後回しだ！　船が沈むのを回避しろ！」

　奥歯を噛みしめる。二人が開いてくれた血路を閉ざされていく。

　――もう道は……ないのか？

　そう思ったカティナの視界に１艘そうの船が飛び込んできた。

　大きな船ではない。先ほどカティナたちが乗った葉型船とたいして大きさが変わらない。

　ただそこに乗ってる人物にカティナは目を見開いて驚愕を露あらわにした。

「………シェッセ!!」




　シェッセは葉型船の縁ふちを掴つかみながら、上空に目を向けた。空は暗すぎて視界はハッキリとしないが、何かが飛び交っている僅わずかな風切り音を感じる。

　オールを漕こぐクローディアスとターニャが、額ひたいに汗あせしながら息を切らした。

「おい、リハエル。もうこの辺りは危険だぞ」

　先ほどタクトとオルバの三人で港へ向かう途と中ちゆう、偶然クローディアスに出くわした。本人は偶然と言っていたが、全力で後ろから追いかけてきた時は、正直シェッセはビックリした。しかもターニャまで一緒である。

　走りながら大変ザックリとした説明ではあるが「城呑竜グライ・オンカを倒しに来た」という内容を伝えると、二人は言葉を失ってしまった。

　横にいたタクトが、面めん倒どうくさそうに、

「邪じや魔まするんなら帰れ。あと、おまえ誰だれだっけ？」

　と言ったせいか、クローディアスがムキになって、二人が同行する流れとなった。

　オルバは先ほどから拳こぶし大だいの石と長い布で、なにか仕掛けを作っている。タクトの方は、ジッと遠くを見つめ、ドラゴンの様子を窺うかがっているようだ。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「城呑竜グライ・オンカって伝説上のドラゴンだよね」

「ああ」

「タクトも戦ったことがないんだよね」

「そうだな」

　彼の横顔を覗のぞき込こむ。遠くを望むタクトは集中した顔つきだった。

「ねえ……やっぱり、こわい？」

　ふと聞いてみたくなった。戦ったこともない相手を前にタクトは何を思うのか。

「城呑竜グライ・オンカはな、身体のほとんどが岩で出来てんだ。だからいつも俺おれたちが捕まえるドラゴンみたいに、肉を食うことは出来ねえらしいんだ」

「そうなの？」

「ああ、ただ身体の真ん中に長い間、海中で暮らし続けて溜ため込まれた岩塩があるらしい。クク族の言い伝えだと、どんな料理に使ってもおいしく仕上がるって話だ」

「どんな料理でも？」

「味見してみてぇとは思わないか？」

　こんな時だというのにタクトはそう言って笑った。そんな彼の笑え顔がおにつられるようにシェッセも薄うすく笑い返した。

「………うん、味見してみたい」

　そしてシェッセは、再び顔を正面に向ける。前方には海洋軍の軍ぐん艦かんを食い散らかすように攻撃を加える城呑竜グライ・オンカが見えた。軍艦は大きく左右に揺れている。

　そのまま軍艦の左舷が削り取られ、船は浸水し大きく傾いた。

「タクト、軍艦が！」

「ああ、派手にやりやがるな」

　船を漕こいでいたクローディアスとターニャもその圧倒的光景に目を丸くする。

「……まさかここまで強大なドラゴンだったとは」

「強いわけです……海洋軍がそんなに簡単に負けるはずはないですから」

　仕掛けを作り終わったオルバは、その様子を見ながらも焦あせりを一いつ切さい感じさせていない。

「さすがは伝説のドラゴンだの……さあミキハラ、狩かるか？」

「ああ、狩りの時間だ」

　タクトはそう言ってシェッセに目で合図を送った。シェッセは頷うなずき返し、肩かたに掛かけた長ちよう弓きゆうを構え、笛てき吹すい矢しを弦げんに掛ける。ヒャッと放つと、それは笛のような甲高い音を立てて城呑竜グライ・オンカに向かう。

　その音に気を取られた城呑竜グライ・オンカは、身体をひねりこちらに注意を向けた。

「よし、シェッセ次だ」

「うん！」

　すぐさまシェッセは、次の笛てき吹すい矢しを弦に掛けると、今度は空に向かって狙ねらいを定める。

　――気配が多い場所。

　夜の帳とばりに雲がかかり、暗く淀よどんだ天空目がけ、シェッセは笛てき吹すい矢しを放つ。

　甲高い音は空に吸い込まれていった。それを見ていたクローディアスは一体何をしているのかと身を乗り出した。

「おい、敵はあっちだぞ！　どこを狙ってるんだ？」

　シェッセは自信のある顔で、答えた。

「空ですよ」

　その答えになっていない答えに、クローディアスもターニャも目を丸くした。

　するとすぐさま、上空に何かが羽ばたくと翼つばさの音が満ちていく。

　――集まってきた。

　バサバサといくつもの羽音が空を旋せん回かいしている。その中の一つがこちら目がけて飛んでくる風切り音が聞こえた。

　すると今度はオルバが、先ほど作っていた仕掛けを手に携たずさえ身構える。

　闇やみの中から牙翼竜ロルカが一匹、姿を現した。

　オルバは「えいやっ！」と威勢のいい掛け声とともに牙翼竜ロルカの顔面を狙って仕掛けを投げつけた。両りよう端はしに拳大の石を仕込ませた布は、牙翼竜ロルカの顔面に当たる寸前でバッと開き、石の重さを利用して牙翼竜ロルカの顔に巻きつく。いきなり視界を奪われた牙翼竜ロルカが、一瞬ジタバタとしながらその場で錐きり揉もみした。

　それを狙って今度はタクトが甲かん板ぱんを蹴り、牙翼竜ロルカに向かって跳ちよう躍やく。タクトの片手が牙翼竜ロルカの足をガッチリと掴つかむ。

「おらっ、しっかり飛べ！」

　言うと同時にタクトは掴んだ片手で牙翼竜ロルカの足をやや乱暴に揺さぶった。

　驚いた牙翼竜ロルカは、体勢を立て直すために空に向かって飛び出した。

　すぐさまタクトと牙翼竜ロルカの姿は空の闇へと消えていく。

　見ていたクローディアスとターニャは、いったい何が起こっているのかわからなかったのだろうか、呆あつ気けにとられたような表情をしていた。

　その間にも、笛てき吹すい矢しでこちらに意識を向けた城呑竜グライ・オンカは、シェッセたちの乗る船に向かってグングン距離を縮めてくる。そして城呑竜グライ・オンカは大口を開け、葉型船を一呑みにしようと突っ込んできた。

　――タクトが来るまで、ボクがこの場を守らなきゃ。

　シェッセは気持ちを引ひき締しめ、帯たい剣けんを抜き放つ。

　すると隣となりにいたオルバも背にした大おお金かな槌づちを手に、

「加勢しよう」

　とシェッセの隣に立った。

　城呑竜グライ・オンカの大口が船を丸まる呑のみにしようとするその瞬しゆん間かんを狙って、シェッセの帯剣と、オルバの大金槌が相手の顔面目がけて炸さく裂れつする。弾かれた顔面は軌道をそれ、そのまま海の中に消えていく。大質量が海に没し、反動で船体が大きく揺れた。

　――１撃目はかわした。次が来る。

　シェッセは再び帯剣を構え直し、10メートル先に浮上した城呑竜グライ・オンカの眼球を凝ぎよう視しする。

　海中から再び長く伸のびる鎌首が突つき出だし、高所からシェッセたちを睥へい睨げいした。

　と、その時、天から降ふってくる大声が響ひびき渡わたった。

「だらああああああああ！」

　破は堤てい鎚ついを構えたタクトが上空から勢いをつけて、城呑竜グライ・オンカの脳天目がけて滑かつ空くうしてきたのだ。

　ズウウウゥゥゥンと轟ごう音おんを立て、破は堤てい鎚ついは城呑竜グライ・オンカの頭にめり込んだ。

　城呑竜グライ・オンカの頭上に蜘く蛛もの巣のような罅ひびが入る。

　しかし動きが止まったのは一瞬。城呑竜グライ・オンカは即座に鎌首を撓しならせ、頭上のタクトを振ふり落おとす。タクトは身体をひねり大きな船の残骸へと着地。その隙すきをついて城呑竜グライ・オンカは再び潜航しようと動き出した。

「くそっ、一発じゃ無理か……」

　タクトは残骸から残骸へと跳とび移うつり、次々に跳躍を繰くり返かえしてシェッセたちの乗る船に戻もどってきた。

　破は堤てい鎚ついを振るったタクトの両りよう腕うでは血管が浮き出て、掌てのひらの皮がむけ血がにじんでいる。

「タクト、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「何言ってんだ、これくらいは大したことじゃねえ……だが、同じことをやっても難しいな。やるならもっと上空から勢いをつけねえと」

　想像以上に城呑竜グライ・オンカの身体は硬いようだ。上空から滑空したタクトの一撃を以もつてしても、仕留めきれなかった。もし仕留めるのならタクトの言う通り、もっと上空まで牙翼竜ロルカを使って上り、勢いをつける必要があるのかもしれない。しかしあまりに高くまで飛んでしまえば、今度は的まとを外す危険性も出てくる。

　オルバがそこに口を挟はさむ。

「話している場合じゃないぞ。そら、やつがこっちに向かってくる」

　城呑竜グライ・オンカは今のタクトの攻こう撃げきにいきり立ったのだろう。波なみ飛沫しぶきを上げながら、猛もう烈れつな速度でこちらに向かって突進してきた。

　タクトが慌あわててクローディアスに指示を出す。

「おい、あんちゃん、ねーちゃん、早く船漕げ！」

「あ、あんちゃん!?」

「ねーちゃん!?」

「左だ！　お茶碗持つ方の手！」

「オチャワン？」

「左くらいわかります！」

　クローディアスとターニャは船を旋回させながら、突進してくる城呑竜グライ・オンカを避かわす。しかし城呑竜グライ・オンカは沈みかけの駆逐艦に身体を打ち付け方向転てん換かん。再度シェッセたちの船を呑み込まんと突進してきた。

「だらああっ！」

　大口を開けた城呑竜グライ・オンカの左ひだり頬ほおに、タクトの振るった破は堤てい鎚ついのカウンターが炸裂する。

　弾かれ金切り声をあげながら城呑竜グライ・オンカは再び海中へと没した。

　どうにか城呑竜グライ・オンカを避かわした時、シェッセの頭の上から聞き覚えのある声が聞こえた。

「シェッセ！　君がどうして………」

「え!?　カティナ!?」

　旋回した先には大破しかけた王立魔法騎士団の軍ぐん艦かんがあり、その甲板の上にはカティナがいたのだ。

「こんなところで何をやっているんだ、シェッセ！」

「えっと、タクトと城呑竜グライ・オンカを倒たおしに……」

　カティナはシェッセの言葉に、呆気にとられたような顔をした。よく考えればとんでもないことを言っているな、とシェッセは口に出してから改めて思う。何しろ現に今、王おう立りつ魔ま法ほう騎き士し団だんの海洋軍から騎士団正規団員まで、あらゆる者がこのジューク湾わんに集結しているのだ。そこへ肉屋のタクトとオルバの三人で乗り込んできているのである。

　しかしカティナが呆気にとられていたのも一瞬。すぐに理知的な顔になると同時にシェッセに問いかけた。

「何か勝算はあるか!?」

「あったんだけど、想像以上に相手が硬くて」

　カティナは僅わずかな間、考えるように顎あごに人差し指を当て、すぐさま声を上げた。

「城呑竜グライ・オンカの弱点は、動きを止めることだ！」

　それは先ほどタクトがここに来るまでにシェッセに聞かせてくれた城呑竜グライ・オンカの弱点であった。城呑竜グライ・オンカは常に動き回っていないと、生命を維い持じできない。

　今朝市場でタクトが話していた海洋生物と似た特性。鮪トンノなどの魚の、寝ねている間も泳ぎ続けないと死んでしまう、というものに近いらしい。

「奴やつの動きを何とか止めれば、倒すことができる！」

　カティナの言葉にタクトが反応した。

「ああ、知ってるよ。そんなわけだから脳のう震しん盪とうを起こさせて、動きを止めようとしたんだが、あいつは想像以上に硬い。なんか他に方法はねえかな？」

　するとカティナがすぐさまそれに答えた。

「文ぶん献けんの範囲だが、城呑竜グライ・オンカは身体の中に魔力を吸収している。深い傷を入れれば、魔力が放ほう出しゆつされる可能性がある。そうすれば我々も援えん護ごが出来るはずだ！」

「傷ね……」

　タクトは眉み間けんに皺しわを寄せて何か考えるように息を吐つく。

　その時、船体が大きく傾いた。

　なんと反対側に城呑竜グライ・オンカが現れたかと思うと、やにわに海中へと潜りだす。反動で城呑竜グライ・オンカの身体が海面にせり上がり船を傾けたのだ。

「だあありゃっ！」

　即座にタクトが傾く反対側に全体重と破は堤てい鎚ついのウェイトをかけてバランスをとる。

　城呑竜グライ・オンカはこの船を転覆させようとしているのだろう。間髪を容いれず城呑竜グライ・オンカの水みず掻かきが水面を激しく叩き、大きな波で船体が左右に揺れた。

　激しい揺れに振り回され、端はしにいたシェッセの身体が飛び出した。

「うあああああああ！」

　海上へ叩き落とされるかと思ったその時、タクトの手が伸びた。

「掴つかまれ！」

　シェッセは全力でタクトに向かって手を伸ばす。その手を力強くタクトが握にぎった。

　その瞬間、シェッセの身体の中を燃え盛るような熱が走り抜けた。

　タクトに握られた手を中心に、シェッセの身体の中を熱が支配していく。

　この感覚には覚えがあった。

　タクトの血を受けたあの時。

　シェッセに降りかかる呪のろいが氷解していったあの時。

　身体の中を巡る、魔ま力りよく伝でん達たつ体たいが目を覚ましていく。

　タクトの掌てのひらに滲にじんだ血液を受けて、シェッセの呪いが解放されていったのだ。

　あっという間に熱は駆かけ巡めぐり、身体の奥おく底そこが熱くなっていく。

　目の前が真っ白になる。

　刹せつ那なの刻の間に渺びよう遠えんの彼方かなたから誰かの声が聞こえた。




『――ねえ、シェッセ』

　――だれ？

『――私が果たせなかった約束を、あなたなら果たしてくれる？』

　――約束？

『――彼かれとの約束を、あなたなら果たしてくれる？』

　――彼？

『――お願い……』

　――あなたは……だれ？

『――わたしは……』

　目を細めるほど強く輝く光の向こうに、何かが見えた。

　小さな少女が力なく膝ひざを折っていた。

　武器を構えた傷だらけの男の背が見えた。

　空という空、大地という大地を覆おおい尽つくすドラゴンの群れ。

『シェッセ……この力はおまえに託す。その代わり、おまえの力を少し貸してくれ』

『――――――』

　男の言葉に、膝を折った少女は何か言った。なんと言ったのか聞き取れなかった。

　男はやさしく少女に笑いかける。

『大丈夫、このドラゴンを倒せば、また会える。また一いつ緒しよに――』

　――知っている。この光景をボクは知っている。

　幾度も夢に見た光景だった。自分が憧れていた、あの人がそこにいた。

　その後ろ姿が、誰かに重なる。

　――だれ？　……そう、あの人は……。

　いくつもの記き憶おくと夢と事実が重なった瞬間、シェッセは現実に返ってきた。




　ゆっくりとシェッセは目を開く。

　目の前には茫ぼう々ぼうたるジュークの海が広がっていた。

　海洋には木片や船の残ざん骸がいが浮いている。

　その先で、巨きよ大だいなドラゴンがこちらに目を向けている。

　まるで恐きよう怖ふしているかのような目でシェッセを見ている。

　自分が宙に浮いているのが解わかった。

　身体の中に魔ま力りよくが漲みなぎっている。

　それが城呑竜グライ・オンカの吸収した魔力だということがすぐにわかった。魔力の流れは全すべて城呑竜グライ・オンカから、流れ込むようにシェッセに向かってきていたのだ。

　その掌てのひらをゆっくりと城呑竜グライ・オンカに向ける。

　バキン！　ガキン！　と音を立て、城呑竜グライ・オンカの鱗うろこが弾け、硬い皮ひ膚ふに亀裂が走った。その亀裂から、更さらに吸収した魔力が音を立てて吹き出す。巨竜は悲鳴のような咆ほう哮こうを上げる。

　苦痛に顔を歪め、叫きよう喚かんを撒まき散ちらし、岩のような表皮が次々にこそげ落ちていく。

　シェッセはその手に僅わずかに力を込めた。それだけで、城呑竜グライ・オンカの身体は大きく歪ゆがみ、巨体を海の上に晒さらした。

　痙けい攣れんする城呑竜グライ・オンカには、もう悲鳴を上げることすらできないようだ。

　その間、シェッセはただぼんやりと、城呑竜グライ・オンカが潰れていく様を見ていただけだった。ただ時の流れを諾だく々だくと見つめるように、身体の動くままに任せていた。

　城呑竜グライ・オンカの皮膚ともよべる岩がん盤ばんが一枚、また一枚と剥はがれていく。

「おい、こらシェッセ！」

　――だれ？

　そんなシェッセの耳じ朶だに届く声。

　――知っている……あの声をボクは知っている………。

「何やってんだ！　ドラゴンは倒すんじゃねえ！」

　――ドラゴンは………。

「ドラゴンは狩るんだ！　一番旨うまい状態で……」

　――一番旨い状態で狩るんだ。命を貰もらって、ボクたちは生きているから……だから。

「シェッセ！」

「タクト!!」

　その瞬間、シェッセの身体から力が抜け落ちた。宙を舞う身体が重力に引き寄せられた。

　海面へ落ちていくシェッセを、タクトが抱き留めた。

　薄く目を開くと、すぐ近くにタクトの顔があった。

「……ボク……ごめん」

「弱音を吐いてる暇ひまはねえ。そら、あいつが弱ってるとこで、止とどめを刺さすぞ」

「うん！」

　タクトの腕から降りると、オルバがシェッセに長弓を投げて寄よ越こした。頷うなずき返し長弓を取ると、空に向かって構え、笛てき吹すい矢しを放つ。

　再び音に反応した牙翼竜ロルカが滑空してくる。それに向かってオルバが布と石の仕し掛かけを投げつけた。

　タクトが破は堤てい鎚ついを構えながら、背中でシェッセに話しかけた。

「なあ、シェッセ。今なら城呑竜グライ・オンカを押おさえておくことは出来るか？」

「うん、できるよ」

　魔ま法ほうの使える今ならそれが出来る。そう答えるとタクトは少しだけ振り向いて笑った。

「じゃあ頼たのむ」

　タクトの笑顔に頷うなずき返した。それを確かく認にんしてからタクトは甲板を走り、牙翼竜ロルカの足を掴み空の闇に消えて行った。

　シェッセはすぐさま魔力を練成しだす。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、四方の退路、八方の進路を塞ふさぐ楔くさびと成れ！　縁えん辺ぺん封ふう鎖さ！」

　甲板にドンと手を突くと同時に、海面から巨大な鎖くさりの塊かたまりがしぶきをあげて次々に飛び出した。シェッセが練成した魔力量はあまりに莫ばく大だいだった。その影えい響きよう下で練成された縁えん辺ぺん封ふう鎖さは、巨大で頑丈な魔法の鎖を編み出し、城呑竜グライ・オンカの動きを封じていく。

　その圧あつ倒とう的な練成技術に、その場にいた者たちの手が一いつ斉せいに止まった。

　カティナやタクトの言う通り、城呑竜グライ・オンカは動きを止められれば倒すことが出来るらしい。

　しかし縁辺封鎖の中でも、その巨体から放たれる力は凄すさまじい。城呑竜グライ・オンカは必死でもがきながら、力任せに魔力の鎖を断ち切ろうとする。

　練成分解物質を放ちながら、縁辺封鎖を劣れつ化かさせ引き千切っていく。

　その時、別の鎖が海中から飛び出し、城呑竜グライ・オンカの動きを封じた。

「カティナ！」

　なんとカティナが軍艦の上から、援護し縁辺封鎖を練成していたのだ。

　がんじがらめになった城呑竜グライ・オンカはその鎖の檻の中でも、必死にもがき続ける。

　更に船上から王立魔ま法ほう騎き士し団だん海洋軍の騎士たちが一斉に練成法ほう撃げきを放つ。

　シェッセは魔力を練る手に、さらに力を込めた。

　それに呼応するように魔力の鎖はよりきつく頑丈に、城呑竜グライ・オンカの動きを封じていく。

　巨竜の力は弱まったとはいえ、それでもあまりに大きい。シェッセは鎖を手た繰ぐるように、練成する魔法に力を込めた。

　その時、上空からゴウゴウと音を立てて、風を切る音が聞こえた。

「おらあああああああああああああああああああっ！」

　タクトの破は堤てい鎚ついが全力で城呑竜グライ・オンカの頭の頂点目がけて振り下ろされた。

　轟音を立てて破は堤てい鎚ついがめり込んでいく。
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　脳天を揺さぶるかのような轟音と振動。

　そのまま時が止まったかのように、全員が城呑竜グライ・オンカの動きに目を見張った。







終章　たとえば君の隣で







　動きを止めた城呑竜グライ・オンカは時間が経たっても二度と動くことはなかった。

　完全に仕留めたことが確認されると、その場にいた者たちから歓声が上がった。

　シェッセはようやく息を吐つくと、その場にペタンと腰こしを下ろした。

　しかしタクトだけは、周りの歓声などお構いなしに、プカプカ浮うかぶ城呑竜グライ・オンカの口を開くと、その中に入って行ってしまった。その姿に全員がギョッとしたが、あの大口の中に消えてすぐに、バキン、とか、ガキン、という音がしばらく鳴り響いていた。そして再び出てきたタクトの両手には巨大な岩塩があった。

　王立魔法騎士団内務部のカティナが、シェッセにそっと、

「目を瞑つぶっておく」

　と耳打ちをしてくる。それにシェッセは思わずホッとしてしまった。

　城呑竜グライ・オンカの死が確認されてすぐ、港内の魔力が完全に回復したらしい。北西にある霊れい樹じゆの森から安定して流れ込む魔力のふり幅を保つ均きん衡こう石せき柱ちゆうも壊れることなく稼働しているようである。

　そんな中カティナから驚くべきことを聞かされた。

「リタさんとガランさんが……」

　そう話し始めた彼かの女じよの言葉を最後まで聞かず、シェッセは泣きそうになってしまった。

「そんな、だって、嘘うそだよね」

「………これから彼女たちを捜そう索さくしなければならない。もしかしたら、城呑竜グライ・オンカの腹の中ということも考えられる」

　先ほどタクトがドラゴンの腹の中に入っていた。彼は二人の死体を見つけたのだろうか？

　胸むな騒さわぎがどんどん大きくなっていく。

　こんなことになってしまうなんて。もっと自分たちが早く到とう着ちやくしていれば。

　そんな思いが頭を掠かすめるが、それは不可能だった。

　魔力を動力源とした機関車が停止したままの街を、シェッセたちはひたすら走り続けてここまで来たのだ。途と中ちゆう足が棒になるかのような思いだったが、クーミェのことを考えるとそんなこともすぐに吹き飛んだ。

　しかしその間に、まさかあの二人にそんなことが起こっていたなんて。

「もっと二人と話しておきたかった……」

「それは私も同じだ。しかし騎士である以上、いつだって死の覚かく悟ごはしておかなければならない。彼らに改めてそれを教えてもらったような気がする」

「うんうん、そっだよねー」

「まったくだ。騎士とは斯かくあるべきだ」

「「ギャ―――――!!」」

「「な、なにっ!?」」

　驚おどろきのあまりカティナと手を取りシェッセは飛び上がってしまった。

　なにしろそこには、ずぶぬれになったリタとガランが立っていたのだから。

　カティナは口元を戦慄おののかせた。

「な、なんで生きてるんですか！」

「ちょっと、カティナ。それはあんまりじゃない？」

「だって、あの状じよう況きようじゃとてもじゃないけど、生きてられるなんて………」

「このオッサン、泳ぎが得意なのよ」

　と言ってリタが親指でガランを指した。

「はっはっはっ、まあ、家の近くに池があったからな！」

「いやいやオッサン、家の近くに池のある人なんていくらでもいるから」

「春夏秋冬、毎日８時間、休みなしで泳ぎ続ければ誰だれでもこれくらい出来るようになるさ」

「あんた頭おかしいんじゃないの!?　なんでそんな長時間泳いでんのよ！　低体温症になるでしょうが！」

「それを乗り越えたから今がある……なっ！」

「なにカッコつけてんのよ、このオッサン！　バカじゃないの？　近所の子供がマネしたらどうすんのよ！」

　胸を張るガランとつっこむリタに、シェッセはそれ以上は言葉がなかった。

　カティナもまた胸をなでおろしながらようやく笑え顔がおに戻った。

「しかしお二人とも御無事で何よりでした」

「めちゃめちゃビビってたくせにー」

　口をへの字にするリタに、カティナは頬ほおを掻かきながら申し訳なさそうにした。

「いや疲れのあまり、幻まぼろしでも見たのかと……」

「ガラン聞いた？　あたしたち幻まぼろし扱あつかいだよ！」

「う～ん」

　その後、海洋軍の高こう速そく艇ていに乗せてもらい、シェッセたちは駐ちゆう屯とん所しよのドックで下船した。カティナやリタ、ガランたちとはそこで別れた。海洋軍と被ひ害がい報告を纏まとめたりするため、すぐさま仕事に掛かからねばならないのだそうだ。

　上陸後、クローディアスとターニャがシェッセの元にやってきた。

「リハエル、すごいな！　おまえもそうだが、あの肉屋も素晴らしい戦いだった。自分の非力さが身にしみて分かったぞ」

　言っている内容とは逆に、クローディアスは豪快に笑った。以前はタクトとの間に、何か胸に一物あるような口ぶりであったのに、今はあの戦いを見てすっかり気に入ってしまったようだ。クローディアスの人望とはこういうところなのかもしれない、とシェッセは思った。

　遺い恨こんの残る相手だろうが、認めるべき時にはしっかりと相手の力量を認める。

　出来そうでそうそう誰にでも出来ることではない。

「しかしリハエル、いつの間に魔法が使えるようになったんだ？」

　聞かれてシェッセは、どう答えたものかと思った。

「……えっと、あれはいろいろ条件付き……のような感じで」

「うむ、あれだけの技量なら、うちの隊ですらもったいないくらいだ。しかしそれでも構わん！　どうだうちの隊に来ないか？」

　すると隣となりにいた副隊長のターニャが勢いよく間に割り込んできた。

「ダメです！　勝手に決めないでください」

「いや、しかしだなターニャ」

「クローディアスさんはなんでも勢いで決めすぎです。そういう短たん慮りよはやめてください、バカなんですから」

「おまっ、バカって……隊長にバカって……」

「隊長が自覚のないバカの場合、それを正すのは副隊長の務めですので」

「……ターニャ……おまえ……仮にも隊長なのに……」

　しょぼくれてしまうクローディアス。さすがのシェッセもフォローの入れようがない。

　とはいえこのサバサバとした物言いと性格だからこそ、ターニャはクローディアス小隊の副隊長としてやっていけるのだろう。

　シェッセがそんなことを思っていると、ターニャがこちらをくるりと振ふり返かえり、

「まあ、今回はリハエルを認めないでもない」

　と視線も合わせずに言うとプイッとどこかへ行ってしまった。

「おい、ターニャ待て！」

　その後をクローディアスが追って行った。おそらくはまだ事後処理などが残っているのだろう。

　シェッセもこんなことをしていていいのだろうか、と思いながらも内心は大きな心配事で埋うめ尽つくされていた。

　クーミェのことである。

　港の魔力は戻もどったが、王都内の魔力供給量は戻ったのだろうか。ラザやリュカが持ちこたえてくれているだろうか。そんな心配が胸中をよぎる。

　するとそこへオルバが駆けつけてきた。

　海洋軍の魔力通信機を借りに行ったのだそうだ。

　その顔にはホッとしたような、疲れたような複雑な色が浮かんでいる。でもシェッセにはその表情だけで十分に彼の言いたいことが分かった気がした。

「クーミェは無事に元の調子に戻ったそうだ」

　改めて彼の口からその言葉を聞いて、シェッセは安あん堵どの息をつく。

「よかった、すごく魔力の量が減っていたから、心配でした」

「ああ、ワシもだ。ミキハラ、ご苦労さん」

　労ねぎらわれたタクトは何も言わず、縁えん石せきに腰を下ろして手をひらひらとさせるだけだった。




▼　▼　▼




　数台の台車が、王都セントウッド西、オルファンの街を進行していた。

　街灯の明かりが元に戻りだす。しかしここまで来てしまえば問題はなさそうだ。

　台車はそのまま、路地へと入っていく。路地の袋小路に着くと、地下へと続く扉とびらをノックする。しばらく待つと中から頭ず巾きんをかぶった男が顔を覗のぞかせた。

「グレン様で？」

「ああ」

　グレンは手短に答えながら、台車の荷物を中に入れるように促うながした。

　男が小さく頷うなずくと中から数人の人間が現れ、素早く荷物は中に運び込まれた。

　城呑竜グライ・オンカの口寄せ。

　先日の幻精竜フイニカの件に被かぶせて、この口寄せの陣じんを組み、そして騎き士し団だんに気づかれず城呑竜グライ・オンカの口寄せは叶った。しかしこの城呑竜グライ・オンカもあくまでカムフラージュ。

　本当の目的は、この荷台の荷物だった。

　この荷物をセントウッド西、オルファン地区へ運び込むためにすべてが画策されていたのだ。

　通常の状態で王都内に入るには、検問を通る必要がある。しかし検問に引っかかるわけにはいかなかった。そのためには、まず王都内を混乱させる必要がある。

　それが城呑竜グライ・オンカである。

　王立魔法騎士団海洋軍は、王都の海に面した場所を全域にわたって警備している。しかし城呑竜グライ・オンカがジューク湾わんに出没すれば、戦力はその場にすべて集中する。

　また城呑竜グライ・オンカの特性も大いに助かった。

　城呑竜グライ・オンカには周辺の魔力を吸収する特性がある。おかげで、夜の闇やみにまぎれ、イオ地区を通過し、オルファン地区北の霊樹の森に船を停めることが出来た。

　通常であれば霊樹の森は魔力に満たされていて、人間が中に入ることは敵かなわない。しかし城呑竜グライ・オンカの影響下では、霊樹の森の端はしを通ることは可能になった。

　そうして台車は、霊樹の森の端を迂う回かいしオルファンへと侵しん入にゆうすることが出来たのだ。

　グレンはふと立ち止まり、ジューク湾のある南に目を向ける。

　あとは城呑竜グライ・オンカが大いに暴れまわってくれればいい。

　罪を背せ負おった人間を大いに殺さつ戮りくすればいい。

　――ただアステイリア様は、やはり妙みようなことを言っていた。

　今回もおそらくはミキハラとリハエルに止められるだろう、と。

　正直な気持ち、グレンはその言葉に少し鼻白んだ。

　ミキハラタクトの力は理解している。大いに強い。しかし相手は上位特級種である。

　それもただの上位特級種ではない。伝説上のドラゴンである。

　その城呑竜グライ・オンカを口寄せするための陣を、アステイリア様が図面に描いた時には血がわきかえるような興奮を覚えた。

　今まで誰一人として、あのドラゴンを呼び出す陣など知らなかった。誰も知らなかったからこそ、伝説上のドラゴンであると言われていた。

　アステイリア様の話では、城呑竜グライ・オンカは遥か西の海にひっそりと暮らしているということだった。

　太古の記憶を有するアステイリア様でなければ、決して呼び出すことなどできなかっただろう。そしてようやく全ての準備が整った。

　あとは時が満ちるのを待つだけである。

　自分が生きている時代に、このような場にいられることをグレンは誇りに思った。

　断罪の瞬しゆん間かんに立ち会うことは、人であるという罪が雪そそがれているかのようだった。

　時をまとう。

　その時を。

　彼かれは胸の中に広がる甘美な響ひびきに酔いしれているようだった。




※※※※




　王立魔法騎士団庁舎の一室。ウィリー・ウォーレンは魔力の戻ったランプの下で肘ひじをついて僅わずかに笑った。

「動き出したようだな……」

　ぼんやりと揺れる魔力式ランプの明かりに照らされた書類に目を落とす。

　――さて、次はミキハラか……。

　思考は絶え間なく続く。視覚情報を整理しながら、同時に思索は並行してあらゆる事案を検証していく。この王都で起こっていること全てにその脳は把握と思索を繰くり返かえす。

　――謁えつ見けんが必要だろう。王族への。

　王族が持ち合わせる資料。あらかた予測は付いている。しかし確かめる必要はあるだろう。予測はあくまで予測だ。

　本来の歴史を知るための文ぶん献けん。

　王族なら封ふう印いんしているはずだ。

　さて、どのように言えば奴やつらの固い頭を柔やわらかくできる？　首を縦に振らせられる？

　考える。

　考える。

　この世界の全すべてを考える。

　知らなければならない。

　それこそがウィリー・ウォーレンという頭脳がするべき使命なのだ。自分にそう語りかけるように、思索の糸はどこまでも紡つむがれていった。




　既すでに時刻は深夜である。

　シェッセはすぐに家に帰るべきか悩なやんだが、どうしてもクーミェの顔を見ておきたかった。

　ただ一つだけ懸けん案あん事項があった。

　家に連れん絡らくを入れていなかったのだ。もちろん魔ま力りよくの供給がストップしてしまい、魔力通信機も使えなかったのだから、仕方がないと言えば仕方がない。

　とはいえ、両親は大いに心配しているだろう。きっと怒おこられるに違ちがいない。特にジゼル辺りはところ構わず、怒いかりをまき散らすこと請け合いである。

　――こまったなあ……。

　と思いながら、ようやく一行はリラの病院へと戻ってきた。

　一番心配でならなかったであろうオルバが階段を駆かけ上あがり、クーミェの部屋のドアを開けた。

「クーミェ！」

「はーい」

　クーミェはいつもの柔らかな笑顔を湛たたえながら、ベッドで半身を起こして、みんなを持っていた。傍かたわらの椅い子すにはラザが腰をかけ、クーミェの隣には疲れて眠ねむってしまったリュカが寝ね息いきを立てていた。

　オルバは目を潤うるませながらクーミェに駆かけ寄よった。

「どうだ？　具合は悪くないか？」

「ええ、すっかり元気です。ラザさんとリュカちゃんがずっと魔力を供給してくれていましたし、それにおじい様とタクトさん、シェッセさんにもお礼を言わないとですね。ありがとうございました」

　皆みなの顔を見まわすクーミェに、シェッセは照れ臭いような気持ちになった。

　まだまだクーミェと話したい気持ちもあったが、今日は休ませてあげなければならない。

　タクトが、クーミェに問いかけた。

「腹は減ってるか？」

　するとクーミェは少し顔を赤らめながら頷うなずいた。

「はい、おなか減っちゃいました。だってあの騒さわぎでお夕食がなかったんですもの」

「じゃあ、なんか作ってきてやる」

「あら、タクトさんの手料理ですか？」

「別に珍しかないだろ」

「いえ、クーミェはタクトさんの手料理というだけで、嘘でも元気になりますよ」

「嘘なのかよ」

「ふふふ、楽しみにしてますね」

「あいよ」

　そう言うとタクトは部屋を出て行ってしまった。

　そんな元気そうなクーミェを見て、シェッセもようやく終わったんだな、という実感がわいてきた。するとクーミェがシェッセに顔を向けた。

「ねえ、シェッセさん。今夜はどうするんですか？」

　言われて初めて気が付いた。もうだいぶ遅おそい。今からリラの機関車に乗って、リンドについて、そこから歩いて……と考えると夜が明けてしまう。

「どうしよう、考えてなかった……」

「ラザさんやタクトさんたちは、今日はもう遅いんで近くに宿を取って明日の朝に帰るそうですよ」

「そうなの？」

「ええ。今、おじい様も手伝って宿の予約を取りに行ってますから、シェッセさんもご一いつ緒しよに泊まっていったらどうですか？」

「う～ん」

　そんなことを言えば、きっと父とジゼル辺りが、大おお騒さわぎするに違いない。

　と、そこでシェッセは先ほどの懸案事項が頭の中に甦よみがえってきてしまった。

「そうだ！　ごめん、ボク家に連絡入れなくちゃ」

「あら、まだお家うちにご連絡してなかったんですか？」

「うん。きっとみんな心配してるから。ちょっと通信機借りてくるね」

「はい」

　そう言って病室を出かけたところで、シェッセはもう一度振ふり返かえってクーミェの顔を見た。彼女はいつもと変わらない笑顔でこちらを見ていた。そんな彼女の顔を見て、改めて安あん堵どの言葉がシェッセの口をつく。

「本当によかった、クーミェが無事で」

「ふふふ、言ったじゃないですか。クーミェは殺されても死にません。皆さんに生かしてもらってますから」

「………うん」

　彼女の言ってる意味をシェッセは噛かみしめる。

　いつも底そこ抜ぬけに明るく、店のムードメーカーの彼女。それは生まれ持った性格なのか、それとも皆に生かしてもらっていることへの感謝の表れなのか……。

　――……どっちも、なんだろうな。

　シェッセにはそんな気がした。なぜなら彼女はいつだって心の底から笑っている気がしたからだ。その全部を含ふくめて彼女なんだと、そう思えたのだった。




　シェッセは急いで病院の魔力通信機を借りると家へ連絡を入れる。

　コール音が鳴って１秒もたたないうちに、あちらの受話器が取られた。

『シェッセ様！　何時だと思っているんですか！』

　ジゼルだった。しかしその声色がどこかおかしい。

「ごめん、ジゼル。えっと………もしかして泣いてる？」

『泣きますよ！　なんですか連絡もよこさず！　しかも魔力供給が急にとまったり、これはもうシェッセ様になにかあったとしか考えられないじゃないですか！』

　受話器の向こう側はもう、ボロ泣き状態だった。

　さらにすぐに今度は誰か他の人間に代わる。

『シェッセ！　無事か!?』

　鼻声になっている父マルコ・リハエルだった。

「はい……いろいろあって、ようやく今連絡できました。本当にごめんなさい」

『いや、いいんだ。シェッセが無事ならそれで構わん。早く帰ってきなさい』

「うん、それなんだけど……」

『………まさか、泊とまってくる、とか言い出さんよな！』

『なんですって！　ジゼルめは、そんなこと許しませんよ！』

　あちら側で受話器の争奪戦が行われているようで、何やらドタバタしている。

　とりあえずあちらが落ち着くのを待っていると、

『あらあら、シェッセ、よかったわ無事で』

　母が出た。

「はい、ご心配おかけしました」

『いいのよ。あなたが無事なら。それで今夜はどうするの？　泊まるの？　そちらに泊まるのかしら？　ふふふ』

「えっと……遅くなってしまいましたし、これからタク……お店の人たちと相談しようかなって……」

『そう。じゃあ、決まったらまた連絡してね』

「はい、そうします」

　受話器を置いてシェッセは、深呼吸をした。もし泊まりということになれば、また大騒ぎだろう。しかしこんな時間に港町を歩くのも危険極きわまりない。

　――またタクト、送ってくれるかな……。

「わわっ、な、何を期待してるんだ、ボクは！」

　湧わいた気持ちに頭かぶりを振り、急いで病室に戻る。廊下を歩き病室の前まで来た時、中から誰かが話す声が聞こえた。

「ほら、城呑竜グライ・オンカの岩塩で作ったお粥かゆだ」

「あら、タクトさん。残りのおにぎりで作って下さったんですか？」

「ああ」

　タクトとクーミェだった。おそらく中で二人が話しているのだろう。

　シェッセはどうしたことか、足がその場で竦すくんでしまい動くことが出来なかった。

「旨うまいか？」

「はい、すごくおいしいです」

　中の会話が聞こえてしまう。こんなところで立ち聞きなんて、良いことではないと思いながらもシェッセの足は何故なぜか動いてくれなかった。

　ふと頭の中を先日のオルバの言葉が掠める。

　――ミキハラの奴はクーミェをどう思っとるのかのう。

　二人の関係が、気になって仕方なかった。

　長い時間をずっと一緒にいたタクトとクーミェ。

　その二人は、お互たがいのことをどう思っているのか………。

　――タクトは……どう思ってるのか……。

　知りたい気持ちと、反はん駁ばくする気持ちがぶつかり合って、シェッセの足はピクリとも動こうとしない。

　すると再び中から会話の続きが聞こえてきてシェッセは我に返った。

「ねえ、タクトさん」

「なんだ？」

「あのですね、クーミェはタクトさんに、とても感謝してるんです」

「なんだよ、改まって」

「改まりますよ。こんな時でないと言えませんから」

「…………」

「ずっと、私なんかのためにタクトさんとリュカちゃんは、危険なことをして下さっている。本当だったらただのお肉を売るだけで構わないのに……」

「いいんだよ。それにリュカはドラゴン食わねえとならねえだろ。持ちつ持たれつだよ」

「でも、タクトさんは？」

「俺おれは……」

「タクトさんは、どうしてそこまでしてくれるのですか？」

「ああん？　そんなもん……」

「ねえ、ここまでしてくださるタクトさんは、クーミェのこと、どう思ってるんですか？」

　クーミェの質問に、シェッセの心臓が跳ね上がった。

「？　なんだ今いま更さら」

「言ってください。タクトさんはクーミェのことをどう思ってるんですか？」

　――どどど、どうしよう。

　今すぐ逃げ出してしまいたい気持ちになる。タクトの答えを聞くのが怖くて仕方がなくなる。なのに足が動いてくれない。

「ねえ、どう思ってるんですか」

　タクトのため息のような音が聞こえた。

「………兄妹みたいに思ってるよ。大事な家族だ。放っておけるわけねえだろ」

「……えへへ、それを聞いて安心しました」

　飛び跳ねるような心臓の音を聞きながら、何故かシェッセは大きなため息を吐ついた。

「んなもん、前から知ってるだろうが。なんで今更そんなこと聞くんだよ」

「聞かせたい相手がいたからです」

　その言葉にシェッセは心臓を鷲わし掴づかみにでもされたようにビクッとなった。まるでクーミェがここにシェッセがいることを察していたかのような、そんな言動。

「ほらタクトさん。いつまでもこんなところにいられても、病人のクーミェは眠れませんよ」

「なんだよ今度は急に……別にもう病人じゃねえじゃねえか」

「いいえ、家に帰るまでが病人です。張り切って病んじゃいますよ」

「病むな、バカ」

「へへ。ほらほら、タクトさん。明日もお店があるんですから」

「わかった、わかった。退散するよ」

　タクトが椅子を立つ音が聞こえる。足音がこちらに近づいてくる。

「じゃあな、おやすみ」

「はい、おやすみなさい」

　ドアが開く。

「ん？　なんだシェッセ。こんなところで」

「あわわわ……そ、そのボクはそういうつもりでここにいたわけじゃ……」

「ほら、宿行くぞ。明日もあるんだからな」

　タクトの手がシェッセの肩かたにポンッと触れる。その途と端たんに身体の緊きん張ちようがスッと解けていく。

「………うん」

　そのままシェッセは火照った顔を俯うつむかせながら、タクトの後をついていくことにした。




　その後、クーミェのベッドで眠ってしまっているリュカと、付き添いのオルバは病院に残ることになり、ラザとタクト、そしてシェッセが宿に行くことになったのだが、そこからが大変だった。

　何が大変だったかといえば、主に家への連絡である。

『シェッセ！　とと、泊まるというのは、つまり、その、男がいるのだな！』

　とまあ、すごい勢いの父にシェッセは事情を話したのだが、なかなか話は前進しないのである。しまいには、

『そ、そいつを出しなさい。ミキハラだったな』

　ということで受話器をタクトに渡わたしたという訳だった。

「あ、はい。そうです。ええ、もう遅いんで」

　さすがのタクトも、勢い余る父の相手で緊張の様子。シェッセもちょっと申し訳ない気持ちになった。

「あ、いえですからお父さん………あ、すいません。そういう意味のお父さんではなく……はい、それは安心してください、お風ふ呂ろを覗のぞいたりしません。自分は巨乳派ですから……なんで怒ってるんですか……いえそれも大だい丈じよう夫ぶです、盗とったりしませんよ。下着は着けていなければ意味がありませんから。脱いだ瞬間からただの布キレだと自分は思っていますんで。なによりあれは、見えないからこそ……え？　その話はいいですか。はい、すいません………あ、お母さんですか……はい、そうなんです。え？　いえ、別の部屋です……いや本当に別の部屋です……嘘うそじゃないです。なんでそんなに同じ部屋を勧すすめるんですか？　え？　孫ですか？　どうして急に孫の話をしだしたんですか？　……三人くらいですか……どういった理由でそれを自分に話すんでしょうか？　あと後ろで、殺すって連呼してる二人を止めてください。怖いんで……はい娘むすめさんは大丈夫ですので、はい」

　ガチャリと受話器を置いたタクトの背中が妙に疲れているように見えた。

「………どうだった？」

「おまえん家ちの家族めんどくせーぞ！」

「ええっ!?」

「とりあえずオッケーだそうだ……」

　紆う余よ曲折はあったようだが、どうにか了りよう承しようを取り付けてくれたそうだ。ただタクトがかなりげっそりしていて、どんなやり取りがなされたのか大変気になった。だがとても聞ける状態ではなさそうだったので、シェッセは内容を聞くことは断念したのだった。

　一段落して三人は歩いて数分の場所にある宿に到とう着ちやくした。シェッセは一人部屋、ラザとタクトは隣となりの二人部屋だそうである。夜も遅いのでそれぞれの部屋に分かれ、就しゆう寝しんすることになったのだが………。

「………眠れない」

　先ほどのクーミェの言葉のせいか、どうしても中々寝付くことが出来なかった。仕方なく少し外の風に当たろうと起き出してくると、地下のバーから戻もどってきたタクトと鉢合わせした。

「あれ、飲んでたの？」

「いや、これから寝酒飲んで寝ようかと思って、バーで分けてもらってきた」

　そう言ってタクトは平べったい缶の入れ物を見せた。ウィスキーなどを入れるスキットルという入れ物だろう。確か父が持っていた。

「どうした、寝れないか？」

「……うん、ちょっと」

「酒は飲ませないぞ。おまえは酔うと大変だから」

「うぅ……本当にボクどんなことしたの……？」

「うん、まあなんだ。酔っぱらうと泣き上戸になったり笑い上戸になったりするやつがいるだろ」

「うん」

「それの一種かな……」

「な、泣いたの、ボク」

「いや、泣いてないし、笑ってもいないが……」

「聞かない方がいい感じ？」

「ああ、もう少し大人になったらな」

「……………うん」

　タクトは入口のベンチに腰こしかけると、スキットルの蓋ふたを開けてちびりと飲んだ。シェッセは、なんだか彼の顔を見ているのが恥はずかしくなってしまい、ベンチの反対側に背中合わせに座すわった。

　二人の間に、ただ沈ちん黙もくだけが流れていく。それでもシェッセには居心地の悪さは微み塵じんも感じなかった。むしろその静寂すら心地よく感じた。

　背中越ごしにタクトの動きが伝わってくる。

　母やカティナが言っていた答えはまだ見つからない。それでも、そのフワフワとした輪郭の見えないものの正体を掴つかみかけたような気がした。

「あのね、タクト………」

　改まった口調のシェッセに、タクトが少し振ふり返かえった。

「なんだ？」

「これはボクのわがままだから、別に聞き流してくれていいんだ」

「……？」

「あのね、ボクずっとタクトを遠くに見ていて、すごく嫌いやだったんだ」

「そうか」

「どうしてかよくわかんなかった。でもね、一緒に狩かりに行って、一緒にご飯食べて……それにさっきだって、一緒に城呑竜グライ・オンカと戦って……すごく怖かったけど、でもなんとなくわかったんだ」

　少し息を吸うと唇くちびるが痺しびれるような高鳴りを覚えた。

「ボクね、タクトの近くにいたかった。いつも隣にいたかったんだ」

「…………」

「近くでタクトの声に耳を傾かたむけていたい、隣にはボクにいさせて欲ほしい、そう思ったの」

「……ああ」

「なんでそう思うのかは、よくわかんないんだけど、それって……それって変なことかな？」

　僅わずかに振り返り彼かれにそう問いかけると、タクトはもう一度ウィスキーを口に含んだ。

「……別に」

「そう？」

「俺もおまえにいて欲しいよ」

「ほんと？」

「ああ」

　ほのかに胸の中に温かな気持ちがにじみ出てくる。何かに満たされているような気持ちになる。膝ひざに顔を埋うずめると頬ほおが熱くなっているのがわかる。

　こんな温かな気持ちがずっと胸の中にいてくれたら。シェッセはそう思った。

「ありがとう、タクト。やっぱりボクはタクトが…………」

　そこでシェッセは息を呑のむように、言葉を止めた。

　あまりにも当たり前のように口をついて出てこようとした言葉にハッとした。

　――ボクはタクトが………。

　呑み込んだ言葉はちょうど胸のあたりで痞つかえ、加熱するかのようにシェッセの全身を熱くした。シェッセは小刻みに震ふるえながら口元を戦慄おののかせ目を丸くする。

　――え？　……ボクは……その、いま……。

　そこで初めて、先ほどシェッセが掴みかけたフワフワとしたものの輪郭がはっきり見えた。

　それは単純なほど、世界にありふれた気持ち。

　誰だれもが必ずいつか抱いだく気持ち。

　ただ、シェッセには全すべてが初めてだった。

　そんな言葉を発しようとしていた自分に、恥ずかしさが一気に込み上げてくる。

「ご、ごめん、タクト！　ボク、もう寝るね！」

　シェッセは勢いよく立ち上がると全力疾しつ走そうで自分の部屋に戻ってくる。

　バタンとドアを閉め、一人になったことを確かく認にんした。

「……………」

　そんな大した距きよ離りを走ったわけでもないのに、心臓は早はや鐘がねを打ち今にも飛び出てきてしまいそうになる。

　嘗かつて自分を助けてくれた、あの青年への憧れとは全く違ちがう感覚。




　――いいえ、あの少女が抱いた気持ちと一緒よ。

　――あの少女ってだれ？




「……え？」

　一いつ瞬しゆん、まるで人格が二つに分かれたかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。しかし高こう揚ようした気持ちに、その錯覚は掻かき消けされていく。

　しばらく扉とびらの前で立たち尽つくしていたシェッセは、そのまま倒たおれ込こむようにベッドに俯うつぶせになる。

　力いっぱい枕まくらを抱きしめ、顔を真っ赤にしながら、シェッセは泣きそうになりながらジタバタした。

　――………ボク……ボク……タクトのことが……。

　ゆっくりとシェッセの唇はその気持ちを言葉に紡ぎだす。




「……やっぱりボクはタクトが……だいすきなんだ……」




　言葉は自覚を生み、自覚は気持ちを育て、胸の裡うちに熱く淡あわく広がっていく。

　火ほ照てった顔から熱は引かず、その夜シェッセは一晩中眠ることが叶かなわなかった。

《おわり》
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あとがき







　このたびは拙せつ著ちよをお手に取っていただき誠にありがとうございます！

　お久しぶりでございます。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　肉食系ライトノベル『吼える魔竜の捕喰作法バルバクア』第三巻をお届けいたします。




　前巻のあとがきにて、カンガルーとかマムシとか、なんかよくわからない物の肉を食ってみよーぜ！　と息巻いていたので、まずは鹿しかをいただいてまいりました。

　ほら、いきなりヘビーな物じゃなくてね、最初は軽くジャブから、みたいな……ねっ！

　でも、ただの鹿だとあれですので、天然物の鹿をいただきましたよ。

　猟りよう師しさんが前日、山で獲って来たばかりの物だそうでございます。

　鮮度ハンパない感じでございます。これはかなり期待が持てそうですね。

　そんな『鹿のお吸い物』をいただきました。

　お吸い物！？

　ええ、お吸い物でした。透き通ったダシ汁に肉の塊かたまりが沈んでおりました。大きさは、鮪まぐろの眼球くらいでしょうか？　わかりづらいですか？　ええっと、ドラゴンボール（地球サイズ）より一回り小さいくらいです。もっと分かりづらいですか？　そうですか……。

　まあ、なかなかでかいサイズの肉の塊が入っていたわけですね。

　しかも、どの部位かよくわからない。お店の人に聞いてみたら、お店の人も首を傾かしげておりました。……おやおや、これはどういうことだ？

とはいえ、せっかくなのでいただくことに。

　さすが天然ものです。「飼いならされた家か畜ちくとは違うのだ！」とアピールしてくるような強きよう靭じんな歯ごたえです。まるで噛み切られることを拒こばむかのように、わたくしの口の中で、いつまでも同じ形状を保ち続けようと抵てい抗こうを繰り返します。

　そして鼻び腔こうを突き抜ける、豊かで自然そのままの動物の香り。まるで生きた鹿が駆かけ巡めぐっているかのよう。わたくしの口から鼻にかけて鹿の風味が広がっていくのです。

　総合しますと………ええ、なんというか、その、ゴムベラのように固く、最高に獣けもの臭くさかったです。

　次回………は、考えてません。なに食べましょうか？




　さて、ここからは謝しや辞じでございます。いつも的確な指し摘てきをくださる担当の中川様、毎回素す敵てきすぎるイラストで物語を彩って下さる真ま琉る樹き様、ならびに編集部のみなさま、出版流通に関わる全てのみなさまに、厚く御礼申し上げます。




　そして、なによりもここまで読んで下さったみなさまに、最大の感謝を。

　みなさまからの応援あって、ここまで出版させていただける流れとなったことには、感謝のことばもありません。

ありがとうございます！

　この物語が一つの終しゆう着ちやくまで辿りつけるよう、今後も応援いただければ幸いでございます。

　それでは、また次巻にてお会いできることを願いながら！




二〇一二年　七月吉日　　内堀優一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

内堀優一先生／真琉樹先生
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